
友宣伝事業として助成を受け作成されたものです。
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(
秋
田
県
北
秋
田
市
)

北
秋
田
市
綴
子
(
旧
鷹
巣
町
)
に
あ
る
八
幡

宮
綴
子
神
社
で
七
月
十
四
、
十
五
の
両
日
、
七
百

年
前
か
ら
伝
わ
る
地
域
の
伝
統
行
事
が
繰
り
広

げ
う
れ
た
。
ギ
ネ
ス
フ
ッ
ク
で
「
世
界

こ

の

認
定
を
受
け
た
直
径
三

七
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
三

ト
ン
の

「綴
子
大
太
鼓
」
を
は
じ
め
と
し
た
四

張
り
の
大
太
鼓
、
そ
れ
に
住
民
う
約
百
人
に
よ

る
獅
子
踊
り
、
奴
(
ゃ
っ
こ
)
踊
り
な
ど
が
、

五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
。

奉
納
行
事
に
先
立
ち
、
境
内
で
は
大
鍋
に
湯
を

沸
騰
さ
せ
る
「
湯
立
て
の
神
事
」
が
行
わ
れ
、

宮
司
か
ら
「
今
年
は
豊
作
型
」
と
の
作
占
い
(
ご

託
官
己
が
報
告
さ
れ
た
。

同
神
社
の
あ
る
北
秋
田
市
は
平
成
十
七
年
三

月
、
鷹
巣
、
合
川
、
森
吉
、
阿
仁
の
旧
四
町
が

合
併
し
て
発
足
し
た
人
口
約
四
万
人
、
面
積
は

秋
田
県
の
約

一
割
を
占
め
る
、
緑
と
水
に
固
ま

れ
た
自
然
豊
か
な
中
山
間
の
ま
ち
。
熊
の
狩
猟

で
知
ら
れ
る
「
マ
タ
ギ
」
な
ど
、
地
域
に
残
る

伝
統
や
文
化
が
患
づ
く
地
域
で
も
あ
る
。
こ
う

し
た
地
域
資
源
を
活
か
し
て
、
新
市
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
融
合
し
た
個
性
に
富
ん

だ
市
勢
を
形
成
。
「
『ひ
と
」
と

『自
然
」
の
調

和
に
よ
る
ぬ
く
も
り
の
あ
る
交
流
都
市
」
を
将

来
像
に
掲
げ
て
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

-
文
H
沢

-
カ
メ
ラ
リ
小
形
叉
男

湯立ての神事

(財)地域活性化セン安一地域づくり編集



宮崎はココやが!

東国原英夫• 宮崎県知事

が
く
ぜ
ん

ガ
ツ
カ
リ
し
た
。
い
や
、
博
然
と
し
た
。
今
年
三
月
に
発
表
さ
れ
た

日
本
地
理
学
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
地
図
上
で
宮
崎

の
位
置
が
分
か
る
高
校
生
は
四
三
%
し
か
い
な
い
と
い
う
。

昨
年

一
月
の
知
事
就
任
以
来
、
連
日
東
奔
西
走
し
、
テ
レ
ビ
や
雑

誌
で
宮
崎
の
特
産
品
を

P
R
し
て
き
た
。
地
鶏
、
マ
ン
ゴ
ー
、
宮
崎

牛

・・
・・
。
県
庁
本
館
の
隣
に
あ
る
み
や
ざ
き
物
産
館
は
、
売
り
上
げ

が
急
増
し
て
い
る
。
宮
崎
県
庁
は
、
年
間
四
十
万
人
の
観
光
客
が
訪

れ
る
観
光
名
所
と
な
っ
た
。
今
話
題
の
「
宮
崎
」
で
あ
る
。

な
の
に
四
三

%
で
あ
る
。
「
学
校
の
先
生
は
い
っ
た
い
何
を
教
え
て

い
る
ん
だ
!
」
と
憤
つ
て
は
み
た
も
の
の
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
ら
れ
な

い
。
悔
し
い
。
ど
げ
ん
か
せ
ん
と
い
か
ん
。
う
ー
ん
。

は
っ
ぴ

で
、
思
い
つ
い
た
の
が
地
図
入
り
法
被
。
い
つ
も
物
産
展
な
ど
で
愛

用
し
て
い
る
法
被
の
背
中
に
日
本
地
図
を
描
き
、
宮
崎
の
場
所
に
赤

く
色
を
付
け
、
大
き
く
「
宮
崎
は
コ
コ
や
が
!
」
と
表
示
し
た
。
名

付
け
て
「
宮
崎
は
コ
コ
や
が
法
被
」
。
四
月
中
旬
に
東
京
で
の
イ
ベ
ン

ト
で
お
披
露
目
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
な
か
な
か
に
好
評
。
続
い

て
、
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の

T
シ
ャ
ツ
を
作
製
し
、
み
や
ざ
き
物
産
館
で
販

売
し
た
と
こ
ろ
、
用
意
し
た
三
百
枚
が

一
日
で
売
り
切
れ
て
し
ま
っ
た
。

急
き
ょ
増
産
し
、
現
在
は
、
み
や
ざ
き
物
産
館
の
ほ
か
、
宮
崎
空
港

で
も
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

思
う
に
、
こ
の
「
宮
崎
は
コ
コ
や
が
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
考
え
さ

せ
ら
れ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
僕
は
こ
の

一
年
半
、
宮
崎
と
い
う

一

地
方
か
ら
、
地
方
の
声
を
中
央
に
精

一
杯
発
信
し
て
き
た
。
道
路
整
備
、

地
域
医
療
、
企
業
誘
致

・・・・
。
地
方
の
、
と
り
わ
け
中
山
間
地
域
の

声
は
、
な
か
な
か
中
央
に
届
か
な
い
。

そ
ん
な
中
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
宮
崎
独
自
の
施
策
を
構
築
し
、
中

央
に
提
案
し
て
い
く
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
宮
崎
の
存
在
を
主
張
し
、
「
地

方
は
コ
コ
や
が
」
、
「
宮
崎
は
コ
コ
や
が
」
と
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、

中
央
に
地
方
の
声
を
訴
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

限
界
集
落
を
巡
る
議
論
が
騒
が
し
い
。
確
か
に
、
集
落
機
能
の
維

持
が
困
難
に
な
っ
た
集
落
を
ど
う
維
持
・
存
続
さ
せ
て
い
く
の
か
、
都

市
住
民
を
も
巻
き
込
ん
だ
、
国
民
的
な
議
論
が
必
要
で
は
あ
る
が
、

一

方
で
、
県
内
に
限
界
集
落
が
い
く
つ
あ
る
の
か
と
い
っ
た
「
限
界
集
落

探
し
」
に
力
が
注
が
れ
過
ぎ
て
い
る
よ
う
な
気
も
す
る
。

地
域
の
高
齢
者
は
元
気
だ
。
宮
崎
県
高
千
穂
町
に
「
五
ケ
村
村
お

こ
し
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
団
体
が
あ
る
。
平
均
年
齢
七
十
歳
。
十
年
ほ

ど
前
、
地
域
に
温
泉
施
設
が
で
き
る
の
を
契
機
に
、
借
金
を
し
て
隣

接
地
に
地
元
で
取
れ
た
物
産
を
販
売
す
る
「
温
泉
茶
屋
」
を
建
設
し
た
。

そ
の
後
、
隣
町
の
古
民
家
を
移
設
し
、
民
宿
兼
地
元
の
神
楽
の
上
演

場

「神
楽
の
館
」
を
オ
ー
プ
ン
、
今
度
は
、
石
倉
を
移
設
し
て
カ
フ
ェ

に
し
よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
る
。
と
て
も
「
限
界
」
な
ど
と
い
う
言
葉

は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
活
躍
ぶ
り
で
あ
る
。

宮
崎
県
は
今
般
、
「
元
気
な
集
落
づ
く
り
に
取
り
組
む
集
落
」
を
応

援
す
る
事
業
を
始
め
た
。
現
在
、
「
元
気
な
集
落
づ
く
り
に
取
り
組
む

集
落
」
に
対
す
る
新
た
な
呼
称
を
募
集
し
て
い
る
。
夢
の
あ
る
、
地

域
住
民
の
希
望
を
喚
起
す
る
新
た
な
呼
称
が
決
ま
っ
た
ら
、
そ
の
呼

称
に
ふ
さ
わ
し
い
集
落
を
目
指
し
て
頑
張
る
集
落
を
増
や
し
て
い
く

作
業
に
取
り
か
か
る
。

頑
張
る
内
容
は
何
で
も
良
い
。
皆
で
統

一
し
た
目
標
を
掲
げ
、
団
結

し
て
頑
張
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
。
定
期
的
に
集
落
の
皆
で
、
目
標

通
り
に
頑
張
れ
た
か
ど
う
か
の
検
証
を
行
う
。
頑
張
れ
な
か
っ
た
ら

も
う

一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
し
、
頑
張
れ
た
と
思
う
な
ら
次
な
る
目
標

に
向
か
っ
て
進
む
。
少
し
ず
つ
こ
ん
な
集
落
を
増
や
し
て
、
県
全
体
に

広
げ
て
い
き
た
い
。

宮
崎
の
中
山
間
地
域
を
語
る
の
に
、
限
界
集
落
の
数
は
不
要
だ
。

元
気
な
集
落
の
数
で
語
り
た
い
。
こ
の
「
宮
崎
モ
デ
ル
」
の
応
援
事
業

に
よ
り
、
集
落
住
民
の

一
致
団
結
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
そ

の
団
結
こ
そ
が
、
集
落
の
明
日
を
語
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
と
信
じ
て

い
る
。
こ
の
事
業
も
ま
た
、

一
つ
の
「
宮
崎
は
コ
コ
や
が
」
で
あ
る
。

今
後
と
も
産
業
の
振
興
、
福
祉
の
向
上
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
「
宮

崎
は
コ
コ
や
が
」
と
訴
え
続
け
て
い
く
こ
と
が
僕
の
使
命
だ
と
思
っ
て

い
る
。
と
は
い
え
、
高
校
生
諸
君
、
来
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

是
非
、
宮
崎
の
場
所
を
正
確
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

泊説話ゆ2008.8月号t 
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地
域
特
性
と
多
様
な
個
性
が
集
合
・
連
携
し
た
ま
ち
申
つ
く
り

認
定
計
画
の
半
分
が
県
庁
所
在
地
か

県
内
轟
大
都
市

都
市
計
画
法
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
改
正
か
ら
約

二
年
が
経
過
し
た
。
本
特
集
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
各
地
で
新
し
い
枠
組
み
に
基
づ
く
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
平
成

二
十
年
三
月
ま
で
に
認
定
さ
れ
た
基
本
計
画
は
、

三
十
二

市
で
あ
る
。

認
定
都
市
に
は
あ
る
程
度
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
(
図
1

参
照
)
。
約
半
分
の
十
七
市
が
、
県
庁
所
在
都
市
な
い
し

人
口
規
模
が
県
内

一
番
都
市
で
あ
る
。
中
心
市
街
地
の
活

性
化
が
実
際
に
可
能
な
の
は
規
模
が
大
き
い
都
市
、
特
に

県
庁
所
在
都
市
ぐ
ら
い
で
は
な
い
か
と
い
う
「
常
識
的
」

な
認
識
を
、
こ
こ
で
は
裏
付
け
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

反
対
に
人
口
規
模
が
六
万
人
以
下
の
小
規
模
都
市
が
七
市

含
ま
れ
、
残
り
の
八
市
が
中
間
的
な
規
模
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
計
画
面
積
は
、
旧
城
下
町
地
区
の
ほ
ぽ
全
体
を
含
む
金

沢
市
が
八
百
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
格
段
に
大
き
い
。
三
百

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
大
き
な
面
積
の
都
市
は
、
人
口
規
模

が
大
き
な
県
庁
所
在
都
市
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

計
画
面
積
が
四
十

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
最
も
小
さ
い
久
慈

市
は
人
口
規
模
も
四
万
人
以
下
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
行

政
区
域
の
人
口
規
模
に
計
画
面
積
が
比
例
す
る
必
要
は
な

い
。
明
確
な
目
的
を
実
現
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
特
性
に
従
っ
て
計
画
対
象
区
域
を
決
め
れ
ば
よ

い
。
旧
法
に
よ
る
活
性
化
計
画
を
見
直
し
、
計
画
区
域
を

縮
小
し
て
い
る
都
市
も
少
な
く
な
い
。

共
通
す
る
衰
退
原
因
と
再
生
の
方
向

最
近
の
計
画
書
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
記
載
さ
れ
て

い
る
た
め
、
地
域
の
特
徴
、
衰
退
し
た
経
緯
や
状
況
が
理

名
城
大
学
都
市
情
報
学
部
教
授

・

海

道

清

信

解
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
改
正
法
が
目
指
す
方
向
に

沿
っ
た
多
面
的
な
取
り
組
み
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

中
心
市
街
地
衰
退
の
基
本
的
な
原
因
は
共
通
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
郊
外
大
規
模
庖
や
ロ

l
ド
サ
イ
ド

シ
ョ
ッ
プ
の
立
地
増
大
、
モ

l
タ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
の
進
展
、

中
心
市
街
地
商
庖
の
魅
力
の
な
さ
・
努
力
不
足
、
都
市
基

盤
整
備
事
業
は
進
ん
で
い
る
が
肝
心
の
活
性
化
策
は
充
分

な
取
り
組
み
が
で
き
な
か
っ
た
、
な
ど
だ
。

そ
し
て
、
目
指
す
べ
き
方
向
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
。

歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
、
定
住
人
口
の
増
加
、
多
様
な
機
能

の
導
入
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

共
通
点
も
ま
た
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
取
り
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。

従
来
の
活
性
化
基
本
計
画
と
比
較
し
て
、
率
直
な
「
反

省
」
、
デ

l
タ
に
基
づ
く
解
析
と
数
値
目
標
の
設
定
、
多

様
な
機
能
の
導
入
や
都
市
地
域
全
体
の
空
間
構
成
と
関
連

付
け
た
位
置
付
け
と
い
っ
た
点
で
、
計
画
作
成
の
レ
ベ
ル

4 2008・8月号地 回匂
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と
し
て
は
進
歩
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
計
画
に
沿
っ
て
進
め
て
い
け
ば
果
た
し
て
、
中
心

市
街
地
は
再
生
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

当
該
地
区
が
な
ぜ
衰
退
し
て
き
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な

方
向
を
目
指
す
の
か
、
地
域
の
価
値
は
何
な
の
か
、
何
を

活
か
し
ど
こ
を
改
め
る
べ
き
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
手
法

が
効
果
的
な
の
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
の
深
い
分
析

や
提
案
が
充
分
で
は
な
い
地
区
も
見
ら
れ
る
。
S
W
O
T

分
析
(
強
み
|
弱
み
、
チ
ャ
ン
ス
|
脅
威
の

二
軸
に
よ

る
地
域
分
析
手
法
)
の
単
純
な
適
用
で
は
、
本
当
の
強
み

と
弱
み
の
発
見
や
評
価
が
充
分
で
な
い
場
合
も
あ
る
。
弱

み
を
強
み
に
転
じ
て
「
逆
手
に
取
る
手
法
」
で
成
功
し
て

い
る
地
域
も
少
な
く
な
い
か
ら
だ
。
商
品
開
発
よ
り
も
地

域
の
再
生
は
も
っ
と
複
雑
な
テ

l
マ
で
あ
る
。

画
一
的
砿
計
画
規
制
の
仕
組
み
が

都
市
機
能
を
無
秩
序
に
分
散

中
心
市
街
地
活
性
化
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
前
提
に

は
、
活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
「
中
心
市
街
地
は
必
要
で

.千車開

.il般 市

f 十・輔;師

十・aJ，，，，
.'榊m
.車克島市
一吋ーー，ー-
~一一+

I l..;融再犯伊 ; 

5.。

‘同

'00 ・00 900 1000 
人口干人

図1 中心市街地活性化計画認定都市 (32)と計画

面積 (2008年3月末)

.. 。制醐'00 '00 

大の的 る者係しあ
き深な短(で人、る
な刻視期図あの政」
時化点的 2 る考策と
代とでに↓市え推い
的いははへ民や進う
なう、、 2 と期に杜
変 二 中消 4の待当会
化つ心費乙意とた的
がの市者 。識、るな
背視街と に利行重
景点地し は用政要
にでのて ズ者や性
ああ衰の レで当の
るる退郊 があ 事 合

組市かてはし序都 実 否街心択模者と競外あ中 必こ 。に外 あり者意
み計でき、たに市 。定を市し商が、争大る心中要としよの る主でが
に画画わ欧原分機さで衰街た業郊つに型商的心がをかる選 よ 権ああ
あ規 一 め米因 能まき退地結施外ま敗 業な市あ理し地択 う者るる
る制的てにの散がざなさや果設のりれ庖が機街る解、域、 に・利
。のな緩比 一 立無まいせ商、を大消たと、能地 。すよ課長 恩納 害 し
仕都ゃべっ地秩な現た庖中選規費この郊での るり題期 え税関か

どうして、中心市街地活性化つ 1 

消費者の短期的視点

時代!ま変わ

る、町の中

心地は変わ
るワ

どうして、中心市街地活性化? 2 
市民の長期的視点

中心市街地活性化の必要性 (批判的視点)図 2-1図2-2 中心市街地活性化の必要性 (まちづくり

の視点)

商
業
政
策
的
に
は
中
小
企
業
保
護
的
な
手
法
、
さ
ら
に

経
済
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
や
商
品
の
生
産
・
流
通
の
仕
組
み

の
大
き
な
変
化
の
影
響
も
大
き
い
。
中
心
市
街
地
の
人
口

減
少
、
高
齢
化
は
、
継
続
的
な
居
住
地
と
し
て
も
好
ま
し

く
な
い
条
件
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
そ
れ
は
事
業
所
や
オ

フ
ィ
ス
の
減
少
に
も
見
ら
れ
る
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
産
業
構
造
の

変
化
が
申
心
市
街
地
を
衰
退

こ
う
し
た
中
心
市
街
地
の
衰
退
の
背
景
に
は
、
よ
り
基

本
的
な
家
族
構
成
や
生
活
(
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
)
の
変
化
、

産
業
構
造
の
変
化
が
あ
る
(
文
献

1
)
。
中
心
市
街
地
の

役
割
を
大
き
く
変
化
さ
せ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
表

ー
に
ま
と
め
た
。
も
ち
ろ
ん
、
地
域
に
よ
っ
て
こ
う
し
た

変
化
の
現
れ
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

中
心
市
街
地
の
多
機
能
化
や
推
進
主
体
の
多
様
な
構
成

と
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
何
の
た
め
か
。
地
域
の
特
性
を

見
い
だ
し
て
、
地
域
文
化
に
基
ワ
く
魅
力
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
中
心
市
街
地
が
持
っ
て

い
る
、
あ
る
い
は
持
つ
べ
き
特
性
、
他
で
は
代
替
不
可
能

な
役
割
を
果
た
す
た
め
で
あ
る
。

も
う

一
つ
は
、
変
化
へ
の
対
応
を
創
造
的
に
進
め
る
た

め
で
あ
る
。
巨
大
な
マ
ン
モ
ス
は
地
球
環
境
の
変
化
に
対

応
で
き
ず
に
滅
び
た
と
い
わ
れ
る
。
地
域
の
特
性
に
根
差

し
た
街
、
多
様
な
個
性
と
主
体
・
意
志
が
集
合
・
連
携
し

た
街
は
、
変
化
に
創
造
的
に
対
応
で
き
る
可
能
性
を
備
え

て
い
る
。

比l::匂

衰
退
原
因
の
徹
底
究
明
と

創
造
的
対
策
の
実
行

2008・8月号

話
題
と
な
っ
て
い
る
旭
山
動
物
園
(
北
海
道
旭
川
市
)

5 



地方都市の社会経済変化と都市空間・商底衝の変化 (ややステレオタイ プだが)

[{IU '1'心市街地がにぎわっ ていたころ[fIil年ほと1I!l!I~ 今の状況→変化の兆し、ブlIIIll

人口 人口増加、若い世代多い 人口停滞、高船化進行→人口減少、少子超高齢社会

都市基盤整備 開発促進期待 画一的な基盤整備→ストック重視、 地域個性に価値、歩けるまちづくり

家族 三世代同居、核家族、専業主婦 単身世帯増加、共働き、女性の社会進出→多様な家族形態

市街地構成、都市化 コンパク トな都市形態、都市内人口密度高い 市街地低密拡大、スプロール現象→郊外衰退、コ ンパクトなまちづくり指向

農業 専業農家、農地を守れ、生産緑地制度 減反政策、農地の開発指向→食料価格上昇、食の安心安全 ・食料自給力向上

居住人口 市街地居住人口密度高い 都市閣の人目減少→田舎暮ら し・都心回婦、遠隔地・ 中山!問地績の衰退、多様な

ライフスタイル指向

交通 自動車少ない、路面電車活組 自動車普及、公共交通主主退、 コミュニテイパスの苦戦→多様な公共交通

商応街構成 庖舗構成の偏り、生鮮底の健在、地域独自庖舗 生鮮応減少、空き庖舗・空き地糟加、 駐車場化→飲食底・サービス業地加、チェー

ン庖増加

商庖街振興 アーケード整備、庖舗共同化、魅力ある商品、振 アーケード老朽化 ・撤去、売上低下、商品調達力低下→マンション立地、都市全

興組合中心 体の中での役割、多様な関係者の参画、郊外との連携

商庖経営者 居住と商業併用庖舗、経営順調、1. 2代日経営 居住と経営分離・郊外居住、高前化、後継者難、空き庖舗放置→地域で必要な魅

者多い 力ある商品 ・サーピス提供、不動産経営の立場

大型庖・ ロー ドサイ 商業調整(大庖法)、大型Ii!iまちなか進出反対 郊外立地 ・乱立、 ロー ドサイド乱立→大型庖と共存共栄期待、s'!きピル再生、郊

ドショ ップ 外立地規制・計画対応へ動き

土地 ・地価 高い地価・家賃、土地神話 (地価の値上がり期待)・ 地価の急速な低下、家賃はそれほど下がらず→多様な機能の立地可能性、 地価値

資産と しての価値の高さ、保有コストの安さ 上がり期待から運用による利益期待、タウンマネジメン ト、利用価値の重視

社会構成 「平等社会j 競争社会、 格差社会→多文化共生(定住外国人増加)

食習慣 家で調理して食卓を閤む家族の食事 外食の習慣、個食傾向、ファス トフード好み→スローフー ド、スローライ フ

教育 進学熱 生涯学習、大学全入→自己学習

表 1

に、

今
年
の
冬
に
行

っ
て
き
た
。
札
幌

か
ら
特
急
電
車
で

一
時
間
ほ
ど
、
駅
前

の
バ
ス
停
か
ら
も
三
十
分
ほ
ど
か
か
る
。

ア
ク
セ
ス
性
は
そ
れ
ほ
ど
良
い
と
は
言

え
な
い
。
園
地
自
体
も
地
形
が
傾
斜
し

て、

雪
道
を
歩
く
に
は
苦
労
す
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ほ
ど
広
い
と
は
言
え
な
い

圏

内
で
は
大
勢
の
人
び
と
が
目
を
輝
か
し
、

時
に
歓
声
を
上
げ
て
楽
し
ん
で
い
る
。

印
象
的
だ

っ
た
の
は
、
廃
園
寸
前
の
時

期
と
今
と
で
は
動
物
自
体
は
そ
れ
ほ
ど

入
れ
替
わ

っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

筆
者
が
感
じ
た
の
は
、
動
物
の
見
せ
方

が
ド
ラ
マ
チ

ッ
ク
で
楽
し
い
、
女
性
ら

し
い
文
字
と
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
手
作
り

説
明
板
、
ペ
ン
ギ
ン
の
散
歩
の

よ
う
な

毎
日
の
目
玉
イ
ベ
ン

ト
、
授
乳
室
や
休

憩
室
の
よ
う
な
お
も
て
な
し
、
手
作
り

パ
ン
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
、
と
い

っ

た
点
で
あ
る
。

何
が
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
筆
者
は
詳
し
い

情
報
は
持

っ
て
い

な
い
が
、
お
客
た
ち
の
求
め
て
い
る
こ

と
を
満
足
さ
せ
る
と
い
う
利
用
者
の
視

点
で、

衰
退
の
原
因
を
徹
底
的
に
明
ら

か
に
し
、
創
造
的
な
対
応
策
を
考
え
出

し、

当
事
者
た
ち
が
ひ
と
ま
と
ま
り
に

な

っ
て
実
行
し
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

動
物
た
ち
と
い
う

一
番
の
財
産
の
価

値
を
信
じ
て
、

訪
れ
る
人
び
と
に
、
そ

6 

こ
で
働
く
人
た
ち
が
持

っ
て
い
る
気
持
ち
ゃ
感
動
を
、

う
ま
く
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
話
題
づ

く
り
が
今
日
の
成
功
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

2008.8月号以珂ゆ

コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
を
起
爆
剤
に

中
心
市
街
地
を
再
生
ヘ

こ
の
数
年
、
各
地
の
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

で
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
方
々

と
お
会
い
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
う
ま
く
い

っ
て
い
な

い
地
域
の
方
か
ら
出
て
く
る
の
は
、
愚
痴
と
も
言
い
訳
と

も
言
え
る
こ
と
で
、

し
か
も
、

当
事
者
以
外
の
状
況
が
い

ろ
い
ろ
と
語
ら
れ
る
。
し
か
も
、
ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う

な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

(紋
切
り
型
)
が
多

い
。

反
対
に
、
に
ぎ
わ
い
と
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
地

区
で
は
、
創
造
的
、
独
創
的
な
取
り
組
み
と
熱
意
が
感
じ

ら
れ
る
。
そ
こ
で
共
通
し
て
い
る
成
功
要
因
は
次
の
よ
う

な
点
だ
ろ
う
。

・
深
刻
な
危
機
感
を
共
有
し
て
い
る

・
地
域
が
ま
と
ま

っ
て
実
行
し
て
い
る

.
外
部
の
協
力
を
得
て
い
る

・
地
域
の
価
値
を
活
か
し
て
い
る

.
よ
く
学
ん
で
い
る

・
い
つ
も
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る

.
ま
ち
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
る

こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
変
化
へ
の
対
応
力
を
高
め
る

こ
と
、
創
造
的
な
解
決
策
を
実
行
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と

思
う
。
最
近
の
建
築
関
係
雑
誌
で、

高
松
市
や
富
山
市
の

生
ま
れ
変
わ
っ
た
中
心
市
街
地
の
公
共
空
間
、
ア
ー
バ
ン

デ
ザ
イ
ン
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
新
し
い
変
化
と

言
え
よ
う
。
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筆
者
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
の
近
く
で
も
、
小
さ
い
が
い

ろ
い
ろ
な
動
き
が
み
ら
れ
る
。
名
古
屋
市
都
心
の
錦
二
丁

目
(
長
者
町
)
は
、
繊
維
を
中
心
と
し
た
問
屋
機
能
が
衰

退
し
て
空
き
ビ
ル
、
家
賃
の
低
下
な
ど
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
地
元
の
経
営
者
や
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
が

集
ま
っ
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成

を
進
め
て
い
る
。

行
政
の
支
援
も
得
て
、
空
き
ピ
ル
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
や
新
し
い
業
態
の
庖
の
誘
致
を
進
め
て
い
る
。
ま
ち

づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
た
人
々
の
気
軽
な
集
ま
り
場
所
と

し
て
「
町
の
会
所
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
大
学
と
の
共
同
の

取
り
組
み
も
進
み
つ
つ
あ
る
。

再
生
の
申
で
生
ま
れ
る

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

旧
城
下
町
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
は
、

T
M
O
と
し
て
設

立
さ
れ
た
。
民
間
会
社
を
退
職
し
た
団
塊
世
代
の
事
務
局

長
は
、
市
民
参
加
で

N
P
O
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
が
、
駐
車
場
経
営
で
安
定
し
た
収
入
が
あ
る
の
に
、
そ

ん
な
「
冒
険
は
し
な
く
て
も
い
い
」
と
い
う
声
も
あ
る
。

住
民
は
行
政
主
導
の
景
観
整
備
を
必
ず
し
も
高
く
評
価
し

て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
街
並
み
整
備
は
順
調
に
進
ん
で
い

ヲ。
。日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
人
口
比
率
が
高
い
市
で
は
、
空
き

庖
舗
が
目
立
つ
商
庖
街
に
ブ
ラ
ジ
ル
系
の
新
し
い
庖
が
増

え
て
き
た
。
商
庖
街
振
興
に
「
多
文
化
共
生
」
で
何
と
か

活
路
を
見
い
だ
せ
な
い
だ
ろ
う
か
と
模
索
中
で
あ
る
。

ま
た
、
郊
外
住
宅
団
地
の
高
齢
化
や
中
心
部
で
も
人
口

減
少
が
進
む
伝
統
産
業
が
衰
退
し
た
小
都
市
の
駅
前
で

は
、
撤
退
し
た
ス
ー
パ
ー
の
建
物
が
再
生
利
用
さ
れ
、
高

級
志
向
の
食
品
ス
ー
パ
ー
な
ど
複
合
機
能
の
拠
点
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
。
「
中
心
市
街
地
を
明
る
く
す
る
た
め
、
職
-

住
・
医
療
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
が
融
合
す
る
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
が
起
爆
剤
と
な
る
よ
う
に
」
と
い
う
、
地
元
有
力

者
で
も
あ
る
事
業
者
の
あ
い
さ
つ
が
新
聞
で
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
英
国
で
最
も
衰
退
し
た
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
で
、
中
近
東
の
投
資
家
に
出
会
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
、

衰
退
し
た
地
区
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
安
く
手

に
入
れ
た
建
物
を
魅
力
的
に
改
装
し
、
新
し
く
テ
ナ
ン
ト

を
入
れ
る
こ
と
で
十
分
な
利
益
を
上
げ
て
い
る
と
い
う
。

衰
退
か
ら
再
生
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
マ
ン
チ
ェ

ス
タ

l
市
の
中
心
部
で
出
会
っ
た
出
稼
ぎ
外
国
人
ウ
ェ
イ

タ
l
は
、
住
宅
を
三
軒
購
入
し
、
賃
貸
し
た
り
転
売
し
た

り
し
て
も
う
け
て
い
る
と
い
う
。

都市再生が成功しにぎわう英国マンチェスター市中心部

変
化
に
創
造
的
に
対
応
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を

金
沢
市
の
ま
ち
づ
く
り
が
、
「
周
囲
遅
れ
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
時
代
も
地
域
の

状
況
も
変
わ
る
。
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
と
し
て
計
画
的
に
開
発

さ
れ
た
地
域
は
、
今
日
で
は
急
速
な
高
齢
化
や
人
口
減
少

を
迎
え
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
や
都
市
づ
く
り
は
、
変
化
に
い
か
に
対
応

す
る
か
が
永
遠
の
テ

l
マ
で
あ
る
。
従
来
は
成
長
発
展
へ

の
対
応
だ
っ
た
が
、
中
心
市
街
地
を
は
じ
め
と
し
て
多
く

の
地
域
の
今
日
的
な
課
題
は
衰
退
、
空
洞
化
へ
の
対
応
で

あ
る
。

周
囲
遅
れ
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
成
熟
し
た
都
市
の
基
本

的
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
が
最
も
今
日
的
で
先
進
的
な
ま

ち
づ
く
り
、
都
市
計
画
的
な
テ

l
マ
で
あ
る
。
ど
の
町
、

都
市
も
先
進
地
、
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
れ
る
資
格
が
あ

る
。街
の
中
心
部
を
、
す
べ
て
の
市
民
が
気
軽
に
安
心
し
て

楽
し
め
る
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
再
生
す
る
た
め
に

は
、
変
化
を
読
み
変
化
に
創
造
的
に
対
応
で
き
る
知
恵
と

デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
経
験
が
い
ま

各
地
で
積
み
上
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

参
考
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史
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改
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ま
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三
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地
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性
化
計
画

集

北
海
道
砂
川
市

1 

申
心
市
街
地
の
回
避
性
向
上
で賑
わ
い
創
出

|
住
民
自
ら
が
ま
ち
の
魅
力
を
取
り
戻
す
挑
戦
に
|

砂
川
市
の
歴
史
は
、
明
治
十
九
年
か
ら
行
わ
れ
た
旭
川

市
ま
で
の
上
川
道
路
開
削
が
始
ま
り
で
、
同
二
十
三
年
に

開
基
し
、
大
正
十
二
年
に
町
制
施
行
、
昭
和
三
十
三
年
に

市
制
施
行
し
て
北
海
道
で
二
十
六
番
目
の
市
と
な
っ
た
。

今
年
で
市
制
施
行
五
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え

る
。

石
炭
産
業
の
斜
陽
化
な
ど
で

人
口
が
最
盛
期
の
六
割
に

当
市
は
、
上
川
道
路
開
削
と
と
も
に
隣
接
す
る
歌
志
内

市
、
上
砂
川
町
が
炭
都
と
し
て
栄
え
、
鉄
道
が
敷
設
さ
れ

る
な
ど
交
通
の
要
衝
と
な
っ
た
ほ
か
、
戦
後
に
お
い
て
は

東
洋
高
圧
工
業
と
三
井
木
材
工
業
と
い
う
当
市
の
二
大
企

業
の
従
業
員
社
宅
に
よ
っ
て
商
圏
が
形
成
さ
れ
、
北
海
道

中
空
知
地
域
の
中
核
都
市
と
し
て
発
展
し
た
。

し
か
し
、
石
炭
産
業
の
斜
陽
化
に
よ
る
炭
都
の
急
速
な

過
疎
化
と
と
も
に
、

二
大
企
業
の
規
模
縮
小
・
撤
退
の
影

響
は
商
圏
人
口
を
大
き
く
減
少
さ
せ
、
活
気
と
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
て
い
た
経
済
、
特
に
中
心
市
街
地
の
商
庖
街
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
人
口
は
減
少
の

一
途
を
た
ど

• 田
伏
清
巳

経
済
部
商
工
労
働
観
光
課

課
長

り
、
昭
和
三
十
四
年
の
最
盛
期
に
三
万
二
千
四
百
九
十
五

人
で
あ
っ
た
の
が
、
平
成

二
十
年
五
月
末
現
在
で

一
万
九
千
五
百
四
十
五
人
と
な
っ
た
。

圏
中
心
市
街
地
へ
の
波
及
効
果
に

E

乏
し
か
っ
た
旧
計
画

平
成
十
三
年
に
策
定
し
た
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
は
、
当
市
商
業
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
九
つ
の
商
庖
会

お
よ
び
集
客
施
設
に
位
置
付
け
た
三
つ
の
大
型
小
売
商
業

庖
舗
を
含
む
二
百
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
中
心
市
街
地
と
定

め
、
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
同
年
に
は
市
街
地
再

開
発
事
業
に
よ
っ
て
中
心
市
街
地
の
大
型
小
売
商
業
庖
舗

の
改
築
と
新
た
な
テ
ナ
ン
ト
施
設
の
建
設
が
行
わ
れ
、
商

庖
会
活
性
化
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
か
と
思
わ
れ
た
が
、

市
内
に
お
け
る
観
光
資
源
や
産
業
資
産
、
大
型
小
売
商
業

庖
舗
へ
の
集
客
を
、
中
心
市
街
地
全
体
へ
の
経
済
波
及
効

果
に
結
び
付
け
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
要
因
と
し
て
、
急
速
な
人
口
減
少
と
モ

l
タ
リ

ゼ
l
シ
ヨ
ン
の
進
展
に
加
え
、
近
隣
都
市
郊
外
に
お
け
る

大
型
庖
の
相
次
ぐ
出
庖
、
商
庖
主
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
よ
る
商
庖
街
全
体
の
モ
チ
ベ

l
シ
ヨ
ン
低
下
が
挙
げ

ら
れ
る
。

司
南
北
の
大
型
腐
と
東
西
の
公
共
施
設
で

F

回
避
性
を
向
上
へ

現
在
の
商
庖
街
の
現
状
と
旧
計
画
に
お
け
る
反
省
を
踏

ま
え
、
平
成
十
九
年
に
策
定
し
た
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
は
、
改
め
て
国
道

二
一
号
の
南
北
に
あ
る
大
型
小

売
商
業
庖
舗
並
び
に
中
心
市
街
地
東
西
に
あ
る
公
共
施
設

を
集
客
施
設
と
位
置
付
け
、
そ
こ
に
隣
接
す
る
住
宅
密
集

地
域
と
周
辺
環
境
お
よ
び
観
光
資
源
、
そ
れ
ら
効
果
が

一

体
的
に
及
ぶ
区
域
と
し
て
、
旧
計
画
と
同
様
の
区
域
を
中

心
市
街
地
に
設
定
し
た
。

中
心
市
街
地
東
部
地
区
の
集
客
施
設
は
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ゅ
う
」
で
あ
る
。
こ
の
施
設
は
老
朽
化
し
た
市
民

会
館
の
代
替
施
設
と
し
て
、

J
R
砂
川
駅
東
部
開
発
事
業

に
よ
り
現
在
地
に
建
設
さ
れ
、
同
十
九
年

一
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。
市

民
有
志
に
よ
り

組
織
さ
れ
た

N

P

O
法
人
が
指

定
管
理
者
と
な

り
、
法
人
会
員

と
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
手

に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
る
。
特

色
あ
る
自
主
事

業

を

展

開

し

た

結

果

、

同

十
九
年
度
実
績

で
利
用
者
は
約

8 2008・8月号以届ゆ

地域交流センター「ゅうJ
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八
万
二
千
人
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
中
心
市
街
地
西
部
地
区
の
集
客
施
設
は
砂
川

市
立
病
院
で
あ
る
。
当
院
は
中
空
知
地
域
セ
ン
タ
ー
病

院
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
一
日
平
均
千
人
、
年
間
約

二
十
七
万
人
の
外
来
患
者
が
診
療
に
訪
れ
る
。
老
朽
化
し

た
院
舎
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
年
度
に
改

築
工
事
に
着
手
し
、
同
二
十
二
年
度
に
新
病
院
本
館
が
開

院
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

基
本
計
画
で
は
、
こ
の
二
つ
の
公
共
施
設
で
集
客
し
た

人
に
対
し
て
ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中

心
市
街
地
の
回
遊
性
を
向
上
さ
せ
、
に
ぎ
わ
い
創
出
と
商

庖
街
活
性
化
を
図
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

司
菓
子
産
業
を
原
動
力
に

F

「
魅
力
あ
る
商
庖
街
」
づ
く
り

基
本
計
画
で
は
数
値
目
標
達
成
に
寄
与
す
る
事
業
と
し

て
、
ハ
ー
ド
四
事
業
、
ソ
フ
ト
十
三
事
業
の
計
十
七
事
業

を
位
置
付
け
て
い
る
が
、
商
庖
街
の
再
生
・
活
性
化
の
た

め
に
重
要
な
の
は
ソ
フ
ト
事
業
だ
と
い
う
の
が
中
心
市
街

地
活
性
化
協
議
会
会
員
の

一
致
し
た
認
識
で
あ
る
。
当
市

に
お
け
る
ソ
フ
ト
事
業
の

一
例
と
し
て
、
「
す
な
が
わ
ス

イ
l
ト
ロ

l
ド
事
業
」
を
ご
紹
介
し
た
い
。

当
市
が
近
隣
市
町
の
炭
鉱
と
二
大
企
業
に
従
事
す
る
人

に
よ
っ
て
発
展
を
遂
げ
た
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
こ
れ
ら

従
業
員
家
族
の
し
好
品
、
贈
答
品
と
し
て
甘
い
菓
子
が
持

て
は
や
さ
れ
、
古
く
か
ら
菓
子
製
造
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

現
在
、
当
市
に
は
ケ

l
キ
、
和
菓
子
、
パ
ン
、
冷
菓
な
ど

を
製
造
す
る
大
小
九
つ
の
菓
子
メ
ー
カ
ー
が
あ
り
、
日
本

一
の
直
線
道
路
・
国
道

二
一
号
を
中
心
に
十
二
庖
舗
を
展

開
し
て
い
る
。

こ
の
元
気
な
菓
子
産
業
を
原
動
力
と
し
て
、
市
内
外
の

多
く
の
人
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
商
庖
街
全
体
を
活
性

化
し
て
「
魅
力
あ
る
商
庖
街
」
に
と
の
構
想
の
下
、
平
成

十
四
年
に
商
工
団
体
、
菓
子
組
合
、
消
費
者
協
会
な
ど
と

市
が
連
携
し
、
「
す
な
が
わ
ス
イ

l
ト
ロ

l
ド
協
議
会
」

を
設
立
し
た
。
同
協
議
会
内
に
は
「
商
業
界
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
」
「

P
R
」
「
体
験
型
」
「
応
援
団
」
の
四
部
会
が
あ
り
、

各
部
会
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

-
ひ
や
か
し
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

l
H
消
費
者
団
体
な
ど
か

ら
「
市
内
小
規
模
庖
は

一
度
入
る
と
何
か
買
わ
な
け

れ
ば
出
づ
ら
い
」
「
行
っ
た
こ
と
の
な
い
庖
が
多
く

あ
る
」
と
の
声
を
受
け
、
買
い
物
目
的
で
は
な
く
商

庖
主
と
の
会
話
を
楽
し
み
、
庖
内
の
様
子
を
「
冷
や

か
し
て
も
ら
う
」
た
め
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
企
画

し
た
。
商
店
会
連
合
会
、
青
年
会
議
所
と
の
共
催
事

業
。

-
商
庖
街
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
H

七
夕
に
は
サ
サ
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
に
は
カ
ボ
チ
ャ
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
電
飾

砂川再発見ツアー

と
リ

l
ス
を
各
商
庖
の
庖
頭
に
飾
る
。
商
庖
街
の
に

ぎ
わ
い
創
出
と
回
遊
性
向
上
を
目
的
と
し
た
事
業
0

.
ジ
ャ
リ
ン
子
七
夕
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
H

七
夕
や
ハ
ロ

ち
ょ
う
ち
ん

ウ
ィ
ー
ン
の
時
期
に
提
灯
行
列
や
仮
装
行
列
で
子
供

た
ち
が
商
庖
街
を
練
り
歩
く
。
沿
道
の
商
庖
か
ら
お

菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
子
供
た
ち
の
歓
声
で
大

い
に
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
。
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

国
際
交
流
ふ
れ
あ
い
委
員
会
な
ど
八
団
体
共
催
事

業
。

-
砂
川
再
発
見
ツ
ア

l
H
ス
イ

l
ト
ロ

l
ド
応
援
団
で

あ
る
主
婦
た
ち
に
ま
ち
の
見
所
を
知
っ
て
も
ら
い
、

P
R
に

一
役
買
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
市

内
ツ
ア

l
。
道
中
、
商
庖
会
が
参
加
者
に
チ
ラ
シ
を

配
布
し
て
商
庖
街
を

P
R
す
る
と
と
も
に
、
商
店
街

の
印
象
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

司
産
業
、
観
光
、
集
客
施
設
、
商
后
街
を

F

結
び
付
け
た
施
策
を

基
本
計
画
に
定
め
た
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
商
店
会

組
織
を
は
じ
め
関
係
諸
国
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
事
業

を
確
実
に
実
行
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
決
定
打
と
な
る
施
策
が
存
在
し
な
い

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
活
気
あ
ふ
れ
る
商
庖
街
の
再
生
で

重
要
な
の
は
、
住
民
自
ら
が
ま
ち
の
魅
力
を
再
認
識
す
る

こ
と
で
は
な
い
か
。

産
業
、
観
光
資
源
、
集
客
施
設
、
商
庖
街
、
こ
れ
ら
を

有
機
的
に
結
び
付
け
た
施
策
が
展
開
で
き
れ
ば
、
自
信
を

持
っ
て
わ
が
ま
ち
の
魅
力
を
語
る
「
人
」
を
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。
人
口
二
万
人
に
満
た
な
い
小

さ
な
砂
川
市
の
挑
戦
が
、
住
民
の
心
に
大
き
な
自
信
を
取

り
戻
す
契
機
に
な
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
。

比ゑ6・ω2008.8月号9 
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青
森
市

ー
中
心
市
街
地
を

青
森
市
は
、
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
陸
奥
湾
や
八

甲
田
連
峰
、
党
珠
山
な
ど
、
雄
大
な
自
然
を
有
す
る
と
と

も
に
、
人
口
三
十
万
人
規
模
の
都
市
と
し
て
世
界
有
数
の

豪
雪
都
市
で
あ
り
、
県
庁
所
在
都
市
と
し
て
は
唯

一
、
特

別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
雪
は
、
市
民
に

日
本

一
お
い
し
い
水
を
提
供
す
る
財
産
で
あ
る
と
同
時

に
、
膨
大
な
る
除
排
雪
経
費
や
交
通
渋
滞
な
ど
、
ス
ト
レ

ス
と
な
る

一
面
も
有
し
て
い
る
。
こ
の
雪
と
の
共
生
、
環

境
と
の
共
生
を
図
り
、
持
続
可
能
な
都
市
を
つ
く
る
た

め
、
本
市
の
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
の
形
成
」
と
し
、
そ
の
核
と
な
る
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
取
り
組
む
原
点
と
な
っ
た
。

司
少
子
高
齢
化
恕
ど
に
も
対
応
で
き
る

F

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成

本
市
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
、
郊
外
の
無
秩
序
な

開
発
を
抑
制
し
、
残
す
べ
き
自
然
や
農
地
、
良
質
な
住
宅

地
を
し
っ
か
り
と
保
全
し
た
上
で
、
新
た
な
除
排
雪
、
下

水
道
整
備
、
道
路
整
備
な
ど
の
需
要
を
可
能
な
限
り
抑
制

し
、
こ
れ
ら
イ
ン
フ
ラ
機
能
が
既
に
整
備
さ
れ
、
併
せ
て

商
庖
街
、
業
務
、
ホ
テ
ル
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
各
機
能
が
集

約
さ
れ
、
域
内
外
の
来
街
者
が
訪
れ
る
中
心
市
街
地
を
さ

ク
ウ
ォ
!
カ
ブ
ル
タ
ウ
ン
ψ

企
画
財
政
部
中
心
市
街
地
対
策
課

ら
に
利
用
価
値
の
高
い
エ
リ
ア
に
す
べ
き
と
い
う
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
を
掲
げ
て
い
る
。
都
市
づ
く
り
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
都
市
の
内
側
に
向
け
る
都
市
構
造
を
示
す
と

と
も
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
け
ん
引
す
る
核
と
し
て
、

「
中
心
市
街
地
地
区
」
「
ヤ

l
ド
跡
地
地
区
」
「
石
江
地
区
」

を
位
置
付
け
、

雪
問
題
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
環
境

青森駅周辺整備事業

駅前広場に分散しているハス停を集約するほか、快適な歩行者空間

の整備、観光・交通案内所の設置などにより、公共交通タ ミナル

として整備する。

10 

変
化
に
も
十
分
に
対
応
で
き
る
、
持
続
可
能
な
本
市
独
自

の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

青
森
市
は
こ
れ
ま
で
も
、
駅
前
再
開
発
事
業
や
商
庖
街

裏
通
り
を
全
く
新
し
い
界
隈
に
形
成
す
る
「
パ
サ

l
ジ
ユ

広
場
」
の
整
備
、
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進
、
さ
ら
に
は
多

く
の
活
性
化
に
向
け
た
ソ
フ
ト
事
業
な
ど
を
展
開
し
て
き

た
が
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
改
正
を
契
機
に
、
速
や
か

に
新
し
い
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
ス
キ

l
ム
に
移
行

し
、
国
の
重
点
支
援
を
受
け
な
が
ら
活
性
化
の
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
事
業
計
画
期
間
を
平
成
十
九
年
二

月
か
ら
同
二
十
三
年
三
月
と
し
た
。

中
心
市
街
地
活
性
化
の
基
本
的
な
方
針
を
、
旧
基
本
計

画
を
踏
襲
し
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
目
標
は
、
歩
い
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
ま
ち
歩
き
を
楽
し
め
る
質
の
高
い

生
活
空
間
で
あ
る
「
ウ
ォ

l
カ
ブ
ル
タ
ウ
ン
(
回
遊
街
)

の
創
造
」
を
目
指
す
姿
と
し
た
。
本
計
画
に
お
い
て
は
、

活
性
化
の
方
針
に
基
づ
き
、
そ
の
効
果
を
端
的
に
示
す
具

体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
、
ま
ず
「
街
の
楽
し
み
づ
く

り
」
の
達
成
状
況
を
表
す
「
歩
行
者
通
行
量
を
七
万
六
千

人
」
、
次
に
「
交
流
街
づ
く
り
」
の
達
成
状
況
を
表
す
「
観

光
施
設
入
込
客
数
を
百
三
十
万
五
千
人
」
、
「
街
暮
ら
し
」

の
達
成
状
況
を
表
す

「
夜
間
人
口
を
三
千
八
百
六
十
八

人
」
、
商
業
の
活
性
化
の
達
成
状
況
を
表
す

「空
き
地
・

空
き
庖
舗
率
を
八
・八
%
」
、
「
小
売
業
年
間
商
品
販
売
額

を
六
百
八
十
五
億
五
千
三
百
万
円
」
の
五
つ
を
目
標
値
と

し
て
い
る
。

'
シ
ニ
ア
向
け
マ
ン
シ
ョ
ン
と

F

文
化
観
光
交
流
施
設
の
整
備

具
体
的
な
活
性
化
の
た
め
の
主
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
市
民
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
と
商
業
施
設
の
複

合
施
設
「
ア
ウ
ガ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
来
館
者
が
年
間

2008・8月号比届ω
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六
百
万
人
を
超
え
る
な
ど
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
大

い
に
寄
与
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
十
八
年
に
シ
ニ
ア
対
応
型
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
「
ミ
ッ
ド
ラ
イ
ブ
タ
ワ

l
」
が
完
成
し
た
。
雪
処
理
の

心
配
が
な
く
公
共
交
通
の
利
便
性
も
高
い
こ
と
な
ど
が
評

価
さ
れ
、
高
齢
者
世
帯
を
中
心
に
好
調
な
売
れ
行
き
を
見

せ
、
割
高
に
も
か
か
わ
ら
ず
約

一
年
で
完
売
す
る
な
ど
、

地
方
都
市
の
新
し
い
ま
ち
な
か
居
住
の
モ
デ
ル
と
し
て
注

目
を
集
め
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
現
在
の
青
森
駅
周
辺
地

区
を
公
共
交
通
な
ど
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
機
能
強
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
を
含
む
観
光
客
の
中
心
市
街
地
へ

の
集
客
を
図
る
。
ま
た
、
マ
リ

l
ナ
周
辺
地
区
、
「
八
甲

田
丸
」
か
ら
青

い
海
公
園
、
ア
ス
パ
ム
が
存
在
す
る
地
区

で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
ゾ

l
ン
」
に
お
い
て
、

「青
森
ね
ぶ
た
」
の
保
存
お
よ
び
伝
承
を
図
る
と
と
も
に
、

多
様
な
交
流
を
展
開
す
る
文
化
観
光
交
流
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

中心市街地 (航空写真)

こ
の
文
化
観
光
交
流
施
設
を
は
じ
め
、
八
甲
田
丸
、
ァ

ス
パ
ム
な
ど
を

一
体
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
本
市
の

歴
史
、
文
化
、
風
土
、
そ
し
て
人
々
の
営
み
を
体
感
で
き

る
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
ゾ

l
ン
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る

と
と
も
に
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
の
さ
ら
な
る
魅

力
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
や
観
光
客
な
ど
の

交
流
機
能
を
高
め
、
中
心
市
街
地
全
体
の
回
遊
性
の
向
上

を
図
る
。

本
市
の
歴
史
や
文
化
を
テ

l
マ
と
し
た
場
を
地
域
に
提

供
し
、
そ
の
場
で
様
々
な
地
域
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
新
幹
線
開
業
を
控
え
た
新
た
な
時
代
に
お

け
る
青
森
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
形
成
や
、
そ
れ
を
基
盤
と

し
た
地
域
の
活
性
化
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
で
申
心
商
庖
街
の

賑
わ
い
創
出

こ
の
ほ
か
、
ソ
フ
ト
事
業
で
は
中
心
商
庖
街
が
主
体
と

な
っ
て
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
・
来
街
者
の
増
加
を
図
る
た

AOMORI春フェスティパル事業

「ねぷたJと「よさこい」のほか、他地域の祭を融合した集
客イベン卜を実施し、中心市街地の賑わいを創出する。

め
、
「

A
O
M
O
R
I
春
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
事
業
」
や

「
冬
期
観
光
イ
ベ
ン
ト
開

催
事
業
」

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

特
に

A
O
M
O
R
I
春
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
平
成
十
八
年
度
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
か
ら
開
催
し
、
夏
の
祭
り

で
あ
る
ね
ぶ
た
を
季
節
外
れ
の
春
に
運

行
し
た
。
ま
た
、
全
国
か
ら

Y
O
S
A

K
O
I
チ

l
ム
に
参
加
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
「
秋
田
の
竿
灯
」
や
「
盛
岡
さ
ん

さ
踊
り
」
な
ど
、
他
地
域
の
祭
り
を
同

時
開
催
し
、
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
も

行
っ
た
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
民
の
み
な
ら
ず

市
外
・
県
外
か
ら
の
観
光
客
を
含
め
約
十
五
万
人
も
の
人

出
を
集
め
る
な
ど
浸
透
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
大

い
に
貢
献
し
て
い
る
。

市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
目
標
で
あ
る
、

①

多
く
の
市
民
が
に
ぎ
わ
う
中
心
市
街
地
②
多
く
の
観
光

客
を
集
客
す
る
中
心
市
街
地
③
歩
い
て
暮
ら
し
ゃ
す
い

中
心
市
街
地
④
中
心
市
街
地
の
商
業
の
活
性
化
ー
を
達
成

す
る
た
め
、
事
業
の
検
討
、
調
整
、
実
施
な
ど
を
担
う
組

織
と
し
て
、
関
係
団
体
な
ど
多
く
の
主
体
が
参
画
し
た
青

森
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
を
設
置
し
た
。
事
業
な

ど
を
具
体
的
か
つ
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
事
業
主
体
関
係
者
な
ど
で
組
織
す
る
タ
ウ
ン
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
会
議
も
常
設
し
、
活
性
化
に
向
け
た
事
業

な
ど
の
円
滑
な
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
基
本
計
画
の
着
実
な
進
展
に
よ
り
、
ウ
ォ

l

カ
ブ
ル
タ
ウ
ン
の
創
造
に
向
け
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

以届匂2008・B月号11 
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富
山
市

「
串
と
因
子
」

C11 
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ー
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
拠
点
集
中
型
の

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
申つ
く
り
|

富
山
市
は
古
く
か
ら
「
く
す
り
の
ま
ち
」
と
し
て
全
国

に
そ
の
名
が
知
ら
れ
、
東
に
雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス

・
立
山

連
峰
を
望
み
、
北
は
「
海
の
幸
の
宝
庫
」
富
山
湾
に
面
す

る
、
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
都
市
で
あ
る
。
平
成
十
七
年
四

月
、
富
山
地
域
七
市
町
村
が
合
併
し
て
人
口
約
四
十
二
万

人
、
面
積
約
千
二
百
四
十
平
方
キ
ロ
の
新
た
な
「
富
山
市
」

が
誕
生
し
、
豊
か
な
自
然
と
高
度
な
都
市
機
能
を
併
せ
持

つ
、
日
本
海
側
有
数
の
中
核
都
市
と
し
て
新
た
な
歴
史
を

刻
み
始
め
た
。
現
在
、
北
陸
新
幹
線
の
同
二
十
六
年
度
末

開
業
を
見
据
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
都
市
機
能
や
生
活

基
盤
を
集
積
し
、
市
民
が
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

『
郊
外
開
発
と
市
街
地
縮
散
で
都
市
の

F

活
力
・
魅
力
が
低
下

本
市
は
、
富
山
平
野
の
平
坦
な
地
形
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
、
高
い
都
市
計
画
道
路
整
備
率
(
平
成
二
十
年
三
月

末
現
在
H

七
二
・二
%
)
や
世
帯
当
た
り
の
乗
用
車
保
有

台
数
(
了
七
五
台
H

全
国
第
二
位
・
富
山
県
)
、
強
い
戸

建
て
志
向
(
持
ち
家
率
、
住
宅
延
床
面
積
H
全
国
第

一
位
・

都
市
整
備
部
都
市
再
生
総
室

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
課
課
長
代
理

-
越
野
伸

富
山
県
)
、
郊
外
の
安
い
地
価
、
そ
し
て
モ

l
タ
リ
ゼ

l

シ
ヨ
ン
の
進
展
な
ど
の
理
由
か
ら
、
戦
後

一
貫
し
て
郊
外

部
で
の
開
発
が
進
行
し
、
市
街
地
が
拡
散
し
続
け
て
き
た
。

こ
の
結
果
、
全
国
の
県
庁
所
在
地
の
中
で
最
も
人
口
密
度

が
低
い
都
市
に
な

っ
た
(
四

0
・三
人
/
凶
)

富
山
市
が
抱
え
る
課
題
と
し
て
は
、

①
車
を
自
由
に
使

え
な
い
市
民
に
と
っ
て
、
極
め
て
生
活
し
づ
ら
い
街
目
路

線
パ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通
は
衰
退
の

一
途
を
た

ど
っ
て
お
り
、

二
O
三
O
年
に
は
後
期
高
齢
化
率
(
七
十
五

歳
以
上
)
は
二

O
%
を
超
え
、
車
を
運
転
で
き
な
い
、
車

を
持
て
な
い
自
動
車
社
会
の
交
通
弱
者
が
今
後
増
加
す
る

見
込
み
で
あ
る
②
割
高
な
都
市
管
理
の
行
政
コ
ス
ト
H

二

O
四
O
年
に
人
口
は
約
二
割
減
少
し
、
特
に
労
働
者
人

口
の
減
少
に
よ
っ
て
財
政
力
が
低
下
し
て
い
く
。
道
路
、

公
園
、
下
水
道
な
ど
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
や
福
祉
や
ゴ
ミ

収
集
な
ど
巡
回
の
必
要
な
行
政
の
コ
ス
ト
削
減
が
不
可
欠

で
あ
る
③
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
に
よ
る
都
市
全
体
の
活

力
低
下
と
魅
力
の
喪
失
H

活
発
な
経
済
活
動
に
よ
る
大
き

な
税
収
を
生
ん
で
き
た
都
心
の
活
力
が
大
き
く
低
下
し
、

都
心
地
区
の
地
価
も
大
き
く
下
落
し
た
。
都
市
と
し
て
の

12 

顔
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
喪
失
し
て
は
、
都
市
間
競
争

に
勝
て
な
い
ー
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
謀
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
本
市
は
鉄
軌
道

を
は
じ
め
と
す
る
公
共
交
通
を
活
性
化
さ
せ
、
そ
の
沿
線

に
居
住
、
商
業
、

業
務
、
文
化
な
ど
の
都
市
の
諸
機
能
を

集
積
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
拠
点

集
中
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
。
本
市
が
目
指
す
「
串
と
団
子
」
の
都
市
構
造
で
あ
る
。

司
公
共
交
通
の
活
性
化
に
向
け
た

，
。
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
串
づ
く
り
」
の
第

一
弾
は
、
本
市
の
リ
l
デ
イ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
る
富
山
ラ
イ
ト
レ

l
ル
で
あ
る
。

わ
が
国
初
の
本
格
的
ラ
イ
ト
レ

l
ル

(
L
R
T
H
次
世
代

型
路
面
電
車
)
で
、
平
成
十
八
年
四
月
に
開
業
し
た
。
高

齢
者
の
外
出
機
会
の
増
加
や
、
自
動
車
か
ら
の
転
換
に

よ
り
、
平
日

一
日
の
利
用
者
は
二
千
二
百
六
十
六
人
か
ら

四
千
八
百
一

人
と
二
・
一
倍
に
な
り
、
休
日

一
日
の
利
用

者
は
、
千
四
十
五
人
か
ら
四
千
四
百
十
三
人
と
四
・
二
倍

に
増
加
し
た
(
平
成
二
十
年
六
月
現
在
)
。

第
二
弾
の
取
り
組
み
は
、

J
R
高
山
本
線
社
会
実
験
で

あ
る
。
同
年
十
月
か
ら
本
市
が
費
用
を
負
担
し
、

一
日
約

二
十
六
本
増
便
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
駅
の
駐
輪
場
や
ト

イ
レ
を
整
備
し
た
。
実
験
前
と
比
較
し
て
、
約
六
%
の
利

用
者
の
増
加
が
見
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
同
二
十
年
三
月
に
婦
中
鵜
坂
駅
を
三
年
間
の

臨
時
駅
と
し
て
新
設
し
、
さ
ら
な
る
利
用
者
の
増
加
を
目

指
し
て
い
る
。
利
用
状
況
が
好
調
で
あ
れ
ば
、
常
設
駅
と

な
る
予
定
で
あ
る
。

第
三
弾
の
取
り
組
み
は
、
路
面
電
車
環
状
線
化
事
業
で

あ
る
。
J
R
富
山
駅
周
辺
地
区
と
中
心
商
業
地
区
と
い
う

二
つ
の
都
心
核
の
ア
ク
セ
ス
強
化
や
、
都
心
地
区
全
体
の

回
遊
性
と
魅
力
の
向
上
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
富
山
地

方
鉄
道
側
が
運
行
し
て
い
る
市
内
電
車
の
丸
の
内

1
西
町
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の
約

0
・
九
キ
ロ
の
区
間
を
新
た
に
整
備
し
、
低
床
車
両

を
導
入
す
る
。
同
二
十

一
年
十
二
月
末
の
開
業
を
目
指
す
。

司
都
市
機
能
集
積
地
の

F

『
団
子
づ
く
り
」

①
中
心
市
街
地
は
多
種
多
様
な
都
市
機
能
が
集
積
す
る
と

と
も
に
、
生
活
利
便
施
設
が
集
積
し
た
徒
歩
圏
で
あ
る
。

ま
た
、
鉄
軌
道
網
や
開
業
予
定
の
北
陸
新
幹
線
が
す
べ

て
富
山
駅
で
結
節
す
る
公
共
交
通
の
要
と
な
る
地
域
で

あ
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
ワ
く
り
に
お
け
る
「
団
子

づ
く
り
」
を
、
最
も
都
市
機
能
が
集
積
し
た
徒
歩
圏
域

で
あ
る
中
心
市
街
地
に
お
い
て
ま
ず
行
っ
て
い
く
。

②
公
共
投
資
を
呼
び
水
に
民
間
の
投
資
意
欲
を
促
し
て
い

く
。
市
民
や
民
間
事
業
者
が
、
郊
外
や
幹
線
道
路
沿
い
で

は
な
く
、
中
心
市
街
地
の
空
き
地
・
空
き
ピ
ル
な
ど
に
投

資
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
集
中
的
に
公
共
投
資
を
行
い

P
R
す
る
こ
と
で
、
民
間
サ
イ
ド
の
投
資
意
欲
を
促
す
。

③
中
心
市
街
地
は
富
山
県
中
部
地
域
の
商
圏
、
通
勤
圏

の
中
心
で
あ
り
、
そ
の
投
資
波
及
効
果
は
多
く
の
市
民

や
観
光
客
な
ど
、
市
内
全
域
に
及
ぶ
。
中
心
市
街
地

で
活
発
な
経
済
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
大
き
な
税

収
が
生
ま
れ
、
市
全
体
に
わ
た
る
道
路
や
公
固
な
ど
、

都
市
の
維
持
管
理
を
安
定
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
周
辺
地
区
の
維
持
発
展
も
含
め
た
市
全

体
の
活
力
向
上
に
つ
な
が
る
。

『
都
市
再
生
総
室
の
発
足
と

，
新
基
本
計
画
の
策
定

本
市
は
、
平
成
十

一
年
に
策
定
し
た
旧
基
本
計
画
が
、

商
業
振
興
策
が
中
心
だ
っ
た
こ
と
、
ハ
ー
ド

・
ソ
フ
ト
事

業
の
連
携
が
不
足
し
て
い
た
な
ど
の
理
由
で
、
中
心
市
街

地
の
空
洞
化
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
十
八
年

四
月
か
ら
組
織
を
刷
新
し
、
こ
れ
ま
で
は
中
心
市
街
地
の

活
性
化
は
商
工
労
働
部
、
再
開
発
関
係
は
都
市
整
備
部
と

い
う
縦
割
り
で
組
織
し
て
き
た
が
、
新
た
に
こ
れ
ら
を

一

本
化
し
て
都
市
再
生
総
室
を
立
ち
上
げ
、
中
心
市
街
地
活

性
化
推
進
課
と
都
市
再
生
整
備
課
の
二
課
を
新
設
し
た
。

同
十
九
年
二
月
に
国
の
第

一
号
の
認
定
を
受
け
た
本
市

の
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
は
三
つ
の
柱
を
設
定

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
数
値
目
標
を
掲
げ
、

二
十
七
の
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。
計
画
期
間
は
同
年
二
月
か
ら
同
二
十
四

年
三
月
ま
で
、
計
画
区
域
は
四
百
三
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

あ
る
。

O
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

公
共
交
通
の
活
性
化
に
よ
り
、
車
に
頼
ら
ず
に
暮
ら
せ

る
中
心
市
街
地
の
形
成
を
図
る
。
路
面
電
車
市
内
線
の
乗

車
人
員
の
目
標
を
、
五
年
間
で
約
了

三
倍
に
増
や
す
。

主
な
事
業
は
①
路
面
電
車
環
状
線
化
事
業
②
お
で
か
け
パ

ス
事
業
。
満
六
十
五
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、
郊
外
と

中
心
市
街
地
の
運
賃
を
百
円
と
し
、
来
街
者
の
増
加
と
公

共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
を
図
る
。

O
賑
わ
い
拠
点
の
創
出

魅
力
と
活
力
を
創
出
す
る
市
の
「
顔
」
に
ふ
さ
わ
し
い

中
心
市
街
地
の
形
成
を
図
る
。
歩
行
者
通
行
量
の
目
標

阿

a

を
、
五
年
間

で

約

了

三

倍

に

増

や

す
。
主

な
事

業
は
①
グ
ラ

ン
ド
プ
ラ
ザ

整
備
事
業
H

全
面
ガ
ラ
ス

の
空
間
の
全

天

候

型

フ

リ

l
ス
ペ
ー

ス
。
六
十
五

メ
ー
ト
ル
×

二
十

一
メ

l

路面電車環状線化の走行イメージ図

ト
ル
の
ス
ペ
ー
ス
に

二
百
七
十
七
イ
ン
チ
の
大
型
ビ

ジ
ョ
ン
を
設
置
し
、
ラ
イ
ブ
、
物
産
展
、
ス
ト
リ
ー
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
賑
わ

い
空
間
を
形
成
す
る
。

②
街
な
か
感
謝
デ

l
開
催
事
業
H

中
心
市
街
地
の
十

一

の
駐
車
場
を
無
料
開
放
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
パ

l
ゲ
ン
を
開

催
し
、
中
心
市
街
地
の
来
街
者
の
増
加
を
図
る
。

O
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進

魅
力
あ
る
都
心
ラ
イ
フ
が
楽
し
め
る
中
心
市
街
地
の
形

成
を
図
る
。
居
住
人
口
の
目
標
を
、
五
年
間
で
約
了

一

倍
に
増
や
す
。
①
富一
山
市
ま
ち
な
か
居
住
推
進
事
業
H

住

宅
所
得
に

二
戸
当
た
り
五
十
万
円
、
賃
貸
住
宅
の
入
居
に

月

一
万
円
を
補
助
す
る
。
ま
た
、
建
設
事
業
者
に

二
戸
当

た
り
百
万
円
を
補
助
す
る
。

②
富
山
市
高
齢
者
の
持
家
活
用
に
よ
る
住
み
替
え
支
援

事
業
H

ま
ち
な
か
居
住
を
希
望
す
る
高
齢
者
世
帯
の
持
ち

家
を
市
が
借
り
上
げ
、
広
い
住
宅
を
必
要
と
す
る
子
育
て

世
帯
な
ど
に
転
貸
す
る
制
度
。

市
民
と
協
働
の
中
心
市
街
地
活
性
化
へ

今
後
、
こ
の
基
本
計
画
に
掲
げ
た
各
事
業
を
市
民
、
事

業
者
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
推
進
し
、
将
来
を
見
据
え

た
都
市
構
造
の
構
築
に
向
け
て
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
中
心
商
業
地
区
(
総
曲
輪
通

り
)
の
公
示
地
価
が
七
年
ぶ
り
に
上
昇
に
転
じ
、
県
内
最

高
価
格
が
十
四
年
ぶ
り
に

J
R
富
山
駅
前
か
ら
中
心
商
業

地
区
に
移
る
と
と
も
に
、
平
成
十
九
年
の
歩
行
者
通
行
量

が
増
加
に
転
じ
る
と
い
っ
た
、
中
心
市
街
地
の
再
生
に
向

け
た
明
る
い
兆
し
も
か
す
か
な
が
ら
も
見
え
て
き
て
い

る
。
こ
う
し
た
動
き
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
も
、
市
民

一

人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く
り
の
当
事
者
で
あ
る
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
中
心
市
街
地
の
活
力
を
生
む
担
い
手
と
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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特

改
正
ま
ち
づ
く
り
三
法
に
よ
る

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画

集

金
沢
市

4 

保
存
と
開
発
の
調
和
を
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

ー
快
適
で
賑
わ
い
と
活
力
に
満
ち
た
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー

金
沢
市
は
、

人
口
約
四
十
六
万
人
、
面
積
約
四
百
六
十
七

平
方
キ
ロ
の
石
川
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
る
。
卯
辰
山
、
小

立
野
台
、
寺
町
台
の
三
丘
陵
と
犀
川
、
浅
野
川
の
両
河
川
に

よ
り
固
ま
れ
た
、
「
森
の
都
」
と
も
称
さ
れ
る
ほ
ど
自
然
豊
か

な
城
下
町
で
あ
り
、
金
沢
城
を
中
心
と
し
た
藩
政
期
の
ま
ち

の
骨
格
を
今
に
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
四
百
年
以
上
、
戦
災
や

大
き
な
自
然
災
害
を
受
け
る
こ
と
な
く
発
展
し
て
き
た
。

中
心
部
の
兼
六
園
、
金
沢
城
を
中
心
と
す
る
旧
市
街
地
は
、

歴
史
・
伝
統
文
化
を
磨
き
高
め
る
区
域
と
し
て
保
存
す
る

一

方
、
中
心
繁
華
街
の
片
町
、
香
林
坊
か
ら
武
蔵
ケ
辻
、
金
沢

駅
に
至
る
都
心
軸
線
と
金
沢
駅
か
ら
金
沢
港
へ
至
る
新
市
街

地
は
、
近
代
的
で
秩
序
あ
る
開
発
に
よ
り
、
行
政

・
業
務
機

能
の
集
積
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
金
沢
の
ま
ち
は
、

古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
が
調
和
し
、
機
能
分
担
し
な
が
ら
、

保
存
と
開
発
の
調
和
を
進
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
き
た
。

平
成
八
年
四
月
に
中
核
市
と
な
り
、
歴
史
・
自
然
環
境
、

学
術

・
文
化
を
基
礎
と
し
た
地
場
産
業
、
さ
ら
に
福
祉
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
土
壌
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
絶
え
ず
革
新

へ
の
営
み
を
心
が
け
、
自
ら
世
界
に
向
け
発
信
し
て
い
く
世

界
都
市
を
目
指
し
て
い
る
。

『
藩
政
期
以
来
の
街
並
み
に

F

根
付
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

市
政
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
金
沢
世
界
都
市
構
想
第
二

次
基
本
計
画
」
は、

「金
沢
が
本
来
有
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

• 山
田

F念

都
市
政
策
局
企
画
調
整
課

テ
ィ
と
し
て
の
都
市
構
造
を
生
か
し
、
快
適
で
賑
わ
い
と
活

力
に
満
ち
た
中
心
市
街
地
を
形
成
す
る
」
と
い
っ
た
金
沢
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。

例
え
ば
、
金
沢
の
ま
ち
は
、
藩
政
期
以
来
の
街
並
み
の
中

ひ

ろ

み

に、

①
金
沢
城
や
兼
六
園
、
掘
や
広
見
(
※
)
な
ど
多
く
の

歴
史
的
な
都
市
構
造
か
ら
な
る
歴
史
的

・
文
化
的
資
源
②
恵

ま
れ
た
自
然
や
地
形
を
背
景
と
す
る
景
観
資
源
③
金
沢
城
公

園
や
兼
六
固
と
い
っ
た
歴
史
の
あ
る
大
規
模
公
園
、
戦
前
か

ら
残
る
木
造
住
宅
(
町
家
)
の
個
性
あ
る
街
並
み
、
藩
政
期

の
遺
産
を
引
き
継
い
だ
道
路
な
ど
の
社
会
資
本
④
藩
政
期
以

来
の
多
様
な
伝
統
文
化
に
根
付
い
た
職
人
の
技

・
も
の
づ
く

り
、
地
場
産
業
と
し
て
発
展
し
た
産
業
資
源
ー
な
ど
の
既
存

ス
ト

ッ
ク
や
町
会
、
校
下
な
ど
、
こ
の
ま
ち
に
暮
ら
す
人
々

の
中
に
根
付
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な
ど
、
目
に
見
え
な

い
地
域
資
源
に
も
恵
ま
れ
、
こ
れ
ら
が
も
と
も
と
コ
ン
パ
ク

ト
に
集
積
、
密
接
に
か
か
わ
り
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
。

従
っ
て
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
考
え
方
も
、
こ
れ
ら
の

既
存
ス
ト
ッ
ク
、
地
域
資
源
な
ど
を
十
分
に
活
か
し
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
施
策
と
も
に
柔
軟
に
、
重
層
的
に
織
り
交
ぜ
な
が
ら
展

開
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

金
沢
市
の
中
心
市
街
地
の
面
積
は
約
八
百
六
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
認
定
を
受
け
た
全

国
の
都
市
の
中
で
、
最
も
広
い
。
こ
れ
は
、
金
沢
城
を
中
心

と
し
た
藩
政
期
の
城
下
町
と
ほ
ぼ
同
じ
エ
リ
ア
で
あ
り
、
商

14 

業
や
業
務
施
設
、
公
共
施
設
な
ど
の
主
要
な
都
市
機
能
拠
点

や
金
沢
の
個
性
を
表
す
都
市
・
文
化
資
源
が
歴
史
的
に
も
コ

ン
パ
ク
ト
に
集
積
し
て
い
る
。
北
は
、
東
山
ひ
が
し
茶
屋
街

を
は
じ
め
と
し
た
歴
史
が
色
濃
く
残
る
区
域
、
南
は
に
し
茶

屋
街
や
寺
院
群
が
広
が
る
区
域
、
東
は
金
沢
大
学
付
属
病
院

を
含
む
浅
野
川
と
中
環
状
道
路
に
固
ま
れ
た
区
域
、
西
は
J

R
北
陸
本
線
と
犀
川
で
固
ま
れ
た
範
囲
と
し
た
。

-市
旧
活
性
化
法
に
よ
る
取
り
組
み
と

，
空
洞
化
の
改
善
傾
向

最
初
に
、
金
沢
市
の
第
二
次
ま
で
の
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
の
整
備
テ
l
マ
お
よ
び
基
本
方
針
を
示
す
。

第

一
次
基
本
計
画
(
平
成
十

1
十
五
年
度
)

(
整
備
テ
l
マ
)
H
「に
ぎ
わ
い
と
伝
統
が
調
和
し
た
活
力
あ
る

中
心
市
街
地
の
形
成
」

(
基
本
方
針
)
H
①
歴
史
・文
化
・
自
然
を
活
か
し
た
。歩
く
ま
ち
。

づ
く
り
②
伝
統
環
境
と
調
和
し
た
住
環
境
づ
く
り
③
商
庖
街

の
特
性
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
商
業
環
境
の
形
成
④
総
合
的
な

交
通
体
系
の
確
立
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
の
向
上
⑤
基
盤
整
備
の

推
進
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出

第
二
次
基
本
計
画
(
平
成
十
六

1
二
十
年
度
)

(
整
備
テ
l
マ
)
H
「ま
ち
な
か
の
定
住
と
交
流
の
促
進
」

(
基
本
方
針
)
H
①
個
性
を
活
か
し
た
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

②
暮
ら
し
の
良
さ
を
実
感
す
る
定
住
促
進
③
元
気
な
商
庖

街
・
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
の
形
成
④
人

・
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
な
か
交
通
の
確
立
⑤
ま
ち
な
か
交
流
活
動
の
促
進

基
本
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
整
備
テ

l
マ
・
基
本
方
針

に
は
、
前
項
ま
で
の
よ
う
な
、
金
沢
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ

く
り
や
中
心
市
街
地
活
性
化
の
基
本
的
な
考
え
方
を
色
濃

く
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
十
五
年
度
に
は
、

第

一
次
基
本
計
画
の
作
成
か
ら
五
年
が
経
過
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
実
施
事
業
に
関
連
す
る
統
計
資
料
の
分
析
、
進

ち
よ
く
状
況
の
把
握
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
行

い
、
第

一
次
基
本
計
画
の
基
本
方
針
を
継
承
し
な
が
ら
も
、

新
し
い
視
点
や
発
想
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
引
き

続
き
多
面
的
、
重
層
的
に
中
心
市
街
地
活
性
化
に
取
り
組

2008・8月号以泌物



1) 改正まちづくり三j去による中心市街地活性化計画特集

ん
で
き
た
。

旧
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
基
づ
く
計
画
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
本
市
は
毎
年
度
、
基
本
計
画
の
進
ち
よ
く
状

況
の
把
握
、
新
規
事
業
の
追
加
な
ど
を
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
事
業
の
進
ち
よ
く
状

況
は
延
べ
事
業
数
四
百
五
十
人
事
業
に
対
し
て
、
完
了

二
百
三
十
九
事
業
、
着
手
済
二
百
十
九
事
業
と
高
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
続
い

て
き
た
中
心
市
街
地
に
お
け
る
人
口
、
小
売
庖
舗
数
、
小

売
販
売
額
、
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業
庖
舗
数
の
減
少
の
縮
小

傾
向
、

一
部
商
庖
街
で
の
年
間
販
売
額
の
増
加
、
ま
た
金

沢
幻
世
紀
美
術
館
の
開
館
に
よ
る
中
心
部
の
主
要
文
化
施

設
の
利
用
者
数
の
増
加
に
よ
る
交
流
入
口
の
増
加
な
ど
、

中
心
市
街
地
空
洞
化
の
改
善
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
定
住
促
進
、
商
業
の
活
性
化
、
公
共
交
通
の
活
性
化

な
ど
の
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
成
果

が
上
が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

'
人
が
住
ま
い
、
集
い
、
賑
わ
う

豊
中
心
市
街
づ
く
り

今
般
の
法
改
正
に
伴
い
、
新
た
な
基
本
計
画
を
作
成
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
改
め
て
中
心
市
街
地
に
関
連
す
る
統

計
資
料
な
ど
の
検
証
、
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
金

沢
が
北
陸
地
域
の
拠
点
都
市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
く

た
め
に
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、
金
沢
の
個
性
を
活
か
し

た
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
定
住
の
促

進
、
商
庖
街
・
ビ
ジ
ネ
ス
街
の
活
性
化
、
交
流
の
促
進
、

公
共
交
通
の
活
性
化
な
ど
を
通
じ
て
、
「
人
が
住
ま
い
、
集

い
、
賑
わ
う
」
中
心
市
街
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。

中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
主
な
事
業

①
誰
も
が
暮
ら
し
ゃ
す
い
中
必
市
街
地

金
沢
駅
武
蔵
北
地
区
の
市
街
地
再
開
発
事
業
を
推
進
し
、

住
宅
、
商
業
施
設
、
シ
ン
ボ
ル
ロ

l
ド
、
広
場
な
ど
の
都

市
基
盤
を
整

備
す
る
。
ま

た
、
少
子
高

齢
化
に
対
し

て
も
、
安
全

轄

で

快

適

な

ま

輔
ち
中
の
暮
ら

恥

し

を

サ

ボ

l

百
凪げ

ト
し
て
い
く

鶴
た
め
、
障
が

姻
い
の
あ
る
人

目

…
や
高
齢
者
な

劃
ど
の
社
会
・

日
常
に
お
け

る
自
立
を
図

る
金
沢
福
祉

用
具
情
報
プ

ラ

ザ

の

運

営
、
子
供
た
ち
の
豊
か
な
感
性
を
育
む
玉
川
こ
ど
も
図
書

館
(
仮
称
)
整
備
事
業
な
ど
を
推
進
す
る
。

中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
戸
建
て
住
宅
や
共
同
住
宅

の
建
設
ま
た
は
購
入
、
昭
和
二
十
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た

木
造
建
築
の
外
観
改
修
な
ど
に
対
し
て
助
成
を
行
う
こ
と

で
、
ま
ち
な
か
居
住
・
定
住
を
支
援
す
る
。

②
に
ぎ
わ
い
と
交
流
が
生
ま
れ
る
中
心
市
街
地

武
蔵
ケ
辻
地
区
に
お
け
る
新
た
な
交
流
拠
点
と
期
待
さ

れ
る
近
江
町
市
場
再
整
備
事
業
の
推
進
に
加
え
、
市
場
ア
ー

ケ
ー
ド
架
け
替
え
事
業
、
市
場
商
庖
街
共
同
庖
舗
設
置
事

業
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
商
庖
街
が
取
り
組
む
各
種

活
性
化
事
業
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
業
務
集

積
促
進
事
業
に
よ

っ
て
、
金
沢
駅
前

1
広
坂
聞
に
お
け
る

オ
フ
ィ
ス
街
の
空
室
率
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
か
な

ぎ
わ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
創
出
事
業
に
よ
り
、
オ

フ
ィ
ス
街
に
新
た
な
魅
力
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
都
心
軸

沿
線
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

さ
ら
に
、
交
流
入
口
の
増
加
に
向
け
て
、
中
心
市
街
地

に
人
を
惹
き
付
け
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
金
沢
ブ
ラ

ン
ド
の
整
備
を
行
う
た
め
、
歴
史
的
街
並
み
や
建
造
物
を

保
存
し
、
電
線
類
の
地
中
化
、
広
見
、
道
筋
、
坂
道
や
用

水
沿
い
の
修
景
整
備
ま
た
は
活
用
な
ど
に
努
め
、
潤
い
豊

か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

③
過
度
に
自
動
車
に
依
存
し
な
い
中
心
市
街
地

オ
ム
ニ
バ
ス
タ
ウ
ン
計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
、
パ
ス

I

C
カ
l
ド
シ
ス
テ
ム
の
多
機
能
化
に
よ
る
パ
ス
利
用
の
利
便

性
・
魅
力
の
向
上
、
多
様
な
パ
ス
料
金
シ
ス
テ
ム
の
検
討
、

沿
線
商
庖
街
や
地
元
住
民
と
の
連
携
に
よ
る
利
用
促
進
の
検

討
、
バ
ス
停
の
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
に
よ
る
利
用
し
や
す
い
交

通
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地
の
マ
イ

カ
ー
通
勤
を
減
ら
す
な
ど
、
公
共
交
通
の
活
性
化
に
向
け
た

事
業
に
取
り
組
む
。

『
金
沢
の
魅
力
発
信
と
世
界
遺
産

，
聾
録
へ
の
取
り
組
み

市
は
昨
年
度
、
遅
く
と
も
平
成
二
十
六
年
度
の
北
陸
新

幹
線
金
沢
開
業
に
備
え
、
「
金
沢
魅
力
発
信
行
動
計
画
」
を

策
定
し
た
。
こ
れ
は
金
沢
の
様
々
な
魅
力
を
世
界
に
発
信
す

る
た
め
、
そ
し
て
、
新
幹
線
の
開
業
効
果
を
最
大
限
に
引
き

出
す
た
め
に
、
今
後
、
市
が
戦
略
的
か
つ
計
画
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
行
動
計
画
で
あ
る
。
ま
た
現
在
、
「
城
下
町
金
沢

の
文
化
遺
産
群
と
文
化
的
景
観
」
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け

て
、
、
市
が

一
つ
と
な
り
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

中
心
市
街
地
を
活
性
化
す
る
に
は
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、

経
済
界
、
商
業
者
、
学
識
経
験
者
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
や
市

民
な
ど
の
意
見
を
幅
広
く
取
り
入
れ
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

施
策
を
重
層
化
し
、

一
体
的
に
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
金
沢
世
界
都
市
構
想
の
実
現
に
向
け
、

な
お

一
層、

。人
が
住
ま
い
、

集
い
、
に
ぎ
わ
う
、
元
気
な
中

心
市
街
地
。
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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(
※
)
広
見
H
街
路
の

一
部
が
広
く
な

っ
て
い
る
所
で
、
荷
車
の
回
転
場
、

火
除
け
、
務
の
高
札
を
掲
げ
る
場
な
ど
、
城
下
町
の
町
周
り
の
特
徴

の
一
つ
で
、
金
沢
の
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
。



特

改
正
ま
ち
づ
く
り
三
法
に
よ
る

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画

集
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長
野
市

問
問
問
同
岡
間
間
同
凶
刷
開
問
出
凪
凶
凶
悶
嗣
回

ー
交
流
と
定
住
の
人
口
創
出
に
よ
る
中
心
市
街
地
活
性
化
|

長
野
市
は
、
北
ア
ル
プ
ス
に
源
を
発
す
る
犀
川
の
扇
状

地
と
千
曲
川
の
沖
積
地
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
肥
沃
な
長

野
盆
地
に
位
置
し
、
悠
久
の
昔
か
ら
国
宝
善
光
寺
の
門
前

町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
人
口
約
三
十
八
万

人
を
抱
え
る
中
核
市
で
あ
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
を
推
進
す
る
過
程
で
、
本
市
は
地

域
の
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
、
景
観
資
源
、
社
会
資
本
や

産
業
資
本
な
ど
の
既
存
ス
ト
ッ
ク
お
よ
び
地
域
ぐ
る
み
の

活
動
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大

会
で
培
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
多
様
な
担
い
手

を
活
か
す
計
画
と
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
た
。

『
中
心
市
街
地
活
性
化
の

F

第
1
ス
テ
ー
ジ
は
「
拠
点
整
備
」

本
市
は
平
成
十
一
年
、
旧
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
基

づ
く
旧
基
本
計
画
を
策
定
し
、
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

に
着
手
し
た
。
し
か
し
、

翌
年
の
長
野
そ
ご
う
の

倒
産
と
ダ
イ
エ
ー
長
野

庖
の
閉
庖
に
よ
り
、
中

心
市
街
地
に
二
つ
の
大

型
空
き
庖
舗
が
出
現
す

る
事
態
に
直
面
し
た
。

こ
の
事
態
は
、
深
刻
な

もんぜんぷら座内の子育て支援施設

(じゃんけん'J:"ん)

都
市
整
備
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
室

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
事
例
と
し
て
全
国
的
に
も
紹
介
さ

れ
る
な
ど
、
中
心
市
街
地
の
再
生
が
市
政
に
お
い
て
も
喫

緊
か
つ
極
め
て
重
要
な
課
題
と
し
て
顕
在
化
し
た
。

こ
の
た
め
、
大
型
店
に
頼
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
先
の
二
つ
の
大
型
空
き
庖
舗
の

後
利
用
事
業
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
重
点
事
業
を
、
先
行

的
か
つ
集
中
的
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
れ
は
、
平
成
十
五
年
度
の
「
も
ん
ぜ
ん
ぷ
ら
座
活
用

事
業
」
(
ダ
イ
エ
ー
長
野
庖
ピ
ル
の
後
活
用
事
業
)
、
同

十
七
年
度
の
「
ば
て
い
お
大
門
整
備
事
業
」
(
側
ま
ち
づ

く
り
長
野
[
旧

T
M
O
]
に
よ
る
空
き
蔵
再
生
事
業
)
、

同
十
八
年
度
の
「
ト
イ
l
ゴ
可
。
5
0
]
再
開
発
事
業
」

(
長
野
そ
ご
う
跡
地
に
お
け
る
市
街
地
再
開
発
事
業
)
で

あ
る
。
-市
第
2
ス
テ
ー
ジ
は

，
ま
ち
な
か
観
光
と
居
住
の
雄
進

し
か
し
、
今
後
の
人
口
減
少

・
高
齢
化
社
会
を
見
据
え

る
中
で
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
旧
基
本
計
画
の
全
事
業
の
事
後
評
価

を
行
い
、
そ
の
成
果
と
問
題
点
を
検
証
し
、
七
つ
の
視
点

で
課
題
を
整
理
し
た
。
そ
れ
は
、

①
市
街
地
の
整
備
改

善
②
都
市
福
利
施
設
の
整
備
③
ま
ち
な
か
居
住
の
促
進

④
商
業
な
ど
の
活
性
化
⑤
公
共
交
通
機
関
の
利
便
増
進

16 

⑥
長
野
の
個

性
を
活
か
す

視
点
⑦
市
民

と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ

の
観
点
ー
で

あ
る
。

こ
れ

ら
の
課
題
を

踏
ま
え
、
さ

ら
な
る
中
心

市
街
地
活
性

化
に
向
け
た

第
二
ス
テ

ー

ジ
と
位
置
付

け
、
新
基
本

計
画
を
策
定

し
た
。
新
基
本
計

画
の
テ

l
マ
は
、
「
門
前
都
市

『な
が
の
』

1
心
潤
う

歴
史
と
文
化
が
賑
わ
う
ま
ち

1
」
で
、
基
本
的
な
方
針

に
「
ま
ち
な
か
観
光
の
推
進
」
「
ま
ち
な
か
居
住
の
促
進
」

「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
「
多
様
な
主
体
の
参
加
」
|
の

四
つ
を
掲
げ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
基
本
的
な
方
針
に
沿

う
形
で
、
目
標
を
「
訪
れ
た
く
な
る
ま
ち
」
「
住
み
た
く

な
る
ま
ち
」
「
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
」
「
参
加
し
た
く
な
る

ま
ち
」
と
し
、
中
で
も
「
ま
ち
な
か
観
光
の
推
進
」
と
「
ま

ち
な
か
居
住
の
促
進
」
を
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
交
流
人
口
と
定
住
人
口
の
創
出
に
よ
る
中
心
市
街
地

の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
四
つ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
五
十
事
業

を
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
目
標
の
達
成
状
況
を
的
確
に

2008・8月号
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参加したくなるまち

住みたくなるまち

歩きたくなるまち

新基本計画の概要

まちなか居住の促進

| 歩いて暮らせるまち l 
[ 舛な主体の参加 ) 
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目標① 訪れたくなるまち

善光寺仁王門前の歩行者 ・自転車通行量(人/日)

H18 8，552人→ H23 10，000人

目標② 住みたくなるまち

中心市街地 (36町丁字)の居住人口 (人)

Hl8 9，660人→ H23 10，900人

目標① 歩きたくなるまち

中心市街地 (15地点)の歩行者・ 自転車通行量(人/日)

H18 263，903人→ H23320，000人

目標④ 参加したくなるまち

もんぜんぷら座・生涯学習センターの年間利用者数 (人)

Hl8 300，726人→ H23368，000人

新基本計画の数値目標

把
握
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
ご
と
に
数
値
目
標
を

設
定
し
た
。

『
「
点
か
ら
線
へ
」
「
線
か
ら
面
ヘ
」
の

F

戦
略

旧
基
本
計
画
の
成
果
を
活
か
し
つ
つ
、

善
光
寺
表
参

道
を
中
心
に
整
備
の
終
わ
っ
た
各
拠
点
を
、
「
点
」
か
ら

「
線
」
と
し
て
結
び
、
更
に
回
遊
性
を
高
め
な
が
ら
、
「
線
」

か
ら
「
面
」
へ
と
ま
ち
を
育
む
こ
と
を
新
た
な
戦
略
と
し

た
。
こ
の
戦
略
は
、
中
心
市
街
地
の
中
心
軸
で
あ
る
善
光

寺
表
参
道
で
取
り
組
ま
れ
る
「
中
央
通
り
歩
行
者
優
先
道

路
化
事
業
」

を
基
軸
に
据
え
、
「
線
」
の
実
現
に
取
り
組
み
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
で
「
面
」
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

新
基
本
計
画
の
中
核
(
コ
ア
)
事
業
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
の
が
、
「
中
央
通
り
歩
行
者
優
先
道
路
化
事
業
」
(
ふ

れ
愛
通
り
)
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
、
約

一
・八
キ
ロ
あ

る
善
光
寺
表
参
道
の
う
ち
、
約
七
百
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に

お
い
て
、
車
道
の

一
部
と
歩
道
を
歩
行
者
空
間
と
し
て
開

放
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歩
行
者
回
遊
型
の
ま
ち
を
目
指
す

も
の
と
し
て
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
社
会
実
験
を
行
い
な

が
ら
、
同
二
十

一
年
の
善
光
寺
御
開
帳
を
目
標
に
整
備
を

行
い
、

一
定
期
間
の
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

中
央
通
り
歩
行
者
優
先
道
路
化
事
業
は
、
新
基
本
計
画

.軍事針薗

駅前A-1

|崎野駅 |

|旧基本計画|

駅前A・1

|JR長野駅 |

もん叫ん

ゐ、 b

の
テ

l
マ
と
し
て
掲
げ
る
「
門
前
都
市
な
が
の
」
を
実
現

す
る
た
め
の
四
つ
の
目
標
を
結
ぶ
母
体
的
事
業
で
あ
る
た

め
、
今
後
も
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

『
第
三
者
機
関
に
よ
る
計
画
全
体
の

F

検
証
体
制
を
構
築

行
政
の
力
だ
け
で
中
心
市
街
地
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
公
民
が

一
体
と
な
っ
た
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

事
業
な
ど
の
取
り
組
み
状
況
を
的
確
に
把
握
し
な
が

ら
、
数
値
目
標
な
ど
の
事
業
効
果
を
検
証
す
る
た
め
の
第

三
者
機
関
と
し
て
、
市
民
や
関
係
機
関
、
ま
ち
づ
く
り
団

体
、
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
な
ど
か
ら
組
織
さ
れ
る

「
長
野
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
評
価
専
門
委
員

会
」
を
設
置
し
、
定
期
的
に
計
画
全
体
を
検
証
で
き
る
体

制
を
構
築
し
た
。

今
回
の
基
本
計
画
認
定
を

一
つ
の
契
機
と
と
ら
え
、
市

民
、
行
政
、
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
「
門
前
都
市
な
が
の
」
の
実
現
を
目
指
し
て

こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。

半減匂17 2008.8月号
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改
正
ま
ち
づ
く
り
三
法
に
よ
る

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画

集

歴
史

6 

広
島
県
府
中
市

文
化
的
拠
点
の
整
備
で

市
街
地
の
賑
わ
い
創
出

|
地
域
住
民
の
ま
ち
申つ
く
り
活
動
の
契
機
に
|

• 
府
中
市
は
、
広
島
県
の
東
南
部
内
陸
地
域
に
位
置
す
る
。

三
方
を
山
に
固
ま
れ
た
盆
地
で
形
成
さ
れ
、
西
北
部
か
ら

東
南
部
に
か
け
て
県
内
三
大
河
川
の

一
つ
で
瀬
戸
内
海
へ

注
ぐ
芦
田
川
が
縦
貫
、
そ
の
両
側
に
平
野
部
が
広
が
り
、

美
し
い
山
並
み
を
背
景
に
市
街
地
が
展
開
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
か
ら
、
藍
、
桐
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
た
ば
こ
な

ど
の
農
林
産
物
の
集
積
地
と
し
て
商
業
が
盛
ん
に
な
り
、

そ
れ
に
伴
っ
て
集
散
物
を
加
工
す
る
繊
維
、
木
工
、
食
品

な
ど
の
工
業
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
人
情
味
豊
か
な
中
に
進

取
の
気
質
を
持
っ
た
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
、
多
彩
な
産

業
が
発
展
し
た
。

製
造
業
の
集
積
と
中
心
市
街
地
の
形
成

現
在
は
、
高
級
婚
礼
家
具
、
旋
盤
用
パ
ワ

l
チ
ャ
ッ

ク
、
ダ
イ
カ
ス
ト
製
品
、
ラ
ジ
オ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
、
ラ
パ

l
タ
イ
ル
、
テ
ル
ベ
ン
樹
脂
な
ど
、
日
本

一
を
誇
る
工
業
製
品
が
多
数
あ
り
、
上
場
企
業
四
社
の
本

社
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
府
中
味
噌
、
繊
維
製
品
な
ど
、

多
種
多
様
な
製
造
業
が
集
積
し
た
「
も
の
づ
く
り
都
市
」

と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

総
務
部
商
工
観
光
課

-
児
玉
邦
生

市
の
中
心
市
街
地
は
、
明
治
三
十
二
年
に
備
後
銀
行
本

庖
開
業
、
同
三
十
八
年
に
官
営
府
中
煙
草
製
造
所
が
創
業
、

同
四
十
三
年
に
備
後
水
力
電
気
の
設
立
に
よ
り
電
灯
が
灯

り
、
大
正
三
年
に
は
鉄
道
が
開
業
す
る
な
ど
、
早
く
か
ら

中
心
市
街
地
と
し
て
の
機
能
が
集
積
し
た
。
現
在
は
、
市

役
所
本
庁
舎
、
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
、
社
会
保
険
事
務
所
、
消

防
署
、
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
や
医
療
機
関
、
金
融
機

関
、
商
庖
街
な
ど
、
生
活
に
必
要
な
施
設
が
集
積
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
公
共
交
通
の
結
節
点
と
し
て

J
R
府
中
駅
、

歴
史
的
資
源
の
石
州
街
道
・
出
口
地
区
、
小
中

一
貫
校
の

府
中
学
園
、
府
中
商
工
会
議
所
な
ど
、
歴
史
・
文
化
、
教
育
、

経
済
の
中
心
的
地
域
(
約
八
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
で
あ
る
。

司
実
効
性
の
高
い

F

活
性
化
基
本
計
画
に
衣
嘗
え

府
中
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
は
、
平
成
十
九

年
五
月
に
固
か
ら
認
定
を
受
け
た
。
こ
の
計
画
は
、
同
年にぎ

五
月
か
ら
同
二
十
四
年
三
月
ま
で
の
計
画
期
間
に
、
「
賑

わ
い
の
創
出
に
よ
る
市
民
や
来
街
者
が
集
い
交
流
す
る
魅

力
あ
る
中
心
市
街
地
の
形
成
」
と
「
安
心
し
て
便
利
に
歩

い
て
暮
ら
せ
る
中
心
市
街
地
の
形
成
」
の
二
つ
を
目
標
に
、

18 2008・8月号弘同幼

石州街道の出口地区街並み

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

旧
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
で
は
、

①
方
向
性
だ

け
を
示
し
、
具
体
性
の
な
い
事
業
②
関
係
者
と
の
合
意
形

成
が
不
十
分
③
社
会
状
況
な
ど
に
応
じ
た
計
画
見
直
し
の

未
実
施
ー
な
ど
か
ら
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
が
進
ん
だ
。

こ
の
反
省
を
踏
ま
え
、
基
本
計
画
は
、

①

コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
拠
点
づ
く
り
②
民
間
主
導
に
よ
る

活
性
化
の
推
進
③
も
の
づ
く
り
産
業
を
中
心
と
し
た
産
業

集
積
基
盤
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
④
中
心
市
街
地
活
性

化
に
よ
る
市
全
体
の
活
性
化
ー
を
基
本
方
針
に
し
て
、
既

に
実
施
し
て
い
る
、
ま
た
は
実
施
可
能
な
事
業
を
計
画
に
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掲
げ
、
実
効
性
の
高
い
計
画
と
し
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。

咽
郷
土
シ
ン
ボ
ル
旅
館
の
歴
史
・

F

文
化
拠
点
と
し
て
の
再
生

そ
の
中
で
、
民
間
主
導
に
よ
る
活
性
化
の
主
な
事
業
と

し
て
は
、
創
業
明
治
五
年
の
老
舗
割
烹
旅
館
で
、
平
成
二

年
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
廃
業
し
た
「
恋
し
き
」
の
保
存
・

再
生
事
業
と
石
州
街
道
・
出
口
地
区
街
な
み
環
境
整
備
事

業
が
あ
る
。
「
恋
し
き
」
は
、
地
元
要
人
ら
が
集
う
社
交

の
場
と
し
て
愛
さ
れ
、
犬
養
毅
(
木
堂
)
、
吉
川
英
治
、

井
伏
鱒
二
ら
多
く
の
文
人
や
著
名
人
ら
が
訪
れ
る
な
ど
、

備
後
地
方
を
代
表
す
る
旅
館
だ
っ
た
。
建
物
は
木
造
三
階

建
て
の
母
屋
と
広
大
な
日
本
庭
園
、
茶
室
の
あ
る
五
棟
の

離
れ
か
ら
成
り
、
母
屋
と
離
れ
が
平
成
十
六
年
に
国
登
録

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

同
旅
館
は
、
郷
土
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
多
く
の
人
か
ら

再
生
を
望
ま
れ
、
地
元
有
志
四
社
・

一
人
に
よ
っ
て
同「恋しき」の庭園

十
七
年
十

一
月
に
株
式
会
社
恋
し
き
が
設
立
さ
れ
た
。
翌

年
十
二
月
に
は
、
地
元
企
業
な
ど
五
十
五
社
・
九
人
が

新
た
に
出
資
者
と
し
て
加
わ
り
、
さ
ら
に
財
団
法
人
民
間

都
市
開
発
推
進
機
構
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
、
同
十
九
年

十

一
月
に
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

新
た
な
「
恋
し
き
」
の
開
館
を
記
念
し
、
大
規
模
な
茶

会
や
庭
園
な
ど
で
の
結
婚
披
露
宴
、
多
様
な
コ
ン
サ
ー
ト
、

着
物
シ
ョ

l
、
恋
し
き
歴
史
展
、
庭
園
撮
影
会
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
昔
を
懐
か
し
む
声
も

多
く
、
連
日
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
ま

た
、
「
恋
し
き
」
は
イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も
多
目
的
な
利
用

が
可
能
で
、
無
料
で
建
物
や
庭
園
に
入
場
で
き
る
こ
と
か

ら
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
約
半
年
の
聞
に
五
万
人
を
超
え
る
人

が
訪
れ
る
な
ど
、
府
中
市
の
新
た
な
歴
史
・
文
化
的
拠
点

施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

「
恋
し
き
」
の
保
存
・
再
生
事
業
は
、
行
政
で
は
な
い

民
間
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。
中
心
部
に
拠
点
施
設

が
で
き
る
こ
と
は
、
周
り
の
観
光
施
設
な
ど
を
含
め
、
回

遊
性
の
向
上
と
な
り
、
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
へ
と
つ
な
が
る
。

『
歴
史
街
道
の
街
並
み
整
備
と

，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

続
く
「
石
州
街
道

・
出
口
地
区
街
な
み
環
境
整
備
」
事

業
は
、
平
成
十
三
年
ご
ろ
か
ら
地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ

て
地
区
を
散
策
す
る
な
ど
の
活
動
を
開
始
し
、
翌
年
五
月

に
住
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
発
足
し
た
。
発
足

後
は
、
ま
ち
歩
き
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
写
真
パ
ネ
ル
展

な
ど
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
機
運
づ
く
り
を
行
い
な
が

ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
模
索
し
た
。

「
生
活
の
視
点
に
立
っ
た
、
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
方
針
と
し
、
歴
史
的
建
造
物
が
多
く
点
在

す
る
地
域
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
在
も
多
く
の
市
民
が
暮

ら
し
、
安
全
に
生
き
生
き
と
住
み
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
市

民
が
強
く
求
め
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
見

え
て
き
た
。
同
十
六
年
度
に
始
ま
っ
た
修
景
施
設
整
備
に

つ
い
て
は
、
毎
年
三

1
四
軒
の
実
施
だ
っ
た
が
、
同
十
九

年
度
以
降
の
実
施
希
望
者
は
倍
増
す
る
な
ど
、
機
運
の
高

ま
り
を
見
せ
て
い
る
。

こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
平

成
十
七
年
度
の
「
夢
街
道
ル
ネ
サ
ン
ス
認
定
地
区
」
に
認

定
さ
れ
た
ほ
か
、
翌
年
五
月
に
は
、
石
州
街
道
出
口
通
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
が
設
立
さ
れ
、
観
光
ガ
イ
ド

活
動
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
活
動
の
幅
が
大
き

く
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
府
中
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

は
、
地
域
全
体
で
多
く
の
市
民
・
企
業
が
自
立
・
自
主
的

に
取
り
組
み
を
起
こ
す
き
っ
か
け
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

中
心
市
街
地
活
性
化
の
ス
タ
ー
ト
と
位
置
付
け
て
い
る
。

約
五
年
間
と
い
う
計
画
期
間
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
継
続
的
、

主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
識
が
多
く
の
人
に
醸
成
さ

れ
、
新
し
い
取
り
組
み
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
お

け
る
社
会
的
、
経
済
的
、
文
化
的
活
動
の
拠
点
に
ふ
さ
わ

し
い
、
魅
力
あ
る
中
心
市
街
地
の
形
成
を
目
指
し
て
い
く
。

J
1
 

-アス工フ
長
C焼

出
T府るてっ

介
ゆ

半 減;ω19 2008・8月号

/ 



特

改
正
ま
ち
づ
く
り
三
法
に
よ
る

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画

集

7 

山
口
市

自
然
と
文
化
に
彩
ら
れ
た申
心
市
街
地
の
形
成

「
ま
ち
の

一
体
感
・
連
帯
感
」
を
醸
成
|

ー
新
た
な
交
流
が

山
口
市
は
、
平
成
十
七
年
十
月

一
日
に

一
市
四
町
が

合
併
し
、
市
域
面
積
約
七
百
三
十
平
方
キ
ロ
、
人
口
約

十
九
万
人
の
(
新
)
山
口
市
と
し
て
誕
生
し
た
。
山
口
県

の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
市
の
中
心
部
で
も
ホ
タ
ル
の

乱
舞
が
見
ら
れ
る
と
い
う
豊
富
な
自
然
と
、
中
世
か
ら
近
・

現
代
に
至
る
多
様
な
歴
史
や
文
化
に
彩
ら
れ
た
美
し
い
ま

ち
で
あ
る
。

『
幅
広
い
意
見
を
反
映
さ
せ
た

，
新
計
画
の
策
定

本
市
は
平
成
十

一
年
三
月
、
旧
法
に
基
づ
い
て
「
山
口

市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
が
、

必
ず
し
も
十
分
な
成
果
が
上
が
っ
た
と
は
言
え
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
た
び
の
法
改
正
を
受
け
、
中

心
市
街
地
の
衰
退
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、

な
お

一
層
の
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
十
八
年
度
の

一
年
間
を
か
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
を

見
直
し
、
新
し
い
「
山
口
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
」
を
策
定
し
た
。

都
市
整
備
部
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室

• 金
田
貴
之

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
山
口
商
工
会
議
所
お
よ

び
(
株
)
街
づ
く
り
山
口
を
法
定
構
成
員
と
し
て
、
商
庖

街
関
係
者
、
地
元
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
金
融
関
係
団
体
、

大
学
、
ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
関
係
の

N
P
O
団
体
、
鉄
道

事
業
者
、
消
費
生
活
団
体
な
ど
、
幅
広
い
団
体
の
参
画
を

得
て
、
同
十
八
年
九
月
に
組
織
さ
れ
た
「
山
口
市
中
心
市

街
地
活
性
化
協
議
会
」
に
お
い
て
、
調
整
・
協
議
を
進

め
て
き
た
。

意
見
書
の

提
出
を
受

け
た
同
年

十

二
月
ま

で
に
、
四

回
の
協
議

会
を
開
催

し
、
幅
広

い
視
点
か

ら
の

意
見

を
受
け
て
、

瑠璃光寺五重培 (国宝)

計
画
に
反
映
さ
せ
た
。

ま
た
、
本
協
議
会
は
計
画
提
出

・
認
定
後
も
複
数
の
専

門
部
会
を
設
置
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
戦
略
や
事
業
の
具
現

化
に
向
け
た
検
討
・
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
活
性
化
の
効

果
を
よ
り
高
め
る
た
め
の
議
論
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。

司
新
計
画
の
概
要
と
基
本
的
な

，
活
性
化
の
方
針

本
市
の
新
し
い
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
地
域
の
取
り

組
み
ゃ
現
状
、
特
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
の
三
つ
の
視

点
か
ら
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ヲ心
。日
凶
阿
川
附
阿
川
同
凶

商
業
、
文
化
を
は
じ
め
と
し
た
都
市
機
能
の
充
実
と
連

携
を
図
り
、
多
様
な
目
的
を
持
っ
て
訪
れ
る
人
々
に
満
足

感
を
与
え
、
交
流
の
活
発
な
ま
ち
の
創
出
を
目
指
す
。

厨
川
川
附
例
制
附
凶

暮
ら
し
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
交
通
の
利
便
性
を

さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
気
楽
に
出
か
け
ら
れ
、

誰
も
が
住
ん
で
み
た
く
な
る
よ
う
な
、
安
全
で
利
便
性
の

高
い
環
境
を
提
供
す
る
ま
ち
の
創
出
を
目
指
す
。

間
関
山
岡
阿
附
側
同
問
凶

約
八
百
年
前
、
時
の
権
力
者
で
あ
る
大
内
氏
が
京
都
の

鴨
川
に
見
立
て
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
た

一
の
坂
川
が
貫

流
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
河
川
を
美
し
く
再
生
す
る
な
ど
、

自
然
と
融
合
し
た
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

区
域
は
、
中
心
商
庖
街
と
山
口
駅
を
含
み
、
県
道
お
よ

び
市
道
並
び
に
J
R
山
口
線
に
囲
ま
れ
た
約
七
十
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
し
た
。
こ
の
区
域
は
、

集
中
的
、
効
果
的
な
事

業
の
実
施
に
よ
り
成
果
が
出
や
す
く
、
か
つ
周
辺
地
域
の

発
展
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
設
定
し
た
。

2008' 8月号 20 弘主6ω
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達
成
状
況
を
把
握
す
る
数
値
目
標
の

設
定

恵
ま
れ
た
自
然
、
歴
史
や
芸
術
文
化
を
活
か
し
た
活
性

化
を
進
め
る
た
め
、

二
つ
の
目
標
と
そ
の
達
成
状
況
を
的

確
に
把
握
す
る
数
値
目
標
(
目
標
年
度
は
平
成
二
十
三
年

度
)
を
設
定
し
て
い
る
。

U
 

①
自
然
と
文
化
に
彩
ら
れ
た
人
々
を
惹
き
付
け
る
魅
力

あ
る
中
心
市
街
地
の
形
成
(
ま
ち
全
体
が
自
然
と
文
化
に

彩
ら
れ
た
本
市
な
ら
で
は
の
個
性
を
持
っ
た
交
流
の
活
発

な
中
心
市
街
地
を
形
成
す
る
)
。

-
数
値
目
標

・・

・
商
庖
街
通
行
量
(
休
日
)

平
成
十
八
年
五
万
四
千
二
百
五
十
二
人
↓
平
成
二
十
三

年
五
万
六
千
人

-
数
値
目
標
・
・

・
小
売
業
年
間
商
品
販
売
額

平
成
十
五
年
百
七
億
三
千
百
万
円
↓
平
成
二
十
三
年

百
十
億
円

②
自
然
と
文
化
に
彩
ら
れ
た
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
よ

う
な
中
心
市
街
地
の
形
成
(
生
活
し
な
が
ら
自
然
や
文
化

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
本
市
な
ら
で
は
の
個
性
と
住

み
続
け
る
魅
力
を
持
っ
た
中
心
市
街
地
を
形
成
す
る
)
。

-
数
値
目
標
・
・
・
居
住
人
口

平
成
十
八
年
三
千
九
百
六
十
八
人
↓
平
成
二
十
三
年

四
千
二
百
人

計
画
に
お
い
て
は
、
目
標
の
達
成
に
向
け
二
十
六
の
事

業
を
位
置
付
け
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
主
な
事
業
は
次
の

通
り
。

〈〉一

の
坂
川
周
辺
地
区
整
備
事
業
H
自
然
に
配
慮
し
た
河

川
整
備
に
合
わ
せ
て
、
河
川
沿
い
の
道
路
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、

一
の
坂
川
と
商
庖
街
を
結
ぶ
市
道
を
美
装

化
し
、
景
観
に
配
慮
し
た
高
質
空
間
を
形
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
商
庖
街
を
含
め
た
回
遊
性
と
市
民
が
憩
え
る

空
間
の
創
出
を
図
る
。

〈〉
借
上
型
市
営
住
宅
整
備
事
業
H
民
間
に
よ
る
公
営
住
宅

建
設
を
促
進
し
、
人
口
の
定
着
を
図
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
借
上
型
市
営
住
宅
制
度
に
よ
り
、
市
営
住
宅
を
整

備
す
る
。

。
ど
う
も
ん
パ

l
ク
事
業
H

複
数
の
地
権
者
の
協
力
の

下
、
食
料
品
ス
ー
パ
ー
、
教
養
文
化
施
設
な
ど
を
配
置

し
、
商
業
の
活
性
化
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
。
平
成

十
九
年
十
二
月
に
完
成
し
、
中
心
商
庖
街
の
西
側
の
核

を
担
う
拠
点
と
し
て
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
て

い
る
。

〈〉
ア
ル
ピ
跡
地
事
業
計
画
、
米
屋
町
商
庖
街
北
地
区
整
備

事
業
H

平
成
十
二
年
に
撤
退
し
た
ア
ル
ピ
(
ス
ー
パ
ー
)

の
跡
地
や

一
の
坂
川
と
ア
ー
ケ
ー
ド
を
結
ぶ
米
屋
町
周

辺
は
、
大
型
庖
を
補
完
す
る
機
能
の
集
積
と
生
活
ス
タ

イ
ル
を
提
案
し
て
い
く
商
庖
街
の
東
側
の
核
の
創
出
に

向
け
て
地
元
関
係
者
、
専
門
家
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
0

0
都
市
福
利
施
設
H

本
市
の
中
心
商
庖
街
で
は
、
あ
ら
ゆ

る
人
が
訪
れ
や
す
く
、
過
ご
し
ゃ
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。
空
き
庖
舗
を
活
用
し
、
高
齢
者
、
障
が

い
者
福
祉
の
増
進
を
図
る
、
ほ
っ
と
さ
ろ
ん
中
市
「
ま

ち
の
え
き
」
事
業
(
写
真
)
、
子
育
て
支
援
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
を
図
る
「
て
と
て
と
」
事
業
、
市
民

活
動
の
参
加
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
活
動
支
援
を
行

う
「
さ
ぽ
ら
ん
で
」
事
業
、
民
家
を
活
用
し
て
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
や
サ
ロ
ン
を
設
置
す
る
総
合
循
環
型
福
祉
サ
ー
ビ

ス
推
進
モ
デ
ル
事
業
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

司
高
居
街
と
大
型
屈
が
連
携
し
た

F

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

計
画
策
定
か
ら
約

一
年
が
経
過
し
、
計
画
に
掲
げ
る
事

業
も
、
徐
々
に
具
体
的
な
形
と
な
っ
て
現
れ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
地
元

商
庖
街
、
百

貨
庖
な
ど
の

大
型
庖
、
そ

討

し

て

地

元

団

初

体

な

ど

に

よ

的

り

組

織

さ

れ

醐

た

実

行

委

員

時

会

が

、

新

た

書

な

イ

ベ

ン

ト
「
や
ま
ぐ

ち
秋
の
彩
り

フ
ェ
ス
タ
」

の
開
催
を
決

定
す
る
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
も
新
た
な
流
れ
が
生

ま
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
商
庖
街
の
核
と
な
っ
て
い
た
老
舗

百
貨
店
に
代
わ
り
、
本
年
十
月
に
新
規
百
貨
庖
が
オ
ー
プ

ン
す
る
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
話
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た

が
、
七
つ
の
地
元
商
庖
街
と
百
貨
庖

・
大
型
庖
が
積
極
的

に
連
携
し
、
共
同
で
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
今
ま
で

に
は
な
か
っ
た
新
た
な
取
り
組
み
(
交
流
)
で
あ
り
、
今

後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情
報
の
交
換
が
図
ら

れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
交
流
が
「
ま
ち
の

一
体
感

・
連
帯

感
」
の
醸
成
に
つ
な
が
り
、
将
来
的
に
は
ま
ち
全
体
が
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、
中
心
市
街
地
の
継
続
的
な
魅
力
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
期
待
し
て
い
る
。
事
業
を
た
だ
単

に
進
め
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
雰
囲
気
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
地
域
と

一
体
と
な
っ
て
、
事
業
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

品回治2008・B月号21 
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高
松
市

民
間
主
導
に
よ
る
連
鎖
型
の
ま
ち
な
か
再
生

ー
土
地
所
有
権
と
建
物
利
用
権
の
分
離
に
よ
る
再
開
発
事

業

|

「
高
松
」
は
鎌
倉
時
代
に
開
け
、
天
正
十
五
年
(
一
五
八
七

年
)
に
豊
臣
秀
吉
の
家
臣
生
駒
親
正
が
玉
藻
浦
に
居
城
を

築
き
「
高
松
城
」
と
名
付
け
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
讃
岐

藩
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
そ
の
後
、
恵
ま
れ
た
風
土
と

本
州
へ
の
連
絡
船
の
港
・
四
国
の
玄
関
と
し
て
、
ま
た
中

枢
管
理
都
市
と
し
て
発
展
し
た
。

'
日
本
一
長
い
ア
ー
ケ
ー
ド
の

里
中
央
商
眉
街
を
形
成

本
市
の
中
心
市
街
地
は
、
高
松
城
築
城
に
時
期
を
合
わ

せ
て
大
手
門
前
に
聞
か
れ
、
現
在
も
ほ
ぼ
そ
の
原
形
を
と

ど
め
て
い
る
。
丸
亀
町
商
庖
街
を
は
じ
め
と
す
る
八
つ
の

商
庖
街
で
中
央
商
庖
街
を
形
成
し
、
そ
の
長
さ
二
・七
キ

ロ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
は
日
本

一
と
言
わ
れ
て
お
り
、
昭
和

四
十
年
代
に
は
、
道
行
く
人
々
が
避
け
な
が
ら
通
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
商
店
街

の
西
側
に
整
備
さ
れ
た
中
央
通
り
周
辺
に
は
、
官
庁
の
出

先
機
関
や
囲
内
企
業
の
支
社

・
支
庖
が
集
積
し
た
オ
フ
ィ

ス
街
が
形
成
さ
れ
、
長
く
本
市
の
商
業
、
経
済
、
文
化
の

中
心
地
と
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
、
近
年
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
モ

l
タ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
の
進

• 里
石
明
敏

都
市
整
備
部
ま
ち
な
か
再
生
課

展
、
郊
外
型
大
規
模
庖
舗
の
相
次
ぐ
進
出
な
ど
に
よ
り
、

商
庖
街
の
通
行
量
の
減
少
や
空
き
庖
舗
の
増
加
な
ど
の
現

象
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
成
十
年
施
行
の
旧
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
基
づ

き
、
旧
中
活
基
本
計
画
を
策
定
し
、
市
街
地
の
整
備
改
善

や
商
業
の
活
性
化
な
ど
を
推
進
し
て
き
た
が
、
サ
ン
ポ
ー

ト
高
松
の
整
備
を
始
め
、
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど
共
同
施
設
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
と
ど
ま
り
、
目
覚
し
い
波
及
効
果
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
特
に
本
市
を
含
む
香
川
県
は
、
本
州
と

の
連
絡
を
船
に
頼
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
物
資
調
達
が

安
定
的
に
供
給
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
以
前
は

大
規
模
小
売
庖
舗
の
少
な
い
県
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
昭

和
六
十
三
年
の
瀬
戸
大
橋
の
開
通
や
平
成
四
年
の
大
庖
法

の
改
正
な
ど
に
よ
り
、
こ
こ
十
年
余
り
の
短
期
間
に
大
規

模
小
売
店
舗
の
進
出
が
相
次
ぎ
、
さ
ら
に
県
内
に
ゴ
一
庖
舗

の
出
庖
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
中
央
商
庖
街
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
よ
り

一
層
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
丸
亀
町
商
届
街
に
お
い
て
は

平
成
十
八
年
十
二
月
に
丸
亀
町
A
街
区
再
開
発
ピ
ル
(
高

松
丸
亀
町
壱
番
街
)
、
同
十
九
年
七
月
に
日
本

一
の
ガ
ラ

ス
の
ド

l
ム
な
ど
が
完
成
し
、
に
ぎ
わ
い
を
回
復
し
つ
つ

あ
る
。
こ
の
事
業
は
、
改
正
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
基

づ
く
、
新
し
い
高
松
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を

基
に
進
め
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
同
十
八
年
度
中
に
認

定
申
請
を
行
い
、
翌
十
九
年
五
月
に
国
の
認
定
を
受
け
た
。

司
公
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

F

充
実
・
強
化
さ
せ
る
基
本
計
画

本
基
本
計
画
は
、
高
松
丸
亀
町
商
庖
街
に
よ
る
タ
ウ
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
け
ん
引
事
業
と
位
置
付
け
、
公
民
協
働

で
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
充

実

・
強
化
さ
せ
、
今
後
取
り
組
む
各
種
事
業
が
相
乗
効
果

を
生
み
、
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
活
性
化
が
続
く
よ
う
に
、

そ
の
仕
組
み
ゃ
仕
掛
け
を
重
視
し
て
、
に
ぎ
わ
い

・
回
遊

性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に
関
す
る
基
本
的
方
針
を
踏
ま

え
、
目
標
お
よ
び
目
標
値
を
設
定
し
て
い
る

こ
れ
ら
の
目
標
値
を
達
成
す
る
た
め
、
実
効
性
の
あ
る

四
十
七
の
掲
載
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
そ

の
主
要
事
業
が
丸
亀
町
商
庖
街
が
進
め
る
再
開
発
事
業
で

あ
る
。
同
商
庖
街
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
丸
亀
町
開
町

四
百
年
祭
を
開
催
し
た
際
、
「
五
百
年
祭
を
元
気
に
迎
え

よ
う
」
と
の
宣
言
を
受
け
て
青
年
部
を
中
心
に
平
成
二
年、

丸
亀
町
再
開
発
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
時
の
商
庖
街
は
売
り
上
げ

・
通
行
量
と
も
に
あ
ま
り

減
少
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
バ
ブ
ル
よ
る
地
価
の
急
激
な

高
騰
を
受
け
始
め
、
テ
ナ
ン
ト
料
や
駐
車
場
代
が
上
昇
し

た
こ
と
に
よ
り
、
商
庖
街
の
業
種
構
成
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

系
を
中
心
と
し
た
物
販
庖
舗
が
全
庖
舗
数
の
半
分
以
上
を

占
め
る
と
い
う
、
著
し
い
業
種
の
偏
り
を
生
み
出
す
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
商
庖
街
に
人
が
住
め
な
い
状
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況
を
つ
く
り
出
し
、
か
つ
て
丸
亀
町
で
千
人
を
超
え
て
い

た
居
住
者
が
、
再
開
発
前
に
は
七
十
五
人
に
ま
で
減
少
し

た
。こ
う
し
た
事
情
を
受
け
て
、
丸
亀
町
商
庖
街
が
進
め
る

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
は
、

①
市
民
が
誇
れ
る
美
し
い
街
並

み
を
つ
く
る
②
快
適
な
居
住
空
間
を
つ
く
り
、
居
住
人
口

を
増
や
す
③
テ
ナ
ン
ト
ミ

ッ
ク
ス
(
街
な
か
に
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
業
種
の
再
編
)
④
合
理
的
な
土
地
利
用
の
推

進
(
開
発
コ
ス
ト
を
抑
え
、
テ
ナ
ン
ト
料
を
安
く
設
定
し

て
起
業
を
支
援
)
⑤
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
(
街
を
健
全

に
運
営
す
る
体
制
つ
く
り
)
|
と
し
て
い
る
。

唱
定
期
借
地
権
の
導
入
と

，
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
一
括
運
営

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
権
利
が
複
雑
に
絡
む
中

心
部
の
土
地
問
題
を
定
期
借
地
権
方
式
に
よ
る
土
地
の
所

有
権
と
建
物
の
利
用
権
に
分
け
る
こ
と
で
解
決
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
権
者
ら
が
定
め
た
規
範
に
基
づ
き
、A街区の小規模后舗

身
の
丈
に
合
っ
た
小
規
模
連
鎖
型
事
業
に
よ
る
街
並
み
再

生
の
中
に
再
開
発
事
業
を
位
置
付
け
、
商
庖
街
全
体
を
ま

ち
づ
く
り
会
社
が

一
括
運
営
し
、
必
要
な
庖
を
必
要
な
時

期
に
、
必
要
な
場
所
に
配
置
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し

て
い
る
。

丸
亀
町
の
再
開
発
計
画
は
、
平
成

二
年
に
延
長

四
百
七
十
メ
ー
ト
ル
の
商
庖
街
を
、

A
か
ら

G
の
七
街
区

に
分
け
、
五
つ
の
再
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
段
階

的
な
再
開
発
構
想
を
策
定
し
、
商
庖
街
全
体
を

一
つ
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

l
ル
と
し
た
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

高
松
丸
亀
町
壱
番
街
は
、
西
棟
地
上
十
階
、
東
棟
同
八

階
で
、

一
階
か
ら
四
階
ま
で
が
商
業
施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
で
、
五
階
以
上
が
住
宅
の
複
合
商
業
施
設
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
施
設
計
画
は
、
斜
線
制
限
や
回
遊
性
そ
の
他

都
市
計
画
上
の
制
約
が
あ
っ
た
が
、
都
市
再
生
緊
急
整
備

地
域
の
指
定
を
受
け
、
都
市
再
生
特
別
地
区
の
提
案
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
斜
線
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
な
ど
、
合
理

的
な
施
設
建
築
物
に
な
っ
た
。

市
街
地
再
開
発
事
業
の
事
業
費
は
約
六
十
九
億
円
で
、

固
な
ど
の
補
助
金
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
特
定
業
務
代

行
制
度
を
導
入
し
、
リ
ス
ク
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
保

留
床
は
、
商
業
保
留
床
や
駐
車
場
な
ど
を
地
権
者
法
人
の

共
同
出
資
会
社
が
取
得
し
て
い
る
。
共
同
出
資
会
社
「
高

松
丸
亀
町
壱
番
街
株
式
会
社
」
は
、
転
出
者
を
極
力
減
ら

し
、
定
期
借
地
に
よ
り
安
価
な
保
留
床
価
格
に
す
る
と
と

も
に
、
経
済
産
業
省
所
管
の
戦
略
補
助
金
や
高
度
化
資
金

融
資
を
活
用
し
、
取
得
に
必
要
な
借
入
金
を
少
な
く
抑
え

る
こ
と
に
よ
り
、
比
較
的
安
価
な
家
賃
で
、
安
定
し
た
収

入
の
確
保
を
可
能
と
し
て
い
る
。

丸
亀
町
壱
番
街
の
管
理
運
営
シ
ス
テ
ム
は
、
土
地
所
有

者
と
建
物
所
有
者
が
定
期
借
地
契
約
を
結
び
、
再
開
発
ピ

ル
の
商
業
床
は
、
共
同
出
資
会
社
が

一
括
に
賃
借
し
、
第

三
セ
ク
タ
ー
の
高
松
丸
亀
町
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
運
営
委

託
契
約
を
結
び
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
商
業
床
全
体
、
駐

輪
場
、
隔
地
駐
車
場
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

権
利
者
に
支
払
わ
れ
る
商
業
床
の
家
賃
と
土
地
の
借
地
料

は
、
全
庖
舗
の
売
り
上
げ
の
良
し
悪
し
で
増
減
す
る
「オ
ー

ナ
ー
変
動
型
地
代
家
賃
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
い
る
。

司
歩
行
者
通
行
の
四
割
摺
と

，
空
き
盾
舗
の
減
少

こ
の
丸
亀
町
壱
番
街
の
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、
歩
行
者
通

行
量
が
前
年
度
比
で
約
四

O
%
増
加
す
る
と
と
も
に
、
周

辺
の
商
庖
街
に
お
い
て
も
、
・
空
き
庖
舗
数
が
減
少
す
る
な

ど
、
再
開
発
事
業
の
波
及
効
果
が
現
れ
て
い
る
。

B
か
ら

F
街
区
に
お
い
て
は
、
合
意
形
成
が
図
れ
た
所
か
ら
共
同

建
て
替
え
を
行
う
小
規
模
連
鎖
型
再
開
発
を
行
う
た
め
、

壁
面
後
退
な
ど
統

一
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
誘
導
す
る

街
並
み
誘
導
型
の
地
区
計
画
を
、
本
年
四
月
に
都
市
計
画

決
定
し
た
。

現
在
、

A
街
区
に
隣
接
す
る

B
、
C
街
区
に
お
い
て
は
、

五
カ
所
で
事
業
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
中
庭
や
裏
路
地
な
ど
を
整
備

し
、
開
放
感
や
奥
行
き
の
あ
る
商
業
空
間
の
創
出
や
隣
接

地
と
の
連
携
・
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
各
ピ

ル
の
上
層
部
に
は
、
必
ず
住
宅
を
整
備
し
、
居
住
を
促
進

す
る
計
画
で
あ
る
。

丸
亀
町
最
大
の

G
街
区
に
つ
い
て
も
、
今
年
度
中
に
権

利
変
換
認
可
を
受
け
る
べ
く
、
権
利
者
や
関
係
機
関
と
の

協
議
を
鋭
意
進
め
て
い
る
。
最
後
に
、
今
後
数
年
に
お
け

る
丸
亀
町
商
庖
街
の
動
向
は
、
全
国
で
共
通
の
課
題
を
持

つ
商
庖
街
に
、

一
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
を
示
す
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ほ 溺ゆ23 2008・8月号
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熊
本
県
八
代
市

申
.1.，¥ 

市
|衛
城劃恒

66 
の帽擾

器売
震の
を再
禁揮
し重量

三を
を目
之指
?す

八
代
市
は
、
熊
本
市
の
南
方
四
十
キ
ロ
に
位
置
す
る
。

熊
本
県
下
第
二
位
の
人
口
を
有
し
、
第

一
次
産
業
は
イ
グ

サ
、
ト
マ
ト
、
ザ
ボ
ン
の

一
種
で
サ

ッ
カ
ー
ボ

l
ル
ほ
ど

ば
ん
べ
い
ゅ

の
大
き
さ
の
果
実
を
結
実
さ
せ
る
晩
白
柚
が
日
本

一
の
生

産
量
を
誇
る
。
ま
た
第
二
次
産
業
は
、
臨
海
工
業
用
地
の

造
成
、
港
湾
施
設
の
整
備
、
充
実
が
進
み
、
九
州
縦
貫
自

動
車
道
、
九
州
西
回
り
自
動
車
道
、
九
州
新
幹
線
鹿
児
島

ル
l
ト
な
ど
、
陸
・
海
交
通
の
要
衝
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

日
本
製
紙
、
興
人
、
メ
ル
シ
ャ
ン
、

Y
K
K
、
ヤ
マ
ハ
熊

本
プ
ロ
ダ
ク
ツ
な
ど
の
企
業
が
進
出
し
、
県
南
最
大
の
工

業
都
市
と
し
て
発
展
し
た
。

当
市
の
中
心
市
街
地
は
、

元
和
八
年
(
一

六
二
二
年
)

に
八
代
城
が
築
城
さ
れ
て
以
来
、
城
下
町
と
し
て
栄
え
、

現
在
も
商
庖
街
や
公
共
施
設
、
病
院
な
ど
の
都
市
機
能
が

多
数
集
積
し
、

一
定
の
社
会
資
本
が
整
備
さ
れ
て
い
る
な

ど、

。
ま
ち
の
顔
。
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

司
旧
計
画
の
評
価
と
抜
本
的
な

，
活
性
化
等
の
必
要
性

当
市
は
平
成

一
二
年
三
月、

「
八
代
市
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
」
(旧
計
画
)
を
策
定
し
た
。
旧
計
画
は
、
「
居

住
人
口
の
増
加
」
「
休
日
通
行
量
の
増
加
」
「
集
客
力
の
強

商
工
観
光
部
商
政
観
光
課
課
長

.

和
久
田
敬
史

化
」
を
基
本
戦
略
と
し
て
、
中
心
市
街
地
区
域
の
両
端
に

核
施
設
を
整
備
し
、
中
心
商
庖
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
建
て
替

え
な
ど
を
行
い
、
東
西
の
核
施
設
か
ら
中
心
商
庖
街
に
集

客
を
図
る

「
二
核

一
モ
l
ル
」
の
構
想
を
描
き
、
お
お
む

ね
十
年
間
に
ハ

l
ド
・
ソ
フ
ト
合
わ
せ
三
十
六
事
業
の
取

り
組
み
を
行

っ
た
。

そ
の
結
果
、

居
住
人
口
が
増
え
、
交
流
入
口
の
増
加
に

つ
な
が
る
な
ど
、
旧
計
画
で
策
定
し
た
目
標
は

一
定
の
成

果
を
上
げ
る

一
方
で
、
歩
行
者

・
自
転
車
通
行
量
は
減
少

し
、
空
き
庖
舗
が
増
加
し
た
。
さ
ら
に
、
郊
外
の
大
型
庖

の
開
庖
や
中
心
市
街
地
内
の
大
型
庖
の
閉
鎖
な
ど
に
よ

り
、
中
心
商
庖
街
を
取
り
巻
く
環
境
が
予
想
以
上
に
変
化

し
た
た
め
、
中
心
商
庖
街
の
疲
弊
が
進
ん
で
い
る
。

従

っ
て
、
中
心
商
庖
街
を
活
性
化
す
る
た
め
の
抜
本
的

な
方
策
が
緊
急
の
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
課
題
を
解

決
す
る
こ
と
が
中
心
商
店
街
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が

っ

て
い
く
と
考
え
、
新
た
な
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

(
新
計
画
)
を
策
定
し
た
。

里
市
民
参
画
の
魅
力
あ
る

E

市
街
地
形
成
を
図
る
新
計
画

新
計
画
は
、

多
く
の
市
民
の
参
画
に
よ
り
地
域
に
お
け

る
社
会
的
、
経
済
的
お
よ
び
文
化
的
活
動
の
拠
点
に
な
る

に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ
る
市
街
地
の
形
成
を
図
る
た
め
、

①
市
民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
②
使
利
で

安
全
な
暮
ら
し
ゃ
す
い
ま
ち
づ
く
り
③
に
ぎ
わ
い
と
活
気

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
l
を
基
本
的
な
方
針
と
し
た
。
当

市
は
、
新
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
旧
計
画
の
検
証
お
よ

び
各
種
調
査
分
析
に
基
づ
き
、
中
心
市
街
地
活
性
化
策
を

検
討
し
、

①
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
②
街

な
か
居
住
の
促
進
③
中
心
商
店
街
の
活
性
化
|
の
三
つ
を

目
標
と
し
た
。

新
計
画
で
は
、
中
心
商
庖
街
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
な
ど

の
道
路
改
良
、
商
業
施
設
開
発
、
広
場
整
備
な
ど
の
中
心

商
庖
街
へ
の
誘
客
を
図
る
ツ

l
ル
と
し
て
の
ハ

l
ド
事
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業
、
空
き
庖
舗
の
活
用
や
共
同
イ
ベ
ン
ト
事
業
、
お
も
て

な
し
の
向
上
を
図
り
顧
客
ニ

l
ズ
を
把
握
す
る
事
業
や
、

パ
ス
の
利
便
性
を
高
め
る
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
商
庖
街
の
魅
力
を
再
構
築
し
、
誘
客
を

図
る
ソ
フ
ト
事
業
な
ど
、
計
三
十
事
業
の
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

司
歴
史
・
文
化
的
資
源
の
活
用
と

，
=
庖
一
席
一
茶
事
業
」

先
に
も
記
述
し
た
が
、
当
市
は
八
代
城
築
城
以
来
、
城

下
町
と
し
て
栄
え
た
。
こ
の
た
め
、
歴
史
的
、
文
化
的
資

源
が
多
く
、
旧
薩
摩
街
道
に
沿
っ
て
立
地
す
る
中
心
商
庖

街
の
近
辺
に
は
、
五
十
以
上
の
寺
社
・
仏
閣
が
存
在
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
を
活
か
し
、
中
心
商
庖
街

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
集
客
ソ
フ
ト
と
し
て
、
「
歴
史

と
文
化
の
散
歩
道
」
マ
ッ
プ
を
作
成
、
ガ
イ
ド
育
成
を
行

う
と
と
も
に
、
ご
利
益
や
歴
史
上
の
人
物
別
に
数
種
類
の

コ
l
ス
な
ど
を
設
定
し
た
散
策
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い

る
。ま
た
、
商
業
者
自
ら
の
発
案
に
よ
る

「
一
庖

一
席

一
茶

事
業
」
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
型
庖

と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
中
心
商
庖
街
の
そ
れ
ぞ
れ
の

個
庖
で
、
来
街
者
に
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
て
お
茶
の

振
る
舞
い
を
行
い
、
会
話
に
よ
る
ニ

l
ズ
の
把

握
や
癒
し
に
よ
る
リ
ピ
ー
タ

1
の
獲
得
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
昨
年

一一

月
、
「
喫
茶
去
祭
」
(
喫
茶
去
と
は
、
禅
語

で
「
お
茶
を
一
服
い
か
が
と
い
う
意
味
」
)
と
題

し
た
中
心
商
庖
街
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
中
心
商
庖
街
と
大
型
屈
が
連
携

し
た
商
庖
街
活
性
化
の
た
め
の
事
業
と
し
て
、

中
心
商
庖
街
連
携
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

事
業
は
、
中
心
商
庖
街
と
大
型
庖
を
結
ぶ
無
料

シ
ャ
ト
ル
パ
ス
の
運
行
、
無
料
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
の
提
供
、
商
庖
街
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の
共

同
発
信
、
大
売
り
出
し
事
業
の
共
同
実
施
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

・'
地
域
住
民
・
商
業
者
の

，
協
力
・
熱
意
が
カ
ギ
に

八
代
市
は
、
経
済
団
体
、
商
業
者
、
イ
ン
フ
ラ
関
係
者
、

地
域
住
民
な
ど
、
幅
広
い
関
係
者
と
の
協
議
を
重
ね
て
新

一庖一席一茶

中心市街地共同住宅

4 

がらっぱ広場

計
画
を
策
定
し
、
丸

一
年
が
経
過
し
た
。
計
画
策
定
後
、

食
品
量
販
庖
の
改
築
や
新
築
、
広
場
、
道
路
改
良
な
ど
が

実
施
さ
れ
、
そ
の
波
及
効
果
と
し
て
、

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

や
集
客
装
置
で
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
建
設
が
行
わ
れ

た
。
今
後
も
十
三
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
や
、
中
心
商
庖
街

の
ア
ク
セ
ス
性
向
上
の
た
め
の
道
路
改
良
な
ど
を
予
定
し

て
お
り
、
中
心
市
街
地
の
表
情
は
大
き
く
変
っ
て
い
る
。

今
後
、
真
の
意
味
で
中
心
市
街
地
が
活
性
化
す
る
た
め

に
は
、
地
域
住
民
や
商
業
者
な
ど
を
含
む
多
く
の
人
の
さ

ら
な
る
協
力

・
熱
意
が
カ
ギ
と
な
っ
て
い
る
。

地属幼25 2008・8月号
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ぐ
る
み
の
取
り
組
み
が
相
乗
効
果
を
生
み
、
平
成
十
五
年

度
に
は
前
年
比
二
・
五
倍
の
年
間
二
十
万
人
を
超
え
る
観
光

客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
通
り
も
少
な
く
「
犬
や
猫

の
方
が
多
い
」
と
榔
撤
さ
れ
て
い
た
商
庖
街
に
は
た
く
さ

ん
の
人
が
訪
れ
に
ぎ
わ
う
、
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
ま
ち

に
変
貌
を
遂
げ
た
。

-
昭
和
の
町
観
光
客
数
の
推
移

(
単
位
一
人
)
※
観
光
動
態
調
査

問
F
刷
出
出
同

司
観
光
ま
ち
づ
く
り
会
祉
の

F

設
立
に
よ
る
民
間
手
法
の
展
開

大
勢
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
の
町
。

し
か
し
、
そ
の
進
化
に
伴
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
継
続
的
に

進
め
て
い
く
上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
た
。
こ
れ
ら

に
対
応
し
、
さ
ら
に
、
来
訪
者
に
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ

:
;
:
:
i
:
1
f一

ト
を
正
し
く
伝
え

勾
蝶
界
除

¥
l料
ぱ
一
円

る
た
め
、
地
域
観

懇

鐸

蛾

泌

機

川

光
の
振
興
に
寄
与

謝
民
あ
ヤ
吊

m、
ー

す
る
観
光
事
業
に

河
内
吋
み
y

h

k

、、
マ

L
執

つ
い
て
、
民
間
的

、

裁

今

一

て

式

手
法
を
活
用
し
展

議

選

閲
す
る

『豊
後
高

際
移
仁

田
市
観
光
ま
ち
づ

絡
線
市
町

く
り
株
式
会
社
」

羽

一

が
同
十
七
年
十

一

!
 

山山
一…“……ふ

月
に
設
立
さ
れ

薩
品
降一
生

た

。
こ
れ
は
市
、

融

通

話

商

工

会

議

所

、

金

制
翠

立

融

機

関

な

ど

が

出

減

泊四

吋

資

す

る

第
三
セ
ク

イ
Z
M
タ
l
方
式
に
よ
る

お

恥

羽

も

の

で

あ

る

。
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大
分
県
豊
後
高
田
市

「
昭
和
の
町
」

で
中
心
市
街
地
を
再
生
i

豊
後
高
田
市
は
大
分
県
の
北
東
部
、
国
東
半
島
の
西
側

に
位
置
し
、
総
面
積
二
百
六
・
六
平
方
キ
ロ
の
都
市
で
あ
る
。

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
お
よ
び
国
東
半
島
県
立
自
然
公
園
を

擁
し
、
山
間
部
お
よ
び
海
岸
部
の
自
然
景
観
や
農
村
集
落

景
観
、
六
郷
満
山
文
化
ゆ
か
り
の
史
跡
な
ど
、
豊
か
な
自

然
と
歴
史
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
が
豊
富
で
あ
る
。

中
心
市
街
地
の
歴
史
は
、
本
市
が
地
理
的
に
国
東
半
島

の
西
の
入
り
口
に
当
た
り
、
半
島

一
円
の
パ
ス
路
線
の
起

点
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
必
然
的
に
人
々
が
集
う
に
ぎ

や
か
な
場
所
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
人
口
減
少
や
車
社
会

の
進
展
に
よ
り
人
の
流
れ
に
変
化
が
起
き
た
こ
と
な
ど
か

ら
衰
退
が
加
速
、
さ
ら
に
は
平
成
に
入
り
郊
外
に
大
型
庖

が
相
次
い
で
進
出
し
、
商
庖
街
の
空
洞
化
が
加
速
度
的
に

進
ん
だ
の
に
加
え
、
既
存
商
庖
街
内
に
立
地
し
て
い
た
大

型
庖
の
撤
退
が
衰
退
に
拍
車
を
か
け
た
。

『
商
庖
街
が
最
も
元
気
だ
っ
た

F

昭
和
三
十
年
代

衰
退
し
て
い
く
商
庖
街
に
、
か
つ
て
の
元
気
を
取
り
戻

そ
う
と
、
商
業
者
、
商
工
会
議
所
、
行
政
の
三
者
が

一
体

と
な
っ
て
、
足
か
け
九
年
に
わ
た
り
、

。
お
ま
ち
再
生
。
に

向
け
た
議
論
を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、
生
み
出
し
た
テ
l
マ

は
、
商
庖
街
が
最
も
元
気
で
華
や
か
だ

っ
た

『昭
和
三
十
年

• 葉
原
茂
彦

商
工
観
光
課
長

代
』。

昭
和
の
姿
の
ま
ま
取
り
残
さ
れ
た
商
庖
街
の

。弱
み
。

を

ク強
み
。
へ
と
転
換
さ
せ
、
実
態
調
査
な
ど
を
経
て
、
今

で
は
す
っ
か
り
本
市
が
誇
る
お
家
芸
と
な
っ
た
行
政
、
商
工

会
議
所
、
商
業
者
な
ど
関
係
者
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

で
、
平
成
十
三
年
度
に
開
始
し
た
。
商
業
と
観
光
の

一
体
的

振
興
策
|
『豊
後
高
田
昭
和
の
町
』
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

寺
内
甘
さ
μ
P
F

司
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る

胸
U

議

，
賑
わ
い
の
回
復

私
設
綜

昭
和
の
町
は
、
次
の
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
り
取
り

且区

高
調

l

-

地

R
Y
F

組
ん
で
い
る
。
①
昭
和
の
建
築
再
生
H

看
板
建
築
を
撤
去

山一日
研
慨

し、

当
時
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
木
や
ブ
リ
キ
を
使
用
し

)
事
銀
鱗

た
庖
舗
や
看
板
な
ど
に
改
修
す
る
。
②
昭
和
の
歴
史
再
生

f
f
y
婦
だ

i

-

H

そ
の
庖
に
伝
わ
る
珍
し
い
お
宝
を
一
庖
一
宝
と
し
て
展

♂
柑
¥

?
M
r
!付

M

、

、、
為、!も巴

示
す
る
。
③
昭
和
の
商
品
再
生
H

そ
の
庖
自
慢
の
商
品
を
販

問

¥
J
f
d

売
す
る
。

④
昭
和
の
商
人
再
生
H
お
客
と
直
接
対
話
し
、
触

れ、

ド
ぬ

w臨
検

れ
合
う
こ
と
に
よ
り
昭
和
三
十
年
代
と
変
わ
ら
な
い
お
も

長
究
対
京
臨
関
川

『

¥
K
F
F一
刷
M
雫
再
開
恥

て
な
し
を
す
る
。

弘

司

v
h掛
車
割
前

各
個
庖
が
取
り
組
ん
で
き
た
四
つ
の

。再
生
ψ

と
昭
和

ふ

ぷ

密

主

U
E

の
町
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
観
光
客
に
伝
え
る
「
ご
案
内
人
制

ぷ

議

茎

阻

斜

度
」
、
中
心
市
街
地
に
か
つ
て
の
姿
の
ま
ま
眠

っ
て
い
た
示

品

蛸

週

同

鞍

蔵
。
を
活
用
し
た
観
光
拠
点
施
設
「
豊
後
高
田
昭
和
ロ
マ

?

国

段

位

堕

ン
蔵
」
、
そ
し
て
き
の
昭
和
の
イ
ベ
ン
ト
。
こ
れ
ら
ま
ち

升
以
一
将

以

週



改正まちづくり三法による中心市街地活性化計画特集

ま
ち
づ
く
り
会
社
設
立
に
よ
り
、
活
性
化
の
た
め
継
続

的

・
安
定
的
に
取
り
組
む
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。
本
市
の

中
心
市
街
地
に
お
け
る
商
庖
街
は
、
中
心
部
を
流
れ
る
桂

川
に
よ
り
二
分
さ
れ
、
昭
和
の
町
の
取
り
組
み
で
活
性
化

が
図
ら
れ
て
い
る
西
側
商
庖
街
(
高
田
地
区
)
と
比
べ
、

東
側
の
商
庖
街
(
玉
津
地
区
)
の
衰
退
が
依
然
と
し
て
続

い
て
い
る
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
の
町

の
さ
ら
な
る
活
性
化
、
そ
し
て
玉
津
地
区
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
、
新
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
よ
る
基
本
計
画

を
策
定
し
た
。

申
心
市
街
地
活
性
化
の
基
本
方
針

い
と
お
し
く
懐
か
し
い
お
ま
ち
|
進
化
|

商
業
者
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
会
社
、
商
工
会
議
所
、
市

の
四
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し

連
携
体
制
を
取
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
「
昭
和
の
町
」
を

ク進

化
。
さ
せ
、
そ
の
活
性
化
に
努
め
て
い
く
。

E

高
齢
者
が
楽
し
い
お
ま
ち
|
創
造
|

西
側
商
店
街
(
高
田
地
区
)
の
取
り
組
み
で
得
た

「商

庖
街
自
体
に
来
街
目
的
を
付
与
す
る
』
と
い
う
実
績
に
学

び
、
公
共
施
設
の
集
積
や
寺
な
ど
の
既
存
ス
ト
ッ
ク
も
活
用

し
な
が
ら
、

『健
康
と
御
利
益
』
H
高
齢
者
の
市
民
の
交
流

の
場
と
し
て
、
玉
津
地
区
に
や
っ
て
来
る
た
め
の
動
機
を
新

た
に
付
与
し
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
o

E

わ
た
っ
て
み
た
い
お
ま
ち
|
交
流
|

市
の
中
心
部
を
流
れ
る
桂
川
に
よ
っ
て
、

二
分
さ
れ
て

い
る
中
心
市
街
地
の
「
弱
み
」
を
「
強
み
」
へ
と
転
換
さ

せ
る
た
め
、
桂
橋
を
架
け
替
え
、
中
心
市
街
地
全
体
の
活

性
化
を
図
る
。

今
回
の
基
本
計
画
の
区
域
は
平
成
十
六
年
に
策
定
の
旧

基
本
計
画
と
ほ
ぼ
同
様
の
区
域
を
設
定
し
た
。
中
心
市
街

地
活
性
化
の
達
成
状
況
を
判
断
す
る
指
標
と
し
て
、
次
の

三
つ
の
目
標
を
設
定
し
た
。

①
豊
後
高
田
昭
和
の
町
の
年
間
観
光
入
り
込
み
客
数

人

400，000 

259，647 

現況値

目標値

(H17) 

(H23) 

人

が
二②
時豊
間後
を高
超田
え昭

急訳
書町
谷の
の制

剤A
g 客
室滞
語在

高間
7 
ン i忍

?五
品時
草間

現況{直

目標値

26%※ 

(H18) 

(H23) 

36% 

③
玉
津
地
区
高
齢
者
交
流
施
設
の
入
り
込
み
客
数

3，600人

現況f直

目標値

(H18) 

(H23) 

活
性
化
の
た
め
に
取
り
組
む
事
業

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
、
ハ

ー
ド

・

ソ
フ
ト
事
業
合
わ
せ
て
三
十
三
の
事
業
に
取
り
組
む
。
な

お
、
ま
ち
な
か
居
住
に
関
す
る
事
業
は
、
本
市
の
現
状
を

考
慮
し
て
実
施
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

①
市
街
地
の
整
備
改
善
に
関
す
る
事
業

市
の
中
心
を
流
れ
る
桂
川
に
架
か
る
桂
橋
を

『昭
和
の

町
に
マ
ッ
チ
し
た
」
橋
へ
と
架
け
替
え
る
桂
橋
道
路
修
繕

事
業
、
駐
車
場
の
不
足
問
題
と
憩
い
の
場
の
整
備
に

一
体

的
に
対
応
す
る
豊
後
高
田
昭
和
の
町
駐
車
場
整
備
事
業

・

中
央
公
園
整
備
事
業
な
ど
に
取
り
組
む
。

②
都
市
福
利
施
設
整
備
等
に
関
す
る
事
業

玉
津
地
区
の
商
庖
街
の
中
に
あ
る
空
き
ピ
ル
を
活
用
し

て
、
高
齢
者
の
交
流
施
設
と
し
て
整
備
す
る
拠
点
施
設
活

用
事
業
な
ど
に
取
り
組
む
。

③
商
業
活
性
化
の
た
め
の
事
業

昭
和
の
四
つ
の
再
生
を
推
進
す
る
庖
舗
修
景
事
業
、
空

き
庖
舗
な
ど
活
用
事
業
や
商
庖
街
の
中
に
眠
る
昭
和
の
建

築
物
な
ど
を
活
用
し
、
新
し
い
観
光
拠
点
施
設
と
し
て
整
備

す
る
拠
点
施
設
活
用
事
業
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
む
。

④
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
向
上
に
関
す
る
事
業

高
齢
者
な
ど
の
通
院
、
買
い
物
な
ど
、
日
常
生
活
の
移

動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
区
域
内
に
お
け
る
路
線
パ
ス

の
代
替
と
し
て
、
十
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
タ
ク
シ
ー
を
運
行

す
る
市
民
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
事
業
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
都
市
計
画
手
法
の
活
用
に
よ
る
、
本
市
独
自
施

策
と
し
て
、
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
こ
れ

は
、
昭
和
の
町
を
通
過
す
る
市
道
に
都
市
計
画
道
路
(
現
行

幅
員
五

1
六
メ
ー
ト
ル
↓
十
六
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
)
が
昭
和

二
十
八
年
に
計
画
さ
れ
、
長
期
間
未
着
手
と
な
っ
て
い
た

が
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
を
防
ぎ
、
昭
和
の
町
の
取
り

組
み
を
恒
久
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、
こ
の
都
市
計
画
道

路
を
廃
止
し
た
。

『
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

F

展
開
・
拡
大

平
成
十
九
年
は
、
昭
和
の
町
の
新
拠
点
施
設
「
昭
和
の
夢
町

三
丁
目
館
」
、
新
た
な
昭
和
の
庖
の
誕
生
、
そ
し
て
数
々
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
「
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の

。足
し
算
。」
の
効
果
に
よ

り
、
昭
和
の
町
に
は
過
去
最
高
の
三
十
六
万
人
の
観
光
客
が
訪

れ
た
。
ま
た
、

ま
ち
の
活
性
化
に
合
わ
せ
、
総
合
的
学
習
の

一

環
と
し
て
、
市
内
の
児
童

・
生
徒
た
ち
に
よ
る
「
昭
和
の
町
案

内
ガ
イ
ド
」
な
ど
教
育
と
の
連
携
、
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ

る
自
主
的
な
清
掃
活
動
と
い
っ
た
市
民
応
援
団
の
拡
大
な
ど
、

。お
ら
が
中
心
市
街
地
(
お
ま
ち
)
。
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
着
実
に
各
種
事
業
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
各
種
事
業
の
実
施
に
お
い
て
も
、

計
画
策
定
と
同
様
に
様
々
な
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応

じ
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
心
市
街
地
は
「
ま
ち
の
顔
」
。
こ
の
ま
ち
の
顔
の
活
性

化
を
図
り
、
地
域
全
体
へ
波
及
効
果
を
広
げ
、
「
小
さ
く
て

も

ク
キ
ラ
リ
。
と
光
る
ま
ち

・
豊
後
高
田
市
」
の
実
現
に

向
け
て
、
今
後
と
も
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
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1 1 

宮
崎
市

車
依
存
か

S
人
優
先
へ
と
転
換
し
て
い
く

ま
ち
づ
く
り

|
公
園
化
を
目
指
す
中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
り
組
み
|

宮
崎
市
は
、
「
太
陽
と
緑
の
く
に
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
知

ら
れ
る
宮
崎
県
央
部
に
あ
っ
て
、
南
北
三
十
五
キ
ロ
に
わ

た
る
海
岸
線
と
沿
岸
を
流
れ
る
黒
潮
の
影
響
に
よ
り
、
温

暖
で
風
光
明
加
な
気
候
風
土
の
中
、
本
県
の
政
治
、
経
済
、

文
化
、
情
報
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
モ

l
タ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
の
進
展
や
市
街
地
の
拡

大
な
ど
を
背
景
と
し
た
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
は
、
本
市

に
と
っ
て
も
例
外
で
は
な
く
、
人
口
減
少
や
歩
行
者
通
行

量
の
減
少
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

そ
の
た
め
、
本
市
で
は
平
成
十
年
に
旧
中
心
市
街
地
活

性
化
法
の
下
、
い
ち
早
く
基
本
計
画
を
策
定
し
、
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

事
業
の
進
ち
ょ
く
に
比
べ
活
性

化
の
効
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
同
十
七
年
に
計
画

の
抜
本
的
見
直
し
に
着
手
し
た
。
見
直
し
作
業
は
、
ま
ち

づ
く
り
三
法
改
正
の
動
き
を
に
ら
み
な
が
ら
、
足
か
け
二

年
に
わ
た
り
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
熱
心
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
た
。

企
画
部
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室

富
永
智
弘

• 

公
園
化
を
軸
と
し
た

申
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

本
県
は
こ
れ
ま
で
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た

先
進
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
全
県
公
園
化
に
向
け
た

取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、
中
心
市
街
地
に
お
い
て

も
大
淀
川
沿
い
の
橘
公
園
や
県
庁
前
楠
並
木
、
ワ
シ
ン
ト

ニ
ア
パ

l
ム
の
街
路
樹
な
ど
、
南
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
緑
の

ス
ト

ッ
ク
や
美
し
い
景
観
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、

J
R
の
連
続
立
体
交
差
化
や
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
に

よ
り
、
質
の
高
い
社
会
基
盤
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
新
た
な
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
ス
ト
ッ
ク
を
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
社
会
、
超
高
齢
社
会
、
地
球
環

境
問
題
に
対
処
す
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
中
心
市
街
地

を
過
度
に
車
に
依
存
し
た
社
会
か
ら
脱
却
し
、
人
優
先
の

空
間
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
「
夢
を
育
む
み
ん

な
の
街

|
橘
通
り
を
中
心
と
し
た
公
園
化
|
」
を
基
本

理
念
に
掲
げ
た
。
こ
れ
は
、
中
心
市
街
地
全
体
が
公
園
の

よ
う
に
花
や
緑
で
縁
取
ら
れ
、
そ
の
中
に
文
化
的
施
設
や

魅
力
あ
る
商
業
施
設
が
立
ち
並
び
、
人
々
が
ま
ち
を
散
策

す
る
こ
と
そ
の
も
の
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
市

街
地
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

市
は
、

「
橘
通
り
を
中
心
と
し
た
公
園
化
」
の
実
現
に

向
け
て
、
四
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
て
い
る
。

①

「
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
公
園
化
」

H
市
民
活
動
、
文

化
活
動
を
通
じ
た
多
世
代
交
流
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
。

②

「
居
住
環
境
の
公
園
化
」

H

個
性
や
魅
力
に
あ
ふ
れ
、

人
が
住
ま
い
集
う
環
境
づ
く
り
。

③

「
就
業

・
商
業
環
境
の
公
園
化
」

H

様
々
な
目
的
の

人
が
楽
し
み
憩
え
る
商
業

・
就
業
環
境
づ
く
り
。

④

「交
通
環
境
の
公
園
化
」

H
ま
ち
な
か
の
活
力
を
支
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ぇ
、
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
環
境
づ
く
り
。

こ
の
う
ち

「
交
通
環
境
の
公
園
化
」
に
つ
い
て
は
、
他

の
三
つ
の
目
標
を
支
え
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
、

①

1

③
の
目
標
に
は
成
果
指
標
と
し
て
「
歩
行
者
通
行
量
」
「
夜

間
人
口
(
居
住
人
口
)
」
「
昼
間
人
口
(
従
業
者
数
ご
を

定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
数
値
目
標
を
設
定
し
た
。

目
標
実
現
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
全
部
で
六
十
八
の

事
業
を
位
置
付
け
て
お
り
、
目
標
ご
と
の
主
な
事
業
は
次

の
通
り
。

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
公
園
化

・
み
や
ざ
き
ア
l
ト
セ
ン
タ
ー
の
整
備
H
橘
通
西
三
丁
目

地
区
の
市
街
地
再
開
発
事
業
で
整
備
さ
れ
る
複
合
ピ
ル

に
、
に
ぎ
わ
い
拠
点
創
出
の
た
め
、
「
文
化
芸
術
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
拠
点
」
と
な
る
施
設
(
広
場

を
含
む
)
を
整
備
す
る
。

橘通西三丁目第一種市街地再開発事業・みやざきアートセンター

-
D
o
ま
ん
な
か
モ

l
ル
の
イ
ベ
ン
ト
H
五
大
型
庖
と
七

商
店
街
の
共
同
組
織
「

D
o
ま
ん
な
か
モ

l
ル
委
員
会
」

が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

・
み
や
ざ
き
国
際
ス
ト
リ
ー
ト
音
楽
祭
H
国
際
観
光
都
市

に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
橘
通
り
を
舞
台
に

市
民
参
加
に
よ
る
国
際
音
楽
祭
を
行
う
。

居
住
環
境
の
公
園
化

・
景
観
モ
デ
ル
地
区
デ
ザ
イ
ン
づ
く
り
H

地
域
住
民
と
の

協
働
に
よ
り
、
将
来
景
観
イ
メ
ー
ジ
設
定
と
ル

l
ル
づ

く
り
を
行
、
つ
0

・
ま
ち
ん
な
か
フ
ラ
ワ
ー
パ

l
ク
H

ま
ち
な
か
の
緑
化
を

推
進
す
る
た
め
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
植
栽
を

行
、
っ
。

就
業
・
商
業
環
境
の
公
園
化

・
立
体
駐
車
場
の
整
備

・
駐
車
場
共
同
利
用
シ
ス
テ
ム
H

ア
ク
セ
ス
利
便
性
の
向
上
を
図
る
大
型
立
体
駐
車
場
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
回
遊
性
を
高
め
る
周
辺
駐
車
場

と
の
共
同
利
用
化
を
推
進
す
る
。

・
宮
崎
駅
前
商
庖
街
の
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
H

ア
ー
ケ
ー
ド
を

撤
去
し
、
オ
ー
プ
ン
モ

l
ル
化
に
向
け
、
電
線
類
地
中

化
や
カ
ラ

l
舗
装
、
街
路
灯
の
整
備
な
ど
を
行
う
。

交
通
環
境
の
公
園
化

・
複
合
交
通
セ
ン
タ
ー
の
整
備
H
鉄
道

・
パ
ス
の
乗
り
換

え
利
便
性
の
向
上
や
、
宮
崎
駅
西
口
に
お
け
る
商
業
・

業
務

・
公
益
施
設
な
ど
の
新
た
な
都
市
拠
点
機
能
を
創

出
す
る
た
め
、
複
合
交
通
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
。

司
『
橘
通
り
公
園
化
」
に
向
げ
た

F

取
り
組
み

こ
の
ほ
か
四
つ
の
目
標
全
て
に
貢
献
す
る
事
業
と
し

て
、
「
橘
通
り
公
園
化
」
に
向
け
た
取
り
組
み
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
中
心
市
街
地
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
橘

通
り
に
つ
い
て
、
将
来
的
に
橘
通
り
を
に
ぎ
わ
い
の
創
出

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
の
場
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か

を
検
討
す
る
も
の
で
、
現
在
の
六
車
線
の
道
路
の
再
配
分

を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

実
現
に
は
、
市
全
体
の
交
通
環
境
の
改
善
、
市
民
の
理

解
、
関
係
行
政
機
関
の
合
意
が
前
提
と
な
る
が
、
昨
年
か

ら
関
係
者
に
よ
る
委
員
会
に
お
い
て
具
体
的
な
検
討
に
着

手
し
て
お
り
、
今
年
度
は
実
際
に
車
線
の
一
部
を
オ
ー
プ

ン
カ
フ
ェ
と
す
る
な
ど
の
社
会
実
験
を
計
画
し
て
い
る
。

当
初
は
、
「
車
線
減
少
日
渋
滞
日
反
対
」
と
の
報
道
が
先

行
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
探
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
あ
り
、
社
会
実
験
な
ど
を
通
じ
て
効
果
を
検
証
し
な

が
ら
、
具
体
的
な
手
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
-市
新
た
恕
時
代
に
対
応
し
た
市
民
活
動
の

F

場
と
し
て
の
中
心
市
街
地
に

社
会
・
経
済
の
拡
大
へ
の
対
応
を
命
題
と
し
て
き
た
ま

ち
づ
く
り
は
、
そ
の
役
割
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
私

た
ち
は
人
口
減
少
社
会
、
超
高
齢
社
会
、
地
球
環
境
問
題

と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
困
難
な
課
題

に
対
し
、
現
実
的
な
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

経
済
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
中
心
市
街
地
が
、

こ
れ
か
ら
も
ま
ち
の
中
心
で
あ
る
た
め
に
は
、
宮
崎
の
美

し
く
豊
か
な
環
境
を
活
か
し
つ
つ
、
市
の
顔
と
し
て
、
市

民
活
動
の
場
と
し
て
、
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
先
導
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
将
来
の
目

指
す
べ
き
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
、
経
済
成
長
期
の
延

長
で
施
策
を
継
続
す
る
の
で
は
な
く
、
問
題

・
課
題
を
市

民
と
共
有
し
な
が
ら
、
多
様
な
主
体
と

一
体
と
な
っ
て
推

進
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

以，悩ゆ29 2008・8月号
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制
度
概
要
お
よ
び
経
緯
に
つ
い
て

中
心
市
街
地
は
、
商
業
、
居
住
な
ど
の
都
市
機
能
が

集
積
し
、
長
い
歴
史
の
中
で
文
化
や
伝
統
を
育
み
、
各

種
機
能
を
培
っ
て
き
た
「
ま
ち
の
顔
」
と
も
言
う
べ
き

地
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
病
院
や
学
校
、
市
役
所
な
ど

の
公
共
公
益
施
設
の
郊
外
移
転
な
ど
に
よ
る
都
市
機
能

の
拡
散
、

モ
ー
タ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
の
進
展
や
流
通
構
造

の
変
化
な
ど
に
よ
る
大
規
模
集
客
施
設
の
郊
外
へ
の
進

出
、
居
住
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
魅
力
の
低
下
、
中
心
市
街
地
の

商
業
地
区
が
顧
客
や
住
民
ニ

l
ズ
に
十
分
対
応
で
き
て

い
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
は
か
つ
て
の

活
力
を
失
い
、
衰
退
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
十
八
年
八
月
に
中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
中
心
市
街
地

活
性
化
本
部
(
本
部
)
の
設
置
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ

一
体
的
に
推
進
す
る

た
め
の
基
本
的
な
計
画
(
基
本
計
画
)
の
認
定
制
度
が

創
設
さ
れ
た
。

本
部
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
し
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
(
基
本

方
針
)
の
案
の
作
成
、
基
本
方
針
に
基
づ
く
施
策
の
実

施
、
施
策
の
企
画
立
案
・総
合
調
整
な
ど
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
同
年
九
月
に
は
、
本
部
が
作
成
し
た
基
本
方

針
の
案
が
基
本
方
針
と
し
て
閣
議
決
定
(
平
成
十
九
年

十
二
月
に
一
部
変
更
)
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
基
本
計
画
の
認
定
制
度
は
、
市
町
村
が
、
地

域
住
民
、
関
連
事
業
者
な
ど
の
様
々
な
主
体
の
参
加

・

協
力
を
得
て
、
自
主
的

・
自
立
的
な
取
り
組
み
を
内
容

と
す
る
基
本
計
画
を
作
成
し
、
内
閣
総
理
大
臣
が
そ
の

認
定
を
行
い
、
政
府
が
認
定
を
受
け
た
基
本
計
画
に
基

づ
く
事
業
な
ど
に
対
し
て
集
中
的
か
つ
効
果
的
に
支
援

を
実
施
す
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
る
基
本
計
画

の
認
定
は
、
平
成
十
九
年
二
月
の
富
山
市
、
青
森
市

の
基
本
計
画
を
皮
切
り
に
、
こ
れ
ま
で
に
五
十
三
市、

五
十
四
件
行
わ
れ
て
い
る
。
人
口
二
万
人
の
市
か
ら
政

令
指
定
都
市
ま
で
、
実
に
幅
広
い
範
囲
の
自
治
体
の
基

本
計
画
を
認
定
し
て
い
る
。

な
お
、
基
本
計
画
の
認
定
業
務
は
、
内
閣
総
理
大
臣

内
閣
官
房
地
域
活
性
化
統
合
事
務
局

主査

・
中
本

内
閣
府
中
心
市
街
地
活
性
化
担
当
室

が
行
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
事
務
は
、
内
閣

府
中
心
市
街
地
活
性
化
担
当
室
(
内
閣
府
担
当
室
)
が

担
当
し
て
い
る
。
内
閣
府
担
当
室
は
、
市
町
村
が
基
本

計
画
の
作
成
作
業
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
認
定
申
請

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・
公
表
し
て
い
る
。

基
本
計
画
の
認
定
基
準
に
つ
い
て

基
本
計
画
の
認
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
法
、
基
本
方

針
、
認
定
申
請
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
一不
さ
れ
て
お
り
、
概
要

は
以
下
の
通
り
。

〈〉
第

一
号
基
準
〔
基
本
計
画
が
基
本
方
針
に
適
合
す
る
〕

・
定
量
的
な
数
値
目
標
を
設
定
す
る
(
人
口
、
歩
行

者
通
行
量
、
事
業
所
数
、
年
間
小
売
販
売
額
な
ど
)
0

.
計
画
期
間
は
、
お
お
む
ね
五
年
以
内
を
目
安
と
す
る
0

・
こ
の
ほ
か
、
基
本
方
針
の
第

一
章
(
中
心
市
街
地

の
活
性
化
の
意
義
お
よ
び
目
標
に
関
す
る
事
項
)
、

第
二
章
四
(
基
本
計
画
の
認
定
の
手
続
)
、
第
三

章
(
中
心
市
街
地
の
位
置
及
び
区
域
に
関
す
る
基

本
的
な
事
項
)
、
第
九
章
(
第
四
章
か
ら
第
八
章

ま
で
の
事
業
及
び
措
置
の
総
合
的
か
っ

一
体
的
推
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進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
)
、
第
十
章
(
中
心

市
街
地
に
お
け
る
都
市
機
能
の
集
積
の
促
進
を
図

る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
)
、
第

十
一
章
(
そ
の
他
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す

る
重
要
な
事
項
)
に
示
す
各
項
目
に
定
め
ら
れ
た

事
項
を
踏
ま
え
る
こ
と
。

〈〉
第
二
号
基
準
〔
基
本
計
画
の
実
施
が
当
該
市
町
村
に

お
け
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
実
現
に
相
当
程
度

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
〕

・
第

一
号
基
準
に
基
づ
き
設
定
し
た
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
必
要
な
第
四
章
か
ら
第
八
章
ま
で
の
事

業
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

・
計
画
期
間
内
に
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
個
々
の

事
業
な
ど
の
実
施
が
相
当
程
度
寄
与
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
合
理
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

〈〉
第
三
号
基
準
〔
基
本
計
画
が
円
滑
か
つ
確
実
に
実
施

さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
〕

・
事
業
な
ど
の
主
体
が
特
定
さ
れ
て
い
る
、

ま
た
は

特
定
さ
れ
る
見
込
み
が
高
い
。

・
事
業
な
ど
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
明
確
で
あ
る
。

基
本
計
画
作
成
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

基
本
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
留
意
す
べ
き
点
に
つ

い
て
も
、
法
、
基
本
方
針
、
認
定
申
請
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
最
も
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
を
説
明
す
る
。

ま
ず
、
基
本
計
画
の
作
成
に
先
立
っ
て
、
市
町
村
が

過
去
の
取
り
組
み
(
例
え
ば
、
旧
法
に
基
づ
く
計
画
の

実
施
状
況
な
ど
)
に
対
す
る
評
価
を
行
い
、
そ
の
成
果

や
反
省
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
人
口
減
少

・
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
に
対
応

し
た
、
高
齢
者
も
含
め
た
多
く
の
人
に
と
っ
て
暮
ら
し

ゃ
す
い
、
多
様
な
都
市
機
能
が

コ

ン
パ
ク
ト
に
集
積
し
た
、
歩
い
て

暮
ら
せ
る
生
活
空
間
(
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
)
を
目
指
す
こ

と
に
つ
い
て
、
都
市
機
能
(
教
育

文
化
施
設
、
医
療
施
設
、
社
会
福

祉
施
設
そ
の
他
の
公
共
公
益
施
設

な
ど
)
の
適
正
立
地
や
既
存
ス
ト
ッ

ク
の
有
効
活
用
を
含
め
、
市
町
村
と

し
て
の
方
針
や
実
現
方
策
が
公
表

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を

含
む
法
お
よ
び
基
本
方
針
に
規
定

さ
れ
た
認
定
基
準
に
つ
い
て
十
分

な
対
応
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

①
基
本
計
画
作
成
に
当
た
っ
て
、

地
域
住
民
な
ど
様
々
な
主
体

を
巻
き
込
み
、
多
様
な
担
い

手
の
参
画
を
得
た
協
議
の
場

(
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

な
ど
)
が
組
織
さ
れ
る
な
ど
、

十
分
な
協
議
が
行
わ
れ
理
解

を
得
て
い
る
。
基
本
計
画
が

円
滑
か
つ
確
実
に
実
施
で
き

る
よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
で
取

り
組
む
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

②
基
本
計
画
に
掲
げ
る
事
業
な
ど
が
、
実
践
的
か
っ

試
行
的
活
動
に
裏
打
ち
さ
れ
る
な
ど
、
厳
選
さ
れ

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

的】少子高齢化、消費生活等の状況変化に対応して、中心市街地における都市機能の増進及び経済
活力の向上を総合的かつ一体的に推進。

【基本理念】地方公共団体、地域住民及び関連事業者が相互に密慢な連携を図りつつ主体的に取り組むことの

重要性にかんがみ、その取組に対して国が集中的かつ効果的に支媛を行う。

き

中
心
市
街
地
活
性
化
協
謙
会

(ま
ち
づ
〈
り
会
祉
・
商
工
会
樋
所
・
市
町
村
・
民
間
事
議
書
・地膚住民瞳噂
)

基本方針

中心市街地活性化本部(本部長内閣総理大臣、情成員 全閣僚)が案を作成し、閣議決定

認定申請中心市街地活性化

基本計画
<市町村が作成> 議lt: 基本計画

への意見 0基本的な方針
。位置及び区域

O目標(定量的な数値目標)
O計画期間(概ね5年以内)
O中心市街地，舌性化のための事業
O推進体制 等

認定

認定基本計画への重点的な支援

-まちづくり交付金〔鑓薬事業枠の総大〕

ー -暮らし・にぎわい再生事業
都市福事11.飯の盤備 t.t・中心市街地共同住宅供給事業 ・

まち怠か居住の鐙進 ・衡なか居住再生ファンド

-戦略的中心市街地商業等活性化支援事業

市街地の整備改善

商業の活性化等
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③
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
適
切
に
目
標
が
設
定
さ

れ
、
そ
の
目
標
の
達
成
状
況
が
的
確
に
把
握
で
き

る
数
値
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
基
本

計
画
に
記
載
さ
れ
た
具
体
的
な
取
り
組
み
の
効
果

が
発
現
す
る
時
期
な
ど
を
考
慮
し
て
計
画
が
明
確

に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

④
中
心
市
街
地
の
区
域
設
定
に
当
た
っ
て
、
各
種
取

り
組
み
が
総
合
的
か
つ

一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と

が
可
能
な
範
囲
と
な
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
。

⑤
基
本
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業
な
ど
が
、
円
滑
か

っ
確
実
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
こ
れ

ら
の
事
業
な
ど
の
実
施
が
、
基
本
計
画
に
記
載
さ

れ
た
区
域
の
活
性
化
に
相
当
程
度
寄
与
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
合
理
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

認
定
畠
本
計
画
に
菖
づ
く
取
り
組
み
に

対
す
る
支
蝿
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
実
施

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
推

進
す
る
た
め
、
市
街
地
の
整
備
改
善
、
都
市
福
利
施
設

の
整
備
、
街
な
か
居
住
の
推
進
、
商
業
の
活
性
化
な
ど

を
政
府

一
丸
と
な
っ
て
重
点
的
な
支
援
の
実
施
や
、
認

定
と
連
携
し
た
様
々
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

〈支
援
措
置
の
概
要
〉

O
都
市
機
能
の
集
積
促
進
(
市
街
地
の
整
備
改
善
・
都

市
福
利
施
設
の
整
備
な
ど
)
関
係

〈〉
暮
ら
し

・
に
ぎ
わ
い
再
生
事
業
H

認
定
中
心
市
街

地
に
つ
い
て
、
都
市
機
能
の
街
な
か
立
地
支
援
、

空
き
ピ
ル
の
再
生
、
多
目
的
広
場
な
ど
の
整
備
並

び
に
関
連
空
間
整
備
や
計
画
作
成
・
コ

l
デ

イ

ネ

l
ト
を
総
合
的
に
支
援
す
る
。

〈〉
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
拡
充
H
認
定
基
本
計
画
に

基
づ
く
事
業
を
行
う
地
区
が
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
場
合
、
公
共
投
資
の
効
率
化
、
地
域
振
興
の

い
ず
れ
に
も
貢
献
す
る
も
の
と
み
な
し
、
交
付
限

度
額
に
お
け
る
市
町
村
の
提
案
事
業
枠
を
一
割
か

ら
二
割
に
拡
大
し
、
市
町
村
の
創
意
工
夫
を
よ
り

一
層
活
か
し
た
取
り
組
み
を
推
進
。

O
街
な
か
居
住
の
推
進
関
係

。
中
心
市
街
地
共
同
住
宅
供
給
事
業
H

認
定
中
心
市
街

地
に
お
い
て
、
優
良
な
共
同
住
宅
の
供
給
を
支
援
す

る
。
ま
た
、
税
の
特
例
も
講
じ
て
い
る
。

〈〉
街
な
か
居
住
再
生
フ
ァ
ン
ド
H

認
定
中
心
市
街
地

に
お
い
て
、
街
な
か
居
住
の
再
生
に
資
す
る
住
宅

な
ど
の
整
備
事
業
や
活
動
拠
点
な
ど
の
整
備
事
業

に
対
し
、
出
資
に
よ
り
支
援
す
る
。

O
商
業
等
の
活
性
化
関
係

〈〉
戦
略
的
中
心
市
街
地
商
業
等
活
性
化
支
援
事
業
H

認
定
中
心
市
街
地
に
お
い
て
、
民
間
事
業
者
が
行

う
商
業
基
盤
施
設
・
商
業
な
ど
の
活
性
化
に
資
す

る
施
設
整
備
事
業
、
活
性
化
に
つ
な
が
る
ソ
フ
ト

事
業
を
支
援
す
る
。

。
大
規
模
小
売
庖
舗
立
地
法
の
特
例
H
中
心
市
街
地

に
お
け
る
大
規
模
小
売
庖
舗
の
立
地
を
促
進
し
、

中
心
市
街
地
の
商
業
な
ど
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
認
定
中
心
市
街
地
に
お
け
る
大
規
模
小
売
庖

舗
の
新
設
又
は
変
更
の
際
の
届
出
自
体
を
不
要
と

す
る
な
ど
に
よ
り
、
大
規
模
小
売
庖
舗
立
地
法
の

手
続
を
実
質
的
に
適
用
除
外
と
す
る
。

ま
た
、
計
画
期
間
中
に
認
定
基
本
計
画
に
掲
げ
た
取

り
組
み
の
着
実
な
実
施
を
通
じ
、
目
標
を
達
成
で
き
る

よ
う
、
市
町
村
は
設
定
し
た
数
値
目
標
に
係
る
指
標
の

確
認
も
含
め
た
定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
結
果
、
認
定
基
本
計
画

に
記
載
さ
れ
た
事
項
と
中
心
市
街
地
の
現
状
や
事
業
の

実
施
状
況
な
ど
か
ら
判
断
し
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
認
定
基
本
計
画
を
見
直
し
、
再
度
認
定
の
申

請
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

内
閣
府
担
当
室
は
、
地
方
支
分
部
局
を
含
め
た
関
係

府
省
庁
と
の
緊
密
な
連
携
の
下
、

一
元
的
な
相
談
窓
口

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
基
本
計
画
の
作
成
お

よ
び
認
定
申
請
な
ど
に
際
し
て
は
、
事
前
の
相
談
を
広

く
受
け
付
け
て
お
り
、
現
在
も
多
く
の
自
治
体
が
認
定

を
目
指
し
、
内
閣
府
担
当
室
に
相
談
に
来
ら
れ
て
い
る
。

上
記
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
た
、
意
欲
あ
る
市
町
村
の
積

極
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
期
待
し
て
い
る
。

地層ぐるみの取組により、中心市街地を活性化
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空庖舗の活用
イベントの実施

空きピルの破修

コンパージョンの支援
! 病院、文化施恒等のまちなかへ

の立泊支掻



を市場に投入「新商品」JOIN発

一地方交流会も各地で開催ヘ-

J
O
I
N
(移
住
・
交
流
推
進
機
構
)
の

新
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
研
究
委
員
会
は
、
移
住
・

交
流
を
テ
l
マ
と
し
た
「
新
商
品
」
を
今
年

度
、
次
々
と
市
場
に
投
入
す
る
。

ま
ず
、
五
月
に
は
「
福
利
厚
生
ビ
ジ
ネ
ス

連
携
研
究
会
(
委
員
長
・
和
歌
山
県
)
」
が
、

福
利
厚
生
代
行
企
業
大
手
三
社
と
協
力
し
、

全
国
六
千
を
超
え
る
企
業
の
社
員
向
け
に
、

研
究
会
に
参
加
す
る
九
県
の
「
田
舎
暮
ら
し

体
験
」
を
こ
の
夏
か
ら
企
画
・
販
売
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
こ
の
新
商
品
の
投
入
に
対

す
る
反
響
は
大
き
く
、
日
経
新
聞
が
取
り
上

げ
た
の
を
は
じ
め
、
雑
誌
の
取
材
や

一
般
企

業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ

た
。

続
い
て
、
六
月
に
は
「
地
域
の
受
入
体
制

と
移
住
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
委
員
会
(
委
員
長
・

北
海
道
)
」
が
、
子
ど
も
と
団
塊
世
代
向
け

に
、
北
海
道
で
の
長
期
滞
在
型
旅
行
商
品
を

企
画
・
販
売
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、

通
常
の
圏
内
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
商
品
に
は
な

い
六
泊
以
上
の
長
期
滞
在
を
通
じ
て
、
豊
か

な
自
然
の
中
で
健
康
や
生
き
る
力
を
身
に
付

け
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

J
O
I
N
は
今
後
、
こ
う
し
た
新
商
品
を

ど
し
ど
し
市
場
に
投
入
し
、
都
市
か
ら
地
方

へ
の
移
住
や
二
地
域
居
住
へ
の
呼
び
水
に
す

る
と
と
も
に
、
官
民
連
携
に
よ
る
移
住

・
交

流
を
強
く
後
押
し
し
て
い
く
。

ま
た
、

J
O
I
N活
動
の
本
格
化
に
伴
い
、

新
た
に
始
ま
っ
た
取
り
組
み
と
し
て
は
「
地

方
交
流
会
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
昨
年
度
は

東
京
の
み
で
開
催
し
た
が
、
今
年
度
は
五
月

の
「
地
方
交
流
会
i
n
青
森
」
を
皮
切
り
に
、

全
国
十
二
カ
所
(
予
定
)
で
相
次
ぎ
開
催
し

て
い
く
予
定
だ
。

既
に
開
催
さ
れ
た
地
方
交
流
会
と
し
て

は
、
前
述
の
青
森
県
の
ほ
か
、
六
月
に
は
広

島
、
島
根
、
福
井
の
三
県
で
そ
れ
ぞ
れ
特
色

あ
る
交
流
会
を
開
催
、
各
会
場
に
は
百
人
前

後
の
関
係
者
が
詰
め
掛
け
た
。
中
で
も
、
移

住
・
交
流
を
通
じ
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

造
を
目
指
す
企
業
と
自
治
体
の
交
流
は
、
熱

気
に
あ
ふ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、
各

地
で
行
っ
た
J
O
I
N
会
員
企
業
に
よ
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
各
企
業
の
専
門

分
野
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
の
ア
イ
デ
ア

の
披
露
・
紹
介
に
、
参
加
し
た
自
治
体
か
ら

の
注
目
が
集
ま
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
東
京
と
地
方
で
開
催
さ
れ
た
交

流
会
の
出
会
い
を
契
機
に
、
企
業
と
自
治
体

が
新
た
な
施
策
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
今
後
、
続
々

と
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ

れ
る
。
さ
ら
に
今
年
度
、
も
う

一
つ
の
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
「
J
O
I
N
セ
ミ
ナ
ー
」
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
田
舎
暮

ら
し
の
実
践
者
を
講
師
と
し
て
招
き
、
田
舎

暮
ら
し
に
関
心
の
あ
る
団
塊
世
代
に
、
田
舎

暮
ら
し
の
良
さ
や
成
功
の
秘
訣
を
語
っ
て
い

た
だ
く
。
先
月
、
そ
の
記
念
す
べ
き
第

一
回

セ
ミ
ナ
ー
を
東
京

・
有
楽
町
で
開
催
、

三
十

人
の
募
集
に
対
し
て
定
員
を
大
幅
に
超
え
る

四
十
四
人
が
参
加
し
た
。

そ
の
中
で
、
佐
藤
彰
啓
・
ふ
る
さ
と
情
報

館
代
表
の
「
失
敗
し
な
い
田
舎
暮
ら
し
の
心

得
」
の
講
演
は
、
実
践
者
な
ら
で
は
の
具
体

的
か
つ
現
実
を
見
据
え
た
内
容
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
田
舎
暮
ら
し
を
始
め
て
み
よ
う
と
考

え
て
い
る
人
に
大
変
有
意
義
な
内
容
と
な
っ

た
よ
う
だ
。

J
O
I
N
は
、
こ
う
し
た
様
々
な
活
動
を

通
じ
て
、
全
国
に
移
住
・
交
流
の
機
運
を
広

げ
、
官
民
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

ど
し
ど
し
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

(
J
O
I
N事
務
局

村
上
信
吾
)

、以届ゆ33 20凹 8月号
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つ
に
な

っ
た
村
の
魅
力
発
見
と
情
報
の
発
信

福
岡
空
港
か
ら
高
速
パ
ス
、
路
線
パ
ス
を

乗
り
継
い
で
二
時
間
弱
。
福
岡
県
東
峰
村
は

人
口
三
千
人
ほ
ど
の
小
さ
な
村
。
平
成
十
七

年
三
月
、
宝
珠
山
村
と
小
石
原
村
が
合
併
し

て
で
き
た
こ
の
村
に
は
、
「
日
本
の
棚
田
百
選
」

に
選
ば
れ
た
棚
田
が
山
あ
い
に
広
が
り
、
「
平

成
の
名
水
百
選
」
の
岩
屋
湧
水
が
湧
き
出
て

い
る
。
東
京
か
ら
飛
び
立
っ
て
わ
ず
か
四
時

間
余
り
だ
が
、
ま
さ
に
「
桃
源
郷
」
に
降
り

立
っ
た
気
分
だ
。

福
岡
、
北
九
州
、
久
留
米
な
ど
、
福
岡
県

の
主
要
都
市
か
ら
い
ず
れ
も
車
で

一
時
間
前

後
の
、
遠
過
ぎ
ず
、
近
過
ぎ
な
い
こ
の
山
里

の
魅
力
を
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
こ
う
し

た
情
報
発
信
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
東

峰
そ
ん
み
ん
塾
」
を
訪
ね
た
。

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
苓
重
雄
炉
と

伊

達

ト
講
座
の
開
設

平
成
十
六
年
、
朝
倉
郡

一
帯
の
地
域
に
合

併
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
時
、
旧
宝
珠
山
村

と
旧
小
石
原
村
は
べ
福
岡
県
内
で
唯
二
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
の
な
い
地
域
だ
っ
た
。
合
併
を
機

に
、
村
に
も
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
と
願
っ
た

人
は
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
役
場
や
公
共
施

設
を
結
ぶ
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
は
敷
設
さ
れ
た

も
の
の
、
村
中
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

す
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
が
続
く
同
十
八
年
三
月、

村
に
移
動
県
知
事
室
が
や
っ
て
来
た
。
現
在
、

同
塾
の
副
塾
頭
を
務
め
る
味
噌
醤
油
醸
造
元

(
有
)
カ
ネ
ダ
イ
の
女
将
、
井
上
靖
子
さ
ん
の

「
村
に
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
」
の

一
声
が
、
こ

の
動
き
を
一
気
に
推
し
進
め
た
。
設
備
投
資

な
ど
の
問
題
か
ら
、

A
D
S
L
の
導
入
が
始

ま
っ
た
が
、
単
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
終
ら

せ
な
い
た
め
の
ソ
フ
ト
事
業
の

一
つ
と
し
て
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
塾
講
座
」
が
開
設
さ

れ
た
。
同
講
座
は
、
導
入
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
を
活

用
し
つ
つ
、
地
域
の
人
々
の
協
働
に
よ

っ
て

地
域
資
源
を
再
確
認
し
、
そ
れ
を
編
集
し
て

い
く
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
と
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
事
業
と
し

て
始
ま
っ
た
。
慶
応
義
塾
大
学
総
合
政
策
学

部
の
園
領
二
郎
教
授
、
飯
盛
義
徳
准
教
授
ら

と
そ
の
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
が
、
各
地
で
成

果
を
上
げ
て
い
る
地
域
情
報
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

女団体プロフィ ル女

設立年=2007年4月

設立 ー運営主体=自主的組織

代表者二漉谷博昭

会員数=10人

<事務局連絡先>

〒838-1601 

福岡県朝倉郡東峰村大字

小石原941-9 

日野

(電話)(0946) 74 -2311 

ト
の
中
か
ら
、
富
山
県
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
市
民
塾
」
を
は
じ
め
と
し
た
三
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
村
に
紹
介
、
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
た
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
よ
う
と
い
う

一
つ
で
あ
る
。

平
成
十
九
年
二
月
、
富
山
県
で
市
民
塾
の

推
進
協
議
会
事
務
局
長
を
務
め
る
柵
富
雄
氏

が
来
村
、
第

一
回
の
講
座
が
聞
か
れ
、
岡
県

で
の
ネ
ッ
ト
活
動
を
紹
介
し
た
。
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
、
し
好
品
の
紅
茶
か
ら
地
域
の
歴
史
・

文
化
ま
で
、
大
学
教
授
に
よ
る
ス
ク
ー
リ
ン

グ
ま
で
を
含
め
た
本
格
的
な
講
座
が
、
講
師

と
受
講
生
問
で
双
方
向
的
に
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
説
明
。
そ
の
中
で
、
受
講
生
が
自

分
で
講
座
の
ペ

1
ジ
の
つ
く
り
方
を
学
び
、

講
師
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
受
講
す
る
う
ち

に
、
講
師
と
受
講
生
、
そ
れ
に
受
講
生
の
聞

に
交
流
の
輪
が
で
き
、
仲
間
づ
く
り
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。

翌
三
月
の
第
二
回
講
座
で
は
、
講
座
づ
く

り
の
実
践
と
し
て
、
村
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
や
棚
田
と
棚
田
米
に
つ
い
て
の
情
報
を
持

ち
寄
り
、
東
峰
村
を
知
る
講
座
ベ

1
ジ
を
作

成
。
講
座
を
つ
く
る
こ
と
が
簡
単
で
、
住
民

が
容
易
に
情
報
発
信
で
き
る
こ
と
、
講
座
づ

く
り
を
通
し
て
、
仲
間
づ
く
り
や
村
の
再
発

見
が
で
き
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

そ
し
て
、
こ
の
活
動
を
講
座
受
講
者
五
人

が
中
心
に
継
続
し
、
住
民
と
と
も
に
村
の
情

回毎の月見に集まった塾生たち

ぬ属幼

小学校廃校を利用した宿泊施設「ほうしゅ楽舎J

報
を
集
め
、
発
信
し
て
い
く
東
峰
そ
ん
み
ん

塾
を
開
講
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

村
の
ホ
l
ム
ベ
ミ
羽
週
奮
と

d
f午
、

交
流
の
拡
大

東
峰
そ
ん
み
ん
塾
の
主
な
事
業
は
、
情
報

発
信
ツ

l
ル
で
あ
る
村
の
情
報
ポ

l
タ
ル
サ
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イ
ト
と
も
言
え
る
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
「
東
峰
そ

ん
み
ん
塾
」
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、

二
つ
の
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。一
つ
は
、
こ
の
情
報
発
信
ツ
l
ル
を
住
民

が
簡
単
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
催
で
あ
る
。
高

齢
化
率
が
三
五
%
を
超
え
、
ブ
ロ
ー
ド
、
バ
ン

ド
が
な
か

っ
た
村
で
は
、
そ
も
そ
も
パ
ソ
コ

ン
に
対
す
る
理
解
の
な
い
住
民
が
大
勢
い
る
。

古
く
か
ら
こ
の
村
に
住
み
、
こ
の
村
の
良
さ

を
肌
で
知
っ
て
い
る
住
民
た
ち
に
、
気
軽
に

使
え
る
道
具
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
を
受
け
入

れ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
教
室
の
開

設
に
?
な
が
っ
た
。

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
講
師
と
い
っ
て
も
、
ほ

と
ん
ど
素
人

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
塾
講

座
」
の
受
講
者
た
ち
数
人
が
、
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
住
民
に
教
え
る
。

ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
の
つ
く
り
方
に
限
ら
ず
、
ワ
ー

プ
ロ
や
表
計
算
ソ
フ
ト
、
年
賀
状
づ
く
り
な

ど
を
通
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ
て
も
ら
う
。

住
民
が
帰
宅
し
て
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
場
合
、
時
に
は
住
民
宅
に
行
っ
て
復
習
す

る
。こ
う
い
う
交
流
を
通
じ
、
教
え
る
者
と
教

わ
る
者
、
教
え
る
者
た
ち
ゃ
教
わ
る
者
た
ち

の
関
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る
。「
パ
ソ

コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル

で
も
リ
ア
ル
で
も
、
住
民
同
士
を
つ
な
ぐ
媒

体
だ
」
と
、
市
民
塾
講
座
の
受
講
生
だ
っ
た

塾
頭
の
櫨
谷
博
昭
さ
ん
は
言
う
。
今
で
は
、

初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
加
え
、
中
級

者
向
け
の
ペ

l
ジ
作
成
に
特
化
し
た
講
座
も

企
画
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

も
う

一
つ
の
活
動
は
、
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
「
東

峰
そ
ん
み
ん
塾
」
を
彩
る
、
地
域
情
報
の
収

集
と
村
の
魅
力
を
伝
え
る
事
業
の
開
催
だ
。

村
に
は
、
世
界
に
発
信
で
き
る
魅
力
的

な
素
材
が
い
く
ら
で
も
あ
る
。

冒
頭
で
紹
介
し
た
村
中
に
広
が
る

棚
田
や
、
釈
迦
ヶ
岳
か
ら
湧
き
出
る
岩

屋
湧
水
は
も
ち
ろ
ん
、

宝
珠
山
川
に
は

ホ
タ
ル
が
舞
い
、
修
験
者
が
峰
入
り
修

行
し
た
山
々
に
は
、
春
は
シ
ャ
ガ
の
可

憐
な
花
が
咲
き
、
樹
齢
二
百

1
五
百
年

と
い
わ
れ
る
杉
の
巨
木
が
群
生
し
て
い

る
。
「
巨
木
百
選
」
に
選
ば
れ
た
大
王

杉
は
、
樹
齢
六
百
年
、
幹
回
り
八
メ
ー

ト
ル
以
上
と
ま
さ
に
圧
巻
だ
。
さ
ら
に

旧
小
石
原
村
に
は
、
陶
芸
家
の
柳
宗
悦

氏
や
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
l
チ
氏
も
高
く

評
価
し
た
小
石
原
焼
の
窯
元
が
、
今
も

数
多
く
陶
器
を
焼
き
続
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
素
材
を
活
用
し
、
塾
生
た

ち
は
村
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
と

やまあいに広がる棚田

も
協
働
し
、
山
開
き
に
甘
酒
や
山
菜
の
み
そ

汁
、
た
け
の
こ
弁
当
な
ど
を
登
山
者
に
振
る

舞
い
、
東
峰
村
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
試
み
た
。

ま
た
、
今
年
は
あ
い
に
く
の
天
気
だ
っ
た
が
、

田
植
え
が
済
ん
だ
棚
田
に
映
る
満
月

「
回
毎

め

の
月
」
を
愛
で
る
会
を
開
催
。
塾
生
以
外
に

も
村
の
有
志
が
参
加
し
、
村
外
か
ら
も
来
客

が
訪
れ
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
東
峰
そ
ん
み

ん
塾
を
飾
る

一
ペ
ー
ジ
に
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
村
民
に
と
っ
て
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
村
の
魅
力
の
再
発
見
、
村
外
か
ら
の
満
足

度
の
高
い
集
客
に
も
?
な
が
っ
て
い
る
。
平

成
十
九
年
十

一
月
の
日
経
地
域
情
報
化
大
賞

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
発
表
し
、
注
目
を
浴
び
た
。

広
が
る
コ
ミ
ュ
ヘ苔
η
4
7
と

7
4
b法
カ
フ
ェ
」
構
想

も
ち
ろ
ん
、
課
題
は
あ
る
。
同
二
十
年
三

月
に

A
D
S
L
の
導
入
が
完
了
し
た
東
峰
村

は
、
今
後
い
か
に
こ
の
イ
ン
フ
ラ
を
村
民
に

活
用
し
て
も
ら
う
か
を
テ
l
マ
に
、
啓
発

・

推
進
策
と
し
て
、
様
々
な
広
報
や
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
高
い

高
齢
化
率
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ず
か
三
カ

月
で

A
D
S
L
加
入
世
帯
は
村
の
全
世
帯
の

四
分
の

一
以
上
に
当
た
る
二
百
世
帯
を
超
え

た
。
こ
う
し
た
中
、
村
民
た
ち
が
ネ
ッ
ト
上

で
の
情
報
発
信
や
映
像
編
集
な
ど
を
す
る
た

め
、
顔
を
突
き
合
わ
し
て
集
ま
る
場
「
メ
デ
ィ

ア
カ
フ
ェ
」
の
開
設
構
想
や
、
ネ
ッ
ト
上
で

村
の
特
産
品
を
販
売
す
る
実
証
実
験
も
検
討

し
て
い
る
。
村
と
塾
の
目
指
す
方
向
は
基
本

的
に
は
同
じ
な
の
だ
。

し
か
し
、
塾
は
村
に
頼
ら
な
い
独
自
の
活

動
を
展
開
し
て
い
る
た
め
に
、
村
と
の
定
期

的
な
意
見
交
換
や
、
両
者
の
役
割
分
担
な
ど

めがね橋を走る鉄道にもファンが

の
あ
り
方
は
ま
だ
模
索
中
の
段
階
だ
。
村、

村
民
、
塾
が
今
後
、
ど
の
よ
う
な
「
結
い
」

を
つ
く
っ
て
い
く
の
か
が
、
今
後
の
成
功
の

一
端
を
担
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

回
毎
の
月
を
愛
で
る
会
で
、
参
加
者
が
こ

ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。
「
村
は
合
併
し
て

一
つ
に
な
っ
た
け
ど
、
こ
の
活
動
を
し
て

『宝

珠
山
に
は
こ
ん
な
素
敵
な
人
が
い
る
。
小
石

原
に
は
こ
ん
な
楽
し
い
人
が
い
る
」
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
も
い
い
よ

ね

」

|
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
は
着
実
に

始
ま
っ
て
い
る
。
「
長
く
活
動
し
て
い
こ
う
と

思
っ
た
ら
、
自
分
た
ち
が
楽
し
く
な
き
ゃ
。

村
に
来
て
も
ら
お
う
と
思
っ
た
ら
、
村
の
人

た
ち
が
楽
し
そ
う
に
し
て
る
の
を
見
せ
な

き
ゃ
」
と
、
塾
頭
は
言
う
。
派
手
な
活
動
よ
り
、

今
は
地
盤
を
固
め
た
い
と
い
う
考
え
だ
。

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
東
峰
そ
ん
み
ん
塾
が

今
後
、
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
た
ま
た
ま

出
会
っ
た
村
の
人
に
、
「
東
京
か
ら
来
た
の
?

私
は
こ
の
村
が
大
好
き
。
ま
た
来
て
ね
。」
と

言
わ
れ
て
、
塾
の
将
来
が
楽
し
み
に
な
っ
た
。

編
集
委
員

・

大
井
武
幸
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銚
子
の
水
先
案
内
人

f
)
市
民
回
線
で
心
の
こ
も
っ

千
葉
県
銚
子
市
は
、
東
京
か
ら
東
へ
約
百

キ
ロ
に
位
置
し
、
人
口
約
七
万
三
千
人
、
温

暖
な
気
候
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
日
本

で
一
番
早
く
初
日
の
出
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
犬
吠
埼
が
あ
り
、
ま
た
「
地
球
が
丸
く
見

え
る
ま
ち
」
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
利
根
川

と
太
平
洋
に
固
ま
れ
た
関
東
平
野
最
東
端
の

農
漁
業
・
商
工
業

・
観
光
都
市
で
あ
る
。

今
回
は
、
地
元
の
優
れ
た
観
光
資
源
を
活

か
し
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
す

る
「
銚
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
観
光
船
頭

会
」
(
観
光
船
頭
会
)
の
鈴
木
俊
雄
会
長
を

訪
ね
た
。

L
が
活
動
の
背
景
に

観
光
船
頭
会
は
、
銚
子
を
訪
れ
る
観
光
客

に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
旅
の
サ
ポ
ー
ト
を

提
供
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
。
活
動
の
目
的

と
し
て
は
、
市
民
の
目
線
で
見
た
銚
子
の
魅

力
を
十
分
に
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
背
景
に
は
メ
ン
バ
ー
の
地
域
に
対
す
る

熱
い
思
い
が
あ
る
。

観
光
船
頭
会
の
設
立
の
き

っ
か
け
は
、

平

成
十
三
1
十
四
年
に
銚
子
市
が
観
光
ガ
イ
ド

養
成
を
目
的
に
開
催
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
養
成
講
座
で
あ
る
。
そ
の
講
座
の
講
師

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
永
津
謹
吾
さ
ん
を
会

長
と
し
、
第

一
期
生
、
第
二
期
生
を
中
心
に

同
十
五
年
十
月
に
結
成
さ
れ
た
。
観
光
船
頭

会
と
い
う

一
風
変
わ

っ
た
名
称
の
由
来
は
、

銚
子
観
光
の
水
先
案
内
人
と
し
て
組
織
の
活

鈴木俊雄会長

女団体プロフィ ル貴

設立年二2003年 10月

設立 ・運営主体=自主運営

代表者二鈴木俊雄

会員数=26人

<事務局連絡先>

干288-0044

千葉県銚子市西芝町 1

(社)銚子市観光協会

(電話)0479-22-1544 

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

「船

頭
」
と
い
う
言
葉
に
こ
だ
わ

っ
た
。

現
在
の
観
光
船
頭
会
は
、
市
内
に
在
住
す

る
市
民
二
十
六
人
が
会
員
と
し
て
所
属
し
て

い
る
。
会
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
を
持
っ

て
い
る
た
め
、
そ
の
役
割
分
担
に
よ
り
七
つ

の
班
に
分
か
れ
て
い
る
。
班
は
、
各
班
長
で

構
成
さ
れ
る
特
A
班、

実
際
に
ガ
イ
ド
を
行

、っ

一
班
四

1
五
人
の

B
班

1
G班
ま
で
の
七

班
で
編
成
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
班
ご
と
に
、
ガ
イ
ド
を

実
施
し
て
い
る
。

せ
ん
べ
い

「
ぬ
れ
煎
餅
」
で
も
有
名

な
銚
子
電
鉄
。
同
電
鉄
の
犬

吠
駅
を
降
り
る
と
す
ぐ
に
、

古
い
電
車
が
見
え
る
。
こ
こ

は
、
観
光
船
頭
会
の
案
内
所

で
あ
り
、
土
・
日
と
祝
日
の

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
の

間
は
、
緑
色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー

を
着
た
メ
ン
バ
ー
が
観
光
客

を
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る
。

案
内
所
で
は
、
銚
子
の
観

光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
「
ま
ち

あ
る
き
マ

ッ
プ
」
な
ど
、
銚

子
観
光
に
役
立
つ
資
料
を
配

布
し
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
が

犬
吠
駅
を
訪
れ
た
観
光
客
に
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た
観
光
ガ
イ
ド
f
)

以財包

対
し
、
銚
子
の
観
光
ル
l
ト
の
相
談
に
も
乗
っ

て
く
れ
る
。

観
光
船
頭
会
に
ガ
イ
ド
を
依
頼
す
る
場
合

は
、
原
則
と
し
て
十
人
以
上
の
団
体
ま
た
は

グ
ル
ー
プ
で
、
十
日
前
ま
で
に
申
し
込
み
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
観
光
船
頭

会
が
団
体
な
ど
の
要
望
に
応
じ
て
観
光
コ
ー

ス
を
コ

l
デ

イ

ネ

l
ト
し
、
ガ
イ
ド
を
行

っ

て
く
れ
る
。
ま
た
、

土

・
日
と
祝
日
に
つ
い今回ガイドしてくれた観光船頭会の皆さん



. 地域づくり団体探訪

て
は
、
案
内
所
で
随
時
コ

l
デ
イ
ネ

l
ト
の

受
け
付
け
を
行
っ
て
お
り
、
予
約
の
状
況
に

よ
っ
て
は
ガ
イ
ド
の
対
応
も
可
能
で
あ
る
。

も
て
な
し
の
心

な
対
応

取
材
に
伺
っ
た
こ
の
日
は
、
ガ
イ
ド
の
予

約
が
入

っ
て
お
り
、
福
島
県
い
わ
き
市
か
ら

銚
子
を
訪
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
観
光
ガ
イ
ド
に

同
行
し
た
。
コ
ー
ス
は
犬
吠
埼
灯
台
に
始
ま

り
、
「
佐
藤
晴
夫
、
高
浜
虚
子
ほ
か
文
学
碑
」
・

「
地
球
の
丸
く
見
え
る
丘
展
望
館
」
ま
で
を

巡
る
約
二
時
間
の
観
光
コ

l
ス
で
あ
る
。

こ
の
日
の
対
応
メ
ン
バ
ー
は
、
会
長
の
ほ

か
四
人
に
よ
る
班
編
成
で
あ
り
、
会
長
が
全

体
の
コ

l
デ
イ
ネ

l
ト
を
行
い
、
他
の
メ
ン

バ
ー
が
担
当
す
る
施
設
や
文
学
碑
に
つ
い
て

ガ
イ
ド
を
行

っ
た
。
ガ
イ
ド
に
同
行
し
て
感

じ
た
の
は
、
ま
ず
観
光
船
頭
会
と
観
光
客
と

の
距
離
が
非
常
に
近
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
観
光
船
頭
会
は
営
利
目
的
で
活

動
し
て
い
な
い
た
め
、
銚
子
の
魅
力
や
良
さ

を
観
光
客
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
と
い
う
、
も
て
な
し
の
心
で

ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
特
徴
的
だ

っ
た
の
が
、
説
明
後
や

移
動
中
に
観
光
客
か
ら
の
質
問
が
と
て
も
多

い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
対
応
す
る

一
班

が
四

1
五
人
で
構
成
さ
れ
、
常
に
何
で
も
気

さ
く
に
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
雰
囲
気

を
持
っ
て
ガ
イ
ド
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
ガ
イ
ド
参
加

者
か
ら
も

「
市
民
目
線
の
ガ
イ
ド
の
た
め
、

我
々
と
近
い
立
場
で
説
明
し
て
く
れ
る
」「
と

て
も
楽
し
く
分
か
り
ゃ
す
い
」
「
質
問
に
も

丁
寧
に
答
え
て
く
れ
る
た
め
、
非
常
に
あ
り

が
た
い
」
な
ど
の
満
足
そ
う
な
感
想
が
聞
か

れ
た
。

鈴
木
会
長
は
、
銚
子
観
光
に
つ
い
て
「
自

然
が
多
く
、
い
つ
来
て
も
楽
し
め
る
。
せ
っ

か
く
来
た
の
だ
か
ら
、
少
し
で
も
銚
子
の

文
化
な
ど
の
知
識
を
得
て
帰
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
す
。
ま
た
、
今
回
の
ガ
イ
ド
の
メ

ン
バ
ー
で
副
会
長
で
も
あ
る
関
源
五
郎
さ
ん

は、

「
実
際
は
、
ガ
イ
ド
を
行

っ
て
い
る
こ

ち
ら
も
楽
し
ん
で
い
る
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
た
。

も
て
な
し
の
心
を
持
っ
て
、
そ
し
て
ガ
イ

ド
す
る
ほ
う
も
楽
し
い
。
こ
れ
ら
が
、
観
光

船
頭
会
の
活
動
を
成
功
さ
せ
て
い
る
理
由
な

の
で
あ
ろ
、
つ
。

課
題
は
新
会
是
司
確
謀
と

炉
旅
経
プ
ラ
ン
の
提
供

観
光
船
頭
会
の
コ

l
デ
イ
ネ

l
ト

・
ガ
イ

ド
は
、
年
間
で
約
四
十

1
五
十
団
体
、
人

数
に
し
て
約
千
五
百
人
に
行
っ
て
お
り
、
一

度
に
百
二
十
人
を
ガ
イ
ド
し
た
こ
と
も
あ
る

ょ
う
だ
。
客
層
は

様
々
だ
が
、
主
に

研
修
視
察
と
し
て

活
用
す
る
団
体
が

多
い
よ
う
で
あ
る
。

中
に
は
、
無
理
な

要
望
を
言

っ
て
く

る
団
体
も
あ
り
、

そ
の
場
合
は
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

対
応
し
か
で
き
な

い
と
し
て
、
そ
の

趣
旨
の
理
解
を
求

め
て
い
る
。

ま
た
、
コ

l
デ
イ

ネ

l
ト
や
ガ
イ
ド

以
外
の
活
動
と
し

て
は
、
月

一
回
程

地球の丸く見える丘展望館での観光ガイド

犬吠駅前にある銚子電鉄の旧車両を活用した観光船頭会の案内所

度
の
ガ
イ
ド
の
勉
強
会
、
年
二
回
の
研
修
会

や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
開
催
な
ど
を
積
極

的
に
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
で
観
光

地
を
回
る
た
め
、
各
地
で
ご
み
拾
い
な
ど
も

行
っ
て
お
り
、
海
岸
清
掃
も
年
に
二
1
一二
回

実
施
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
観
光
船
頭
会
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
が
、
課
題

も
あ
る
よ
う
だ
。
「
新
人
(
新
会
員
)
が
な

か
な
か
入
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
最
大
四
十
七

人
の
会
員
が
い
た
が
、
現
在
は
二
十
六
人
と

少
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
会
員
募
集
の
告

知
は
、
市
の
協
力
を
得
る
な
ど
努
力
し
て
い

る
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
」
と
鈴

木
会
長
は
、
課
題
を
話
し
て
く
れ
た
。
現
時

点
で
は
、
現
在
の
会
員
数
で
ガ
イ
ド
の
対
応

は
で
き
る
よ
う
だ
が
、
今
後
、
よ
り
充
実
し

た
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
新
会
員
の

確
保
は
重
要
で
あ
る
。

最
後
に
、
観
光
船
頭
会
の
今
後
の
活
動
に

つ
い
て
、
鈴
木
会
長
に
尋
ね
て
み
た
。
「ガ

イ
ド
の
内
容
は
現
在
で
も
試
行
錯
誤
の
状
態

だ
。
よ
り
よ
い
ガ
イ
ド
を
行
う
た
め
に
、
皆

で
日
々
に
勉
強
し
て
い
る
。
今
後
は
、
団

体
か
ら
オ
ー
ダ
ー
を
聞
い
て
旅
の
コ

l
デ
イ

ネ

l
ト
を
す
る
の
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
か

じ
め
観
光
地
を
パ

ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
複
数
の

コ
l
ス
を
準
備
し
、
観
光
客
に
観
光
コ

l
ス

を
選
択
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
旅
行
.フ
ラ
ン

も
提
供
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
今
後
の
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
た
。
銚

子
を
訪
れ
る
人
へ
の
心
遣
い
か
ら
、
活
動
に

新
た
な
展
開
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

市
民
の
目
線
で
心
の
こ
も

っ
た
銚
子
の
旅

を
コ

l
デ
イ
ネ

l
ト
し
て
く
れ
る
観
光
船
頭

会
の
活
動
は
、
今
後
も
楽
し
み
で
あ
る
。

編
集
委
員

草
野
達
也

:↓革対句

• 
2008・8月号37 



-
・
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
活
性
化
助
成
優
良
事
業
紹
介

(
宮
城
県
岩
沼
市
)

「
健
幸
」
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地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
活
性
化
助
成
事
業
と
し
て
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
健
康
増
進
の
推
進
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、
市
町
村
に
よ
る
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
有
効
利
活
用
の
促
進
を
支
援
し
て
い
る
。
平
成
十
九

年
度
に
こ
の
制
度
の
ソ
フ
ト
事
業
を
利
用
し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的
と
し
た
教
室
の
開
催
芯
ど
を
通
し
て
、
医
療
費
縮
減
に
も

つ
な
が
る
体
系
化
さ
れ
た
総
合
健
康
増
進
事
業
を
行
っ
た
宮
城
県
岩
沼
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

• 

岩
沼
市
は
、
「
生
涯
現
役
市
民
」
を
理
想

像
と
し
て
、
健
康
で
長
生
き
、
そ
し
て
誰
も

が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
「
健
幸
」
先
進
都
市
の
実
現
を
市
政
運

営
の
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
大
き
な
柱

で
あ
る
市
民
の
健
康
増
進
に
力
を
注
い
で
い

る
。宮
城
県
中
央
部
に
位
置
す
る
当
市
は
、
総

面
積
約
六
十
平
方
キ
ロ
、
国
道

4
号、

6

号
の
結
節
点
、

J

R
東
北
本
線
と
常
磐
線

の
分
岐
点
で
、
仙
台
空
港
が
あ
る
交
通
の
要

衝
で
も
あ
る
。
平
成
十
七
年
国
勢
調
査
の

人
口
は
四
万
三
千
九
百
二
十
一
人
、
出
生
率

一
0
・
一
七
、
増
加
率
は
六
・
一
%
と
、
東
北

・

北
海
道
の
全
市
で
一
番
の
伸
び
率
で
、
高
齢

化
率
は

一
七
・五
%
で
あ
っ
た
。

ま
た
民
間
経
済
情
報
誌
の
「
住
み
よ
さ

ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
全
国
七
百
八
十
市
中

六
十
六
位
(
平
成
十
八
年
)
と
な
っ
て
お
り
、
県

内
で
は
ト
ッ
プ
の
住
み
良
さ
を
誇
っ
て
い
る
0

.
健
康
増
進
と
生
涯
学
習
の
拠
点
圃

圃
「
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
岩
沼
」
圃

健
康
増
進
並
び
に
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設

で
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
岩
沼
」
は
、
自
然

散
策
路
も
設
置
さ
れ
て
い
る
約
百
七
十
七
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
敷
地
を
持
ち
、
各
種
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
下
、
四
季
折
々
の
自

クリーンピア岩沼

然
が
楽
し
め
る
身
近
な
里
山
と
し
て
保
全
活

動
が
行
わ
れ
、
市
民
共
有
の
財
産
と
な
っ
て

い
る
。
宿
泊
施
設
や
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
な
ど
の

屋
外
運
動
施
設
、
体
育
館
を
は
じ
め
と
し
た

屋
内
運
動
施
設
に
加
え
て
、
市
民
の
念
願
で

あ
っ
た
温
水
プ

l
ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ル

l
ム
を
備
え
た
プ

l
ル

棟
が
整
備
さ
れ
、
当
市
の
健
康
増
進
の
中
核

を
担
っ
て
い
る
。

当
市
の
国
民
健
康
保
険
の
平
成
十
八
年
五

月
の
医
療
費
の
動
向
を
見
る
と
、
疾
患
別
受

診
件
数
と
疾
患
別
費
用
額
の
四
分
の

一
を
循

環
器
系
疾
患
が
占
め
て
い
る
。
主
な
疾
患
の

受
診
件
数
割
合
は
、
高
血
圧
性
疾
患
が
最
も

多
く
、
続
い
て
糖
尿
病
、
心
疾
患
な
ど
、
上

位
の
ほ
と
ん
ど
が
日
々
の
生
活
習
慣
の
改
善

に
よ
り
予
防
可
能
な
疾
患
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
市
は
、
日
々
の
生
活
の
中
に
運
動

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
食
生
活
の
改
善
も

加
え
な
が
ら
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ

と
で
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
生
涯
現
役
で
過

ご
す
支
援
を
す
る
た
め
の
総
合
健
康
増
進
事

業
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

民
生
部
健
康
増
進
課

副
参
事
兼
課
長
補
佐

川
嶋
ミ
ヨ

一

一

I
.
〈生
活
習
慣
病
予
防
改
善
教
室

(健
康

ス
マ
イ
ル
百
コ

l
ス
)〉

住
民
健
診
に
お
い
て
脂
質
、
血
糖
値
の
結

果
が
「
要
指
導
」
で
あ
っ
た
市
民
を
対
象
に
、

個
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
示
、
栄
養
講
話
、
マ

シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
水
中
ウ
オ
l
キ
ン
グ

な
ど
を
十
回
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
。
ス
タ
ッ

フ
に
は
保
健
師
、
健
康
運
動
指
導
士
、
栄
養

士
、
運
動
補
助
員
を
配
置
し
、
効
果
測
定
と

個
人
の

モ
チ
ベ

l
シ
ヨ
ン
を
上
げ
る
た
め
、

教
室
前
後
に
各
種
検
査
(
血
液
、
一
負
荷
心
電

図
、
体
脂
肪
、
腹
聞
な
ど
)
な
ど
も
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
教
室
参
加
者
平
均
で
腹
聞
が

一子

一
セ
ン
チ
減
少
し
、
運
動
量
は
全
員
増
加

し
て
、
内
臓
脂
肪
減
少
に
必
要
な
運
動
量
を

満
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
食
生
活
も

改
善
し
、
適
切
な
食
習
慣
へ
の
意
識
も
向
上

し
た
。

E
.

〈メ
夕
、ホ
リ
ツ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
改

善
教
室
〉

住
民
健
診
の
結
果
、
肥
満
度

(
B
M
I
)

住
民
健
診
結
果
を
活
か
し
た

予
防
改
善
教
室
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が
二
四
以
上
、
ま
た
は
体
脂
肪
率
が
男
性

二
五
%
以
上
、
女
性
三

O
%
以
上
で
あ
る

四
十
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、
ヘ
ル
ス

チ
ェ
ッ
ク
や
食
事
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
基
に
個
人
の
運
動

・
食
事
の
目

標
を
設
定
し
、
有
酸
素
運
動
(
ウ
オ

l
キ
ン

グ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
)
、
水
中
運
動
な
ど
脂
肪

が
燃
焼
し
や
す
い
合
同
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、

七
回
に
わ
た
り
実
施
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
を
前
記
教
室
と
同
様
に
配
置

し
て
実
施
し
た
結
果
、
体
脂
肪
率
は
十
八
人

中
十
四
人
が
低
下
、

B
M
I
・
運
動
習
慣
は

十
七
人
が
改
善
、
腹
聞
は
全
員
が
減
少
し
、

平
均
で
四
・二
セ
ン
チ
減
少
し
た
。
運
動
量
は

十
三
人
が
増
加
し
、
そ
の
う
ち
十
人
が
内
臓

脂
肪
減
少
に
必
要
な
運
動
量
を
満
た
す
よ
う

に
な
り
、
上
記
教
室
同
様
、
食
生
活
や
食
習

慣
へ
の
意
識
も
改
善
し
た
。

上
記

I
、
E
の
教
室
終
了
後
は
、
教
室
の

成
功
体
験
を
活
か
し
、
適
切
な
運
動
や
食
生

活
を
継
続
・
習
慣
化
す
る
た
め
に
、
自
主
的

な
運
動
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
や
支
援
レ
タ

l
の

送
付
な
ど
、
教
室
実
施
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
努

め
て
い
る
。

平
成
二
十
年
度
か
ら
、
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
が
医
療
保
険
者
に
義
務
付
け
ら
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
こ
の
二
つ
の
教
室
は
特
定

保
健
指
導
の
積
極
的
支
援
策
と
し
て
、
さ
ら

に
検
討
を
加
え
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

圃

腰

・

膝

痛

予

防

改

善

と

圃

園

水

中

ウ

オ

l
キ
ン
グ
教
室
園

中
高
齢
に
な
る
と
、
腰

・
膝
痛
を
訴
え

る
人
が
多
く
な
る
。
動
き
が
制
限
さ
れ
、
運

動
量
が
減
少
し
、
筋
力
も
低
下
す
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ら
に
痛
み
が
増
加
し
、
生
活
に

支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
、
教

室
で
は
腰
、
膝
に
痛
み
が
あ
る
五
十
歳
か
ら

六
十
五
歳
を
対
象
に
、
整
形
外
科
医
の
指
導

の
下
、
七
回
に
わ
た
っ
て
痛
み
の
緩
和

・
予

防
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
水
中
ウ
オ
l
キ
ン

グ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
痛
み
の
軽
減
や
体
重
の
減
少
、

柔
軟
性
の
改
善
に
つ
な
が
っ
た
ほ
か
、
全
員

が
運
動
の
継
続
を
希
望
し
て
お
り
、
今
後
は
、

自
宅
で
も
で
き
る
腰
や
膝
関
節
に
負
担
の
少

な
い
運
動
を
さ
ら
に
普
及
さ
せ
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

圃
運
動
普
及
・
継
続
の
た
め
の
圃

圃

支

援

事

業

圃

I
.
運
動
普
及
に
お
け
る
支
援
事
業

1.
0
運
動
講
演
会
一
大
学
教
授
の
講
演
と

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
有
酸
素
運

動
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施

〈〉
骨
粗
し
よ
う
症
予
防
教
室
や
糖
尿
病

予
防
教
室
に
運
動
を
取
り
入
れ
て
実
施

。
育
児
期
の
母
親
を
対
象
に
、
気
分
転

換
も
兼
ね
て
「
親
子
ふ
れ
あ
い
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
教
室」

を
実
施

水中ウオ キング教室

2
.
運
動
普
及
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
活
動
支

援〈〉

「
健
康
づ
く
り
運
動
普
及
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
」
受
講
者
三
十
人
が
ス
マ
イ

ル
ヘ
ル
ス
サ
ボ

i
タ
ー
と
し
て
各
種
事

業
で
活
躍

。
リ
ー
ダ
ー
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
研

修
に
よ
り
、
岩
沼
版
「
玄
米
ダ
ン
ベ
ル

体
操
」
「
脳
活
性
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
」

な
ど
九
種
類
の
運
動
を
習
得
し
、
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
実
施

E
.
運
動
継
続
に
向
け
た
支
援
事
業

。
各
種
運
動
教
室
修
了
者
O
B
会

。
教
室
修
了
者
の
自
主
サ
ー
ク
ル
へ
の

活
動
支
援一

一

平
成
十
九
年
三
月
に
実
施
し
た
「
岩
沼

市
民
健
康
意
識
調
査
」
〔
二
十
歳
以
上
二
千

人
を
対
象
に
実
施
、
回
収
率
五
十
六
・八
%
〕

運
動
し
や
す
い
環
境
の
整
備
が

課
題
に

公共スポーツ施叡等活性化助成事業

[助成概要]

市町村が設置する公共スポーツ施設や健康僧進に寄

与する施設の有効利活用を促進するため、効果的 効

率的芯利用システムの整備および特色あるソフト事業

に対する助成を実施し、地域社会の活性化を図ること

を目的とする。

[助成金額 田助成率]

システム整備事業 1000万円
・ソフト事業 100万円
システム整備事業とソフト事業を併せて実施する事

業については、 1000万円 (うちソフト事業につい
ては 100万円以内)

助成率は助成対象経費の 100%以内 に
よ
る
と
、
意
識
的
に
運
動
を
心
が
け

て
い
る
人
は
、
男
性
七

0
・
四
%
、
女
性

七
了
六
%
だ
っ
た
が
、
運
動
習
慣
の
あ
る
人

(
一
日
三
十
分
以
上
・
週
二
回
以
上
の
運
動
を

一
年
以
上
継
続
し
て
い
る
)
の
割
合
は
、
男

性
三
二
・O
%
、
女
性
三
了
七
%
で
あ
っ
た
。

運
動
意
識
が
あ
っ
て
も
、
実
際
に
運
動

を
習
慣
に
し
て
い
る
人
は
半
数
以
下
で
、

行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
の
難
し
さ
が
伺
え
る
。

運
動
の
必
要
性
や
有
効
性
の
意
識
付
け
と
普

及
を
強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、
運
動
を
し

な
い
人
は
、
若
年
者
・
有
職
者
に
多
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
職
域
と
の
連
携
や
子
育
て
支
援

の
充
実
な
ど
、
運
動
し
や
す
い
環
境
整
備
が

今
後
の
諜
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

当
市
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
施
設
の
ほ
か
、

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

運
動
環
境
が
充
実
し
た
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
を

利
用
し
て
の
運
動
に
加
え
、
家
庭
や
地
域
で

手
軽
に
で
き
る
運
動
の
普
及
を
さ
ら
に
広
め

て
い
く
。
誰
も
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
「
健

幸
」
先
進
都
市
を
目
指
し
て
・

.

.
 

{助成対象施設l
市町村 (東京都23特別区を含む)の設置する公共
スポーツ施設や健康増進に寄与する施設 (教育施設を

除く)

[問い合わせ先l
企画調査課電話03-5202-6133 

27団体

25団体 (予定)

比~・ω

[交付団体1
2007年度

2008年度

39 2008-8月号



俳
句
の
里
で
戦
っ
た

全
国
か
ら
の
三
十
六
チ

1
ム
が
プ
F
F

熱
い

4
一
口
葉
の
バ
ト
ル
。

/
J

「
俳
句
甲
子
園
」
・
・・

十
七
音
に
込
め
ら
れ

た
思
い
が
俳
句
の
里
で
響
き
わ
た
る
。

そ
の
会
場
と
な
る
愛
媛
県
松
山
市
は
、
正

岡
子
規
や
高
浜
虚
子
な
ど
多
く
の
俳
人
を
輩

出
し
、
司
馬
遼
太
郎
の
小
説
「
坂
の
上
の
雲
」

や
夏
目
激
石
の
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の
舞
台
と

も
な
っ
た
、
古
く
か
ら
文
学
的
土
壌
に
恵
ま

れ
た
ま
ち
で
あ
る
。

今
年
で
十
一
回
目
を
数
え
た
「
俳
句
甲
子

〈
松
山
市
〉

「
も
う
ひ
と
つ
の
甲
子
園
」
N
P
O
法
人
俳
句
甲
子
園
実
行
委
員
会

-
山
漂
香
奈

以~・ω

ー
地
域
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
申
つ
く
り
|

赤自に分かれて対戦

園」
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
の

二
十
八
都
道
府
県
か
ら
六
十
三
校
百
二
チ
ー

ム
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
全

国
十
五
会
場
で
開
催
さ
れ
た
地
方
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
チ

l
ム
と
投
句
審
査
に
よ
っ
て
選

び
抜
か
れ
た
合
計
三
十
六
チ

1
ム
が
松
山
に

集
ま
り
、

二
日
間
に
わ
た
っ
て
の
熱
い

J
言

葉
の
バ
ト
ル
1
・0

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
い

つ
も
な
が
ら
の
光
景
だ
が
、
野
球
の
甲
子
園

に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
、
負
け
た
チ

l
ム
は

本
気
で
悔
し
が
り
泣
い
て
い
る
。
勝
っ
た
チ
ー

ム
も
感
激
の
あ
ま
り
か
涙
し
て
い
る
。

私
自
身
も
、
平
成
十
二
年
に
開
催
さ
れ

た
第
三
回
大
会
に
選
手
と
し
て
出
場
し
、
初

出
場
初
優
勝
の
快
挙
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
で
も
、
懐
か
し
い
青
春
時
代
の

一
番

の
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
経
験
も

あ
っ
て
か
、
高
校
を
卒
業
し
社
会
人
と
な
っ

た
今
で
も
俳
句
関
係
の
仕
事
に
携
わ
り
な
が

ら
、
「
俳
句
甲
子
園
」
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
名
を
連
ね

て
い
る
。
「
俳
句
甲
子
園
」
に
出
場
し
た
高

校
生
の
中
に
は
、
俳
句
の
面
白
さ
に
と
り
つ

か
れ
た
の
か
、
自
作
の
句
集
を
出
版
し
た
り
、

プ
ロ
の
俳
人
を
目
指
す
者
も
出
て
き
て
い
る
。

そ
の
魅
力
は

一
体
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
「
俳
句
甲
子
園
」
は
、
地
元
の

俳
句
愛
好
家
か
ら
の
「
俳
句
を
も
っ
と
身
近

に
感
じ
よ
う
」
と
い
う
掛
け
声
に
呼
応
し
た

(
社
)
松
山
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ

て
、
平
成
十
年
に
事
業
化
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
。

松
山
な
ら
で
は
の
俳
句
文
化

ノ

と

発
信
事
業
に

rMK

第

一
回
大
会
は
、
地
元
大
学
の
ホ
l
ル
を

会
場
に
市
内
周
辺
の
高
校
か
ら
九
チ

l
ム
の

参
加
を
得
て
ス
タ
ー
ト
。
俳
句
愛
好
者
や

(
社
)
松
山
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ

ー
が
学

校
を
何
度
も
訪
問
し
、
参
加
依
頼
を
取
り
付

け
て
回
る
と
い
う
、
ま
さ
に
草
の
根
ロ
ー
ラ
ー

作
戦
。
大
会
終
了
後
も
、
翌
年
に
向
け
て
教

育
委
員
会
や
高
校
生
の
文
化
祭
に
足
を
運

び、

P
R
を
重
ね
る
と
い
っ
た
地
道
な
活
動

を
続
け
て
い
く
中
で
、
俳
句
文
化
の
つ
な
が

り
か
ら
三
重
県
の
高
校
生
チ

l
ム
も
参
加
す

る
な
ど
、
着
々
と
「
俳
句
甲
子
園
」
の
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
し
て
、
松
山
の
生
ん
だ
俳
人
、
正
岡

子
規
没
後
百
年
目
の
年
に
当
た
る
平
成
十
三

年
の
第
四
回
大
会
を
契
機
に
、
松
山
市
と
の

共
催
事
業
へ
と
移
行
、
十
五
都
府
県
二
十
四

チ
l
ム
が
参
加
す
る
名
実
と
も
に
全
国
大
会

に
向
け
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
参
加
チ

l
ム
は
増
え
続
け
、
同

十
五
年
の
第
六
回
大
会
に
は
、
初
の
地
方
予
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選
を
行
う
規
模
ま
で
に
拡
大
し
、
大
手
企
業

や
地
元
企
業
か
ら
も
支
援
を
受
け
る
な
ど
、

松
山
な
ら
で
は
の
文
化
発
信
事
業
へ
と
成
長

を
遂
げ
て
い
る
。

優ふ
秀る
賞 さ

大
賞
の

¢ 

こ
の
よ
う
な
成
長
の
背
景
に
は
、
松
山
市

の
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
主
催
の
「
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞

優
秀
賞
(
平
成
十
三
年
こ
の
栄
冠
を
手
に

し
、
地
域
づ
く
り
の
核
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
非
常
に
大
き
な
要

素
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
全
国
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
も
「
俳
句
甲
子
園
」
に
興
味
を
抱
き
、

全
国
大
会
の
出
場
が
決
ま
っ
た
高
校
に
大
会

終
了
時
ま
で
張
り
付
き
、
全
国
ネ
ッ
ト
で
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
と
な
っ
て
放
映
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
極
め
つ
け
は
映
画
。
な
ん
と
「
俳

句
甲
子
園
」
を
題
材
と
し
た
映
画
が
、
松
山

で
の
オ

l
ル
ロ
ケ
で
制
作
さ
れ
、
私
も
生
徒

役
で
銀
幕
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た
の
だ
。

最
近
で
も
、
「
俳
句
甲
子
園
」
に
出
場
が

決
ま
っ
た
高
校
に
は
、
地
元
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

各
社
が
「

O
O学
校
が
俳
句
甲
子
園
に
出

場
決
定
!
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
ニ
ュ
ー
ス

に
取
り
上
げ
、
出
場
し
た
生
徒
や
学
校
閲



地域イベント勘成優良事業紹介

係
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
声
援
と
な
っ
て
い

る
。
と
も
あ
れ
、
「
全
国
各
地
か
ら
俳
句
と

い
う
文
学
を
介
し
て
高
校
生
た
ち
が
松
山
に

集
い
、
彼
ら
の
日
本
語
を
操
る
能
力
の
向
上
、

将
来
的
な
日
本
俳
句
文
学
の
興
隆
の
み
な
ら

ず
、
高
校
生
相
互
の
文
化
的
交
流
、
さ
ら
に

は
大
会
に
か
か
わ
る
異
世
代
と
の
交
流
を
深

め
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
」
と
い
う
大
き

な
事
業
目
的
を
掲
げ
て
、

こ
れ
か
ら
も
「
俳

句
甲
子
園
」
は
成
長
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

そ
ん
な
「
俳
句
甲
子
園
」
の
特
徴
を
紹
介

し
た
い
。
ま
ず
試
合
方
法
は
、

一
チ
l
ム
五

人
の
団
体
戦
に
よ
り
、
赤
白
に
別
れ
て
対
戦

す
る
。
互
い
の
俳
句
を
一
句
ず
つ
披
露
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
句
に
対
し
鑑
賞
(
質
疑
応
答
)

を
行
う
。
俳
句
を
創
作
す
る
の
は
個
人
だ
が
、

質
疑
応
答
は
チ

l
ム
の
総
力
戦
。
そ
の
俳
句

と
鑑
賞
に
対
し
、
審
査
員
が
旗
を
上
げ
て
勝

敗
を
決
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
俳
譜
の

伝
統
的
な
催
し

「
句
合
わ
せ
」
を
ベ

l
ス
に

し
て
い
る
。

松
山
で
の
全
国
大
会
に
参
加
す
る
高
校

生
た
ち
は
、
本
当
に
熱
い
。
一

日
目
は
予
選

リ
ー
グ
戦

・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト、

二
日
目

は
敗
者
復
活
戦
と
準
決
勝
・
決
勝
と
い
う
ス

[助成事業]

コミュニティカf主体とな っ

て、地域特性、地域資源 を創

意と工夫によ り;有効活用して

いると思われる地域イベント

への助成を実施すること で、

地域社会の活性化を図ること

を目的とする。

地犠イベン卜助成事業

[対象]
市区町村

ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
あ
る
。
道
後
温
泉
に
で
も
ゆ
っ

く
り
入
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
観
光
ど
こ
ろ

じ
ゃ
な
い
。

毎
年
、
お
盆
の
前
後
の
開
催
に
加
え
、

一

日
目
は
松
山
市
の
中
心
商
庖
街
の
ア
ー
ケ
ー

ド
の
中
と
い
う
ア
ウ
ト
ド
ア
の
戦
い
な
の
で
、

異
常
な
熱
気
に
包
ま
れ
る
。
普
段
は
観
光
客

や
買
い
物
客
、
ま
た
仕
事
中
の
人
な
ど
で
ご
っ

た
返
し
て
い
る
空
間
に
、
十
二
の
特
設
舞
台

を
作
り
、
ア
ー
ケ
ー
ド
か
ら
天
吊
り
さ
れ
た

長
さ
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
き
な
短
冊
は、

ま
さ
に
壮
観
で
あ
り
、
松
山
の
夏
の
風
物
詩

と
も
呼
べ
る
も
の
だ
。

特
設
舞
台
の
周
辺
に
設
け
た
臨
時
の
観
客

席
に
は
、
多
く
の
俳
句
愛
好
者
や
家
族
が
陣

取
り
、
声
援
を
送
っ

て
い
る
。
時
折
、
道
行

く
人
も
足
を
止
め
、
見
入
っ
て
い
る
。
こ
ん

な
状
況
で
試
合
を
す
る
の
だ
か
ら
、
選
手
に

は
か
な
り
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

閉
鎖
さ
れ
た
空
間
で
な
く
、
商
庖
街
の
ど

真
ん
中
で
戦
う
俳
句
の
大
会
。

こ
れ
が
「
俳

句
甲
子
園
」
の
特
徴
の

一
つ
な
の
だ
。
出
場

し
た
選
手
は
「
自
分
の
知
ら
な
い
人
が
自
分

の
句
を
読
み
、
デ
ィ
ベ

l
ト
(
質
疑
応
答
)

す
る
中
で
拍
手
や
声
援
で
応
え
て
く
れ
る
。

こ
れ
が
嬉
し
い
」
と
言
う
。

[助成金額 ・助成率]

100万円上限
・助成率 10/10

[交付実績1
2007年度 57団体
2008年度 55団体(予定)

[問い合わせ先]業務第2課
電話03-5202 -61 37 
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N
P
O法
人
設
立
と

O
B
・
O

G
の
活
躍

返ろ

二
つ
自
の
特
徴
と
し
て
、
運
営
形
態
が

挙
げ
ら
れ
る
。一

昨
年
、
運
営
組
織
の
基
盤

安
定
を
図
る
た
め
に
、
(
社
)
松
山
青
年
会

議
所
の
メ
ン
バ
ー
や
そ
の
O
B
、
ま
た
俳
句

愛
好
者
、
出
場
選
手
の
O
B
や
O
G
な
ど
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

N
P
O
法
人
俳
句
甲
子

園
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
約
十
カ
月
前

か
ら
大
会
開
催
に
向
け
て
始
動
し
た
。
大
会

当
日
に
は
、
会
場
と
な
っ
て
い
る
商
庖
街
の

面
々
を
は
じ
め
、
大
学
生
や
社
会
人
な
ど
年

齢
も
職
業
も
バ
ラ
バ
ラ
の
人
た
ち
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
加
わ
り
、
遍
路
文

化
に
も
通
じ
る
「
お
接
待
」
や
「
お
も
て
な

し
」
に
汗
を
流
し
て
く
れ
る
。
彼
ら
は
全
試

合
が
終
わ
る
と
、
商
店
街
の
両
端
か
ら

一
斉

に
掃
除
を
し
て
い
く
。
総
勢
百
人
を
超
え
る

ス
タ
ッ
フ
が
清
掃
奉
仕
活
動
を
す
る
の
だ
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
あ
り
が
た
い
な
あ
と

感
激
す
る
の
は
、
出
場
し
た
選
手
た
ち
が
つ

く
る
O
B
・
O

G
会
の
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
。

大
学
生
や
社
会
人
と
な
っ
て
も
、

地
方
大
会商庖街での開催の様子

の
運
営
協
力
は
も
と
よ
り
、
全
国
大
会
に
舞

い
戻
っ
て
く
る
の
だ
。
そ
う
、
き

っ
と
、
松

山
を
第
二
の
故
郷
と
感
じ
て
く
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

と
に
も
か
く
に
も
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
中

と
は
言
え
、
真
夏
の
終
日
、
選
手
は
皆
汗

だ
く
と
な
っ

て

「
俳
句
甲
子
園
」
に
臨
ん

で
い
る
の
だ
。
そ
し
て
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
審
査
員
を
は
じ
め
、
学
校
関
係
者
や
保

護
者
に
見
守
ら
れ
、
文
学
を
使
っ
て
、
こ

こ
ま
で
熱
く
な
れ
る
戦
い
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

審
査
員
の
旗
に

一
喜
一

憂
し
、
勝
敗
が
つ
い

た
瞬
間
に
仲
間
同
士
で
抱
き
合
え
る
。
こ
れ

こ
そ
が
、
「
俳
句
甲
子
園
」
の
魅
力
じ
ゃ
な
い

か
と
改
め
て
感
じ
て
い
る
。

昨
年
は、

第
十
回
と
い
う
記
念
す
べ
き
節

目
の
大
会
で
あ
っ
た
。
地
域
イ
ベ
ン
ト
助
成

事
業
の
助
成
金
を
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
大
会
を
振
り
返
る
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
第

一
回
大
会
か
ら

の
写
真
を
張
り
出
す
と
と
も
に
、
当
時
の
映

像
を
映
し
出
し
た
り
、
優
秀
句
を
掲
示
し
た

り
の
盛
り
だ
く
さ
ん
。
O
B
・
O

G
の
メ
ン

バ
ー
は
、
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
必
死
に
な
っ

て
戦
っ
た
、
あ
の
こ
ろ
の
思
い
出
が
き
っ
と

心
を
よ
ぎ
っ
た
は
ず
だ
。

地
域
の
「
内
な
る
力
」
、
付
随
し
て
生
ま

れ
た
「
外
な
る
力
」
に
支
え
ら
れ
、
多
く
の

人
が
集
ま
り
、
松
山
を
元
気
に
し
て
い
る

「俳

句
甲
子
園
」
は
、
松
山
の
財
産
と
い

っ
て
も

過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
今
年
も
、
全
国
か

ら
約
二
百
五
十
人
の
高
校
生
が
松
山
に
や
っ

て
来
る
。
彼
ら
は
俳
句
を
通
じ
て
泣
き
、
笑

い
、
私
た
ち
の
胸
に
感
動
を
残
し
て
く
れ
る
。

と
に
か
く
、
「
俳
句
甲
子
園
」
を
見
に
来
て

ほ
し
い
。
言
葉
で
は
伝
え
切
れ
な
い
も
の
が
、

そ
こ
に
あ
る
と
私
は
思
う
。
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(
宮
城
県
大
崎
市
)

『
地
揚
の
童
』
を

次
代
の
子
供
た
ち
に
つ
恕
ぐ

一
力
所
目
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
の
登
録
目
指
す

宮
城
県
大
崎
市
は
仙
台
の
北
部
に
位
置
し
、

奥
羽
山
脈
か
ら
江
合
川
と
鳴
瀬
川
の
豊
か
な

流
れ
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
、
広
大
で
肥
沃

な
平
野

「
大
崎
耕
土
」
を
有
す
る

一
大
穀
倉

地
帯
で
あ
り
、
サ
サ
ニ
シ
キ
の
ふ
る
さ
と
で

あ
る
。
平
成
十
八
年
三
月
、
古
川
、
松
山
、

三
本
木
、
鹿
島
台
、
岩
出
山
、
鳴
子
、
田
尻

の

一
市
六
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
。

東
西
八
十
キ
ロ
、
西
は
山
形
、
秋
田
の
県

境
か
ら
、
東
は
太
平
洋
に
面
す
る
松
島
町
の

隣
ま
で
の
大
規
模
な
合
併
で
あ
る
。
当
時
、

合併市町村地域資源活用事業

合併市町村において、旧市町村に

存する産業 ・文化・観光等の地域資

源の積極的な連携・拡大による試み

を行い、 合併後の一体感を図る事業

で、 全国へ情報発信することにより

地域活性化につながるものを先進的

なモデル事業と して支援する。

ソフト型 500万円、設備整備型

1000万円を上限と し、 助成の対象

となる経費の 100%を上限とする。

田
尻
総
合
支
所
・
産
業
建
設
課

一
市
六
町
の
合
併
に
は
懐
疑
的
な
意
見
も
多

か
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
首
長
や
議
会
お
よ

び
住
民
が

一
体
と
な
り
、
現
在
の
枠
組
み
を

実
現
し
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

伊
藤
康
志
市
長
は
こ
と
あ
る
ご
と
に
、
「
地

域
の
宝」

を
磨
く
こ
と
を
提
唱
す
る
。
日
本

国
内
に
あ
る
源
泉
十

一
種
の
泉
質
の
う
ち
九

種
が

一
カ
所
で
楽
し
め
る
鳴
子
温
泉
、
世
界

の
登
録
湿
地
の
中
で
唯

一
、
水
聞
を
冠
し
た

か
ぶ
く
り
ぬ
ま

ラ
ム
サ
l
ル
条
約
湿
地
「
蕪
栗
沼
・
周
辺
水
田
」

な
ど
、
新
市
に
は
素
晴
ら
し
い
宝
が
そ
こ
か

し
こ
に
あ
る
。

そ
ん
な
中
、
市
の
宝
の

一
つ
で
あ
る
田
尻

地
域
の
蕪
栗
沼
・
周
辺
水
田
を
、
地
域
住
民

に
認
知
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
ラ
ム
サ
l

ル
条
約
の
趣
旨
で
あ
る
「
湿
地
の
賢
明
な
利

用
(
ワ
イ
ズ
ユ

I
ス
)
」
を
実
現
し
、
環
境
保

全
と
農
業
や
観
光
な
ど
の
経
済
活
動
が
共
鳴

す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
そ
う
と
、
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
「
合
併
市
町
村

地
域
資
源
活
用
事
業
」

の
助
成
を
受
け
た
。
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ガ
ン
越
冬
地
の
水
田
が

初
の
条
約
湿
地
に
登
録

蕪
栗
招

・
周
辺
水
回
は
、
平
成
十
五
年

十

一
月
に
ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ
ン
ダ
で
開
催
さ

れ
た
第
九
回
ラ
ム
サ
l
ル
条
約
締
約
国
会
議

(
C
O
P
9
)
に
お
い
て
、
条
約
湿
地
に
登
録

さ
れ
た
。
名
称
に
水
田
を
冠
し
た
登
録
地
は

世
界
に
た
だ

一
つ
で
あ
る
(
平
成
二
十
年
四

月
現
在
)
。
四
百
二
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
三
分

の
二
近
く
の

二
百
五
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
水

田
と
い
う
、
非
常
に
希
な
登
録
湿
地
で
あ
る
。

ラ
ム
サ

l
ル
条
約
へ
の
登
録
に
当
た

っ
て

は
、
何
点
か
の
条
件
が
付
さ
れ
る
。
一

つ
は

国
指
定
の
鳥
獣
保
護
特
別
地
区
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
希
少
な
生
物
を
支
え
て
い
る
こ
と

な
ど
で
あ
る
。
蕪
栗
沼

・
周
辺
水
田
は
、
毎

年
ガ
ン
類
が
二
万
羽
以
上
渡

っ
て
く
る
湿
地

で
あ
る
こ
と
が
主
に
認
め
ら
れ
た
理
由
だ
。

ガ
ン
類
を
支
え
る
も
う

一
つ
の
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
が
評
価
さ
れ
た
。

人
の
手
が
加
え
ら
れ
た
二
次
的
自
然
と
し

て
の
水
田
は
、
マ
ガ
ン
の
え
さ
場
と
し
て
非
常

に
貴
重
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
水
源
か
ん

養
は
も
と
よ
り
、
メ
ダ
カ
や
ト
ン
ボ
の
幼
虫

ヤ
ゴ
、

主
に
昆
虫
類
を
食
料
と
す
る
カ
エ
ル

や
ク
モ
、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
食
べ
る
鳥
類
と

い
う
よ
う
に
、
非
常
に
す
そ
野
が
広
い
里
地
、

里
山
を
支
え
る
生
態
系
の
要
で
あ
る
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
、
水
田
が
湿
地
と
し
て
初
め
て
認

知
さ
れ
た
こ
と
は
、
非
常
に
意
義
深
い
。

全
国
的
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

大
崎
市
を
含
む
宮
城
県
北
部
は
日
本
に
渡
来

す
る
マ
ガ
ン
の
八
割
以
上
が
生
息
す
る
地
域

だ
。
栗
原
市
、
登
米
市
に
ま
た
が
る
「
伊
豆
沼
・

内
沼
」
と
と
も
に
、
九
月
下
旬
か
ら
二
月
中

旬
ま
で
、
十
数
万
羽
の
マ
ガ
ン
が
こ
の
地
で

越
冬
す
る
。
本
年

一
月
の
渡
り
鳥

一
斉
カ
ウ

42 2008・B月号比単語句

ン
ト
で
は
、
最
大
十
万
七
千
羽
の
マ
ガ
ン
が

蕪
栗
沼
か
ら
飛
び
立
っ

て
い
る
。
ま
さ
に
蕪

栗
招

・
周
辺
水
田
は
渡
り
鳥
の
楽
固
な
の
だ
。

冬
期
に
蕪
粟
沼
を
ね
ぐ
ら
と
す
る
数
万
羽

の
マ
ガ
ン
は
、
夜
明
け
と
と
も
に

一
斉
に
飛

び
立
ち
、
え
さ
場
と
な
る
周
辺
の
水
田
に
散

ら
ば
り
、
夕
暮
れ
に
蕪
栗
招
へ
ね
ぐ
ら
入
り

す
る
。
数
万
羽
の
マ
ガ
ン
の
飛
び
立
ち
ゃ
ね

ぐ
ら
入
り
は
地
域
に
住
む
者
に
と
っ
て
、
何

度
見
て
も
感
動
的
な
光
景
で
あ
る
。
数
十
年

前
ま
で
は
日
本
各
地
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

江
戸
時
代
に
は
浮
世
絵
や
俳
句
に
も
詠
ま
れ

た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。



マ
ガ
ン
は
、
適
当
な
広
さ
と
深
さ
を
保
つ

湿
地
や
沼
を
ね
ぐ
ら
と
し
て
い
る
。
か
つ
て

は
全
国
各
地
に
存
在
し
た
沼
や
潟
、
湿
地
が

干
拓
や
埋
め
立
て
に
よ
り
、
そ
の
八
割
が
消

滅
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
宮
城
県

北
部
の
マ
ガ
ン
の

一
極
集
中
は
、
あ
る
意
味

で
異
常
と
も
言
、
つ
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

環
境
保
全
型
農
業

「
ふ
ゆ
み
す
た
ん
ぽ
」

の
取
り
組
み

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
十
五
年
十
二
月、

か
ぷ
〈
り
ぬ
ま

蕪
栗
沼
の
南
側
に
位
置
す
る
仲
蔵
地
区
の
農

業
者
十
人
が

N
P
O
や
研
究
者
、
行
政
と
と

も
に
、
冬
の
田
に
水
を
張
り
、
蕪
栗
沼
に
集

中
す
る
マ
ガ
ン
の
ね
ぐ
ら
の
分
散
を
図
ろ
う

と
立
ち
上
が
っ
た
。
こ
れ
が
世
に
言
う
「
ふ

ゆ
み
ず
た
ん
ぽ

(
J
A
S
有
機
栽
培
プ
ラ
ス

た
ん

冬
期
湛
水
)
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。
同
地
区
は

昭
和
初
期
の
干
拓
前
は
蕪
架
沼
の

一
部
だ
っ

た
人

た
。
地
域
の
循
環
水
で
の
湛
水
が
可
能
だ
っ

た
の
も
う
な
ず
け
る
。

宮
城
県
北
部
は
雪
は
少
な
い
も
の
の
、
冬

期
間
は
「
し
ば
れ
る
(
非
常
に
寒
い
)
」
地
域

で
あ
り
、
水
張
り
は
か
な
り
の
苦
労
だ

っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
農
業
者
の
努
力

が
報
わ
れ
、
白
鳥
や
マ
ガ
ン
が
夜
を
「
ふ
ゆ

み
ず
た
ん
ぽ
」
で
過
ご
す
姿
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぽ
」

で
は
生
き
も
の
の
数
や
種
類
が
増
え
、
夏
の

田
で
も

一
目
で
そ
れ
が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か

る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぽ
」
の

あ
ぜ

上
を
ツ
バ
メ
が
舞
い
、
畦
で
多
く
の
サ
ギ
が

獲
物
を
狙
う
姿
が
見
ら
れ
る
。

今
回
の
助
成
事
業
は
、
「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん

合併市町村地域資源活用事業優良事業紹介

ぽ
Lー

へ
の
給
水
用
ポ
ン
プ
の
購
入
、

マ
ガ
ン

を
中
心
と
し
た
エ
コ
ツ
ア
l
用
の
案
内
看
板
、

そ
し
て
遊
水
地
と
い
う
特
殊
な
場
所
の
た
め

に
構
造
物
が
作
れ
な
い
蕪
栗
沼
へ
の
仮
設
観

察
施
設
の
設
置
、
地
域
の
子
供
た
ち
の
環
境

教
育
用
パ
ス
「
マ
ガ
ン
楽
園
号
」
購
入
な
ど

約
一
千
万
円
の
助
成
を
受
け
た
。
平
成
十
八

年
度
の
利
用
実
績
は
、
仮
設
観
察
施
設
が
十

四
八
十
五
人
の
利
用
、
マ
ガ
ン
楽
園
号
の
利

用
は
大
崎
市
内
の
小
中
学
校
、
幼
稚
園
な
ど

十
二
校
千
九
十
二
人
と
な
っ
た
。

今
回
の
事
業
は
、
合
併
し
た
他
の
地
域
の

人
に
も

「
地
域
の
宝
」
を
認
識
し
て
も
ら
う

た
め
に
実
施
し
た
。
本
年
二
月
に
開
催
し
た

ラ
ム
サ

l
ル
条
約
登
録
三
周
年
記
念
「
ラ
ム

サ
l
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
く
市
内
の
各
地
域
か
ら
多
く

の
人
が
参
加
し
た
。

古 2
川箇
iE11妻
女干巴

EZの
提

の~
scs<. ~民

義と
活
動

本
年
度
は
第
十
回
ラ
ム
サ

l
ル
条
約
締
約

国
会
議
が
韓
国
の
昌
原
(
チ
ャ
ン
ウ
ォ
ン
)

市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
日
、
韓
両
政

府
が
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
賛
同
を
得
て
、
水
聞

の
湿
地
と
し
て
の
重
要
性
を
唱
え
た
「
水
田

決
議
」
を
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
は
、
亜
種
ヒ
シ
ク
イ
の
貴
重
な
越
冬
地
と

け
じ
よ
ぬ
ま

し
て
古
川
地
域
の
「
化
女
沼
」
を
二
カ
所
目

の
ラ
ム
サ

l
ル
条
約
登
録
に
し
よ
う
と
、
市

民
、
行
政
が

一
体
と
な

っ
て
動
い
て
い
る
。

大
崎
市
は
本
年
四
月
、
今
回
の
合
併
市
町

村
地
域
資
源
活
用
事
業
が
引
き
金
に
な
り
、
大

崎
市
田
尻
地
域
で
行

っ
て
き
た
豊
か
な
自
然

環
境
と
文
化
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、
環
境
と

経
済
効
果
が
両
立
で
き
る
仕
組
み
を
市
全
体

に
普
及
促
進
す
る
た
め
、
産
業
経
済
部
農
林
振

興
課
に
「
自
然
共
生
推
進
係
」
を
設
置
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
本
番
を
迎
え
る
J
R
東
日

本
と
の
コ
ラ
ボ
レ

l
シ
ヨ
ン
「
仙
台
・
宮
城

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で

は
、
蕪
栗
沼
の
マ
ガ
ン
の
飛
び
立
ち
ゃ
ね
ぐ

ら
入
り
を
取
り
入
れ
た
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
本

格
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
る

本
事
業
で
整
備
し
た
道
路
誘
導
看
板
の
設

置
に
よ
り
、
昨
年
秋
に
実
施
し
た
プ
レ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
時
に
は
、
大
崎
市
内
は
も
と
よ
り
、
仙

台
や
東
京
か
ら
例
年
以
上
の
パ

l
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
が
蕪
栗
沼
を
訪
れ
た
。
仮
設
観
察
施

設
の
完
成
で
、
冬
期
間
の
探
烏
へ
の
対
応
も

完
了
し
、
全
天
候
型
の
渡
り
鳥
観
察
が
可
能

と
な
っ
た
。
本
年
は
昨
年
以
上
の
来
訪
者
で

に
ぎ
わ
う
蕪
栗
泊
が
見
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

「
地
域
の
宝
」
を
次
代
に
つ
な
ぐ
取
り
組
み

も
併
行
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
事
業

で
購
入
し
た
マ
ガ
ン
楽
園
号
は
、
地
域
の
小

中
学
校
児
童
生
徒
や
幼
稚
園
児
を
乗
せ
、
蕪

栗
沼
や
水
田
を
巡
り
、

二
つ
の

N
P
O
が
沼

の
生
態
や
水
田
の
重
要
性
を
子
供
た
ち
に
伝

え
る
。
地
道
な
取
り
組
み
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
だ
が
、
こ
の
取
り
組
み
が
十
年
後
、

二
十

年
後
に
花
咲
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

以~ゆ43 2008・8月号



(スポーツ拠点づくり)

少
年
ア
ヲ
ト
ド
ア

会』

冶

「
第
四
回
全
国
青
少
年
ア
ウ
ト
ド
ア
綱

引
競
技
大
会
」
が
五
月
十
八
日
、
栃
木

県
大
田
原
市
で
開
催
さ
れ
た
。
岡
市
は
栃

木
県
北
部
の
中
心
都
市
で
、
平
家
物
語

の
源
平
合
戦
で
有
名
な
那
須
与

一
生
誕
の

地
で
あ
り
、
与

一
ゆ
か
り
の
史
跡
が
多
く

残
っ
て
い
る
。
自
然
環
境
豊
か
な
人
口
約

七
万
八
千
人
の
ま
ち
で
あ
る
。

日
本
の
綱
引
は
、
屋
内
(
イ
ン
ド
ア
)

で
行
う
こ
と
が
多
い
が
、
世
界
と
く
に
欧

州
で
は
ア
ウ
ト
ド
ア
競
技
が

一
般
的
で
あ

る
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
第
七
回
大
会
ま
で
は

大会の様子

全
国
青
少
年
ア
ウ
ト
ド
ア
綱
引
競
天

会
に
は
全
国
か
ら
五
十
六
チ

l
ム
が
参
加

し
、
日
本
綱
引
連
盟
の
ル

l
ル

・
審
判
員

古
冗販
の
下
、
熱
の
こ
も
っ
た
試
合
が
展
開
さ
れ

産

た

。
綱
引
は
個
人
競
技
と
違
い
、
チ
ー
ム

特

ワ
l
ク
を
活
か
し
、
力
を
集
中
さ
せ
る
こ

と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。
今
回
の
大
会

を
機
に
、
別
の
日
に
開
催
さ
れ
て
い
た
成
人

の
全
日
本
ア
ウ
ト
ド
ア
綱
引
選
手
権
大
会

競
技
種
目
で
も
あ
っ
た
。

現
在
、

二
年
ご
と
に
世
界
選
手
権
が
開

催
さ
れ
、
本
年
九
月
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
「
世
界
ア
ウ
ト
ド
ア
綱
引
選
手
権
大
会
」

が
開
催
さ
れ
る
。
大
田
原
市
は
、
全
国
青

少
年
ア
ウ
ト
ド
ア
綱
引
競
技
大
会
の
ほ
か

に、

全
日
本
ア
ウ
ト
ド
ア
綱
引
選
手
権
大

会
、
東
日
本
綱
引
選
手
権
大
会
、
ア
ジ
ア

綱
引
選
手
権
大
会
も
開
催
し
て
い
る
。

正
金

か

S
小
中
学
生
五
十
六
チ

l
ム、

五
百
六
十
人
が
参
加

、ー"

が
同
時
開
催
さ
れ
た
。

小
中
学
生
に
と
っ
て
、
同
じ
グ
ラ
ン
ド

示
、大
1
八
の
競
技
を
見
る
こ
と
は
技
術
碕

ぽ
五
ち
ろ
ん
、
チ
ー
ム
の
結
束
、

債
頼
感
¥

を
培
う
こ
と
が
で
き
た
。
ど
の
試
合
も

観
客
ス
タ
ン
ド
か
ら
の
大
き
な
声
援
の
中

で
、
熱
気
の
こ
も
っ
た
試
合
が
展
開
さ
れ

た
。
ま
た
、
大
会
に
先
立
っ

て
前
夜
、
競

技
会
場
に
隣
接
し
た
宿
泊
施
設
と
天
体
観

測
施
設
「
天
文
館
」
で
、
選
手
交
流
会
と

星
空
観
察
会
が
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
集

ま
っ
た
選
手
が
交
流
を
深
め
た
。

「
綱
引
の
ま
ち
』
と
「
と
う
が
ら
し
の
郷
」

大
田
原
市
は
、
「
市
民

一
人

一
ス
ポ
ー
ツ
」

を
推
進
し
て
お
り
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
全
日
本
社
会
人
綱
引
大
会
な
ど
全
国

レ
ベ
ル
の
大
会
を
積
極
的
に
誘
致
・
開
催

し
て
き
た
。
全
国
青
少
年
ア
ウ
ト
ド
ア
綱

引
競
技
大
会
を
継
続
開
催
す
る
こ
と
に
よ

り
、
「
綱
引
の
ま
ち
大
田
原
」
と
し
て
の
拠

点
を
形
成
し
な
が
ら
、
こ
の
大
会
を
市
内

の
小
中
学
生
に
と
っ
て
の
目
標
大
会
と
位

置
付
け
、
綱
引
き
競
技
人
口
の
拡
大
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
市
民
協
働
の
取
り
組
み
と
し
て
、

商
工
会
議
所
青
年
部
な
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
大
会
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
全
国
か
ら
多
数
の
選
手
、
監
督
、

コ
l
チ
、
保
護
者
な
ど
が
集
う
こ
と
か

ら
、
大
会
を
観
光
P
R
の
場
と
し
て
活
用

し
、
観
光
物
産
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、

「
と
う
が
ら
し
の
郷
大
田
原
」

と
し
て
ま
ち
お
こ
し
を
進
め
、
特
産
品
と

う
が
ら
し
関
連
商
品
の
販
売
に
も
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
大
会
の
様
子
は
当
日
夜
の

N
H
K
ニ
ュ

ー
ス
で
放
送
さ
れ
、
「
綱
引
の

ま
ち
大
田
原
」
の

P
R
と
な

っ
た
。
今
後

の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
し
た
い
。

ー
ツ
拠
点
づ
く
り
擁
進
事
業

小
・
中
・

高
校
生
が
参
加
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
を
継
続
的
に
開
催
し
よ
う
と

す
る
市
区
町
村
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
取
り
組
み
を

支
援
。
全
国
各
地
に
青
少
年
が
あ
こ
が
れ
、

目
標

と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ご
と
の
拠
点
を
つ
く
る
こ
と
に

よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
地
域
の
再
生
を
推
進

す
る
O
対
象
一
大
会
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
市
区
町
村

の
負
担
経
費

O
助
成
一
十
分
の
十
五
百
万
円
上
限

(た
だ
し
、
初
期
費
用
の
負
担
が
あ
る
場
合
は

一
千
万
円
上
限
)

O
助
成
期
間
一
十
年
間

O
平
成
十
七
年
度
に
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
承
認

さ
れ
た
大
会
六
十
二
大
会

O
総
務
大
臣
・
国
民
ス
ポ
ー
ツ
杯
一
ス
ポ
ー
ツ
拠

点
と
し
て
特
に
優
れ
た
も
の
に
対
し
て
、
総
務

大
臣
・
国
民
ス
ポ
ー
ツ

杯
を
授
与

「
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り

推
進
事
業
」
シ
ン
ボ
ル
マ

l

h
ノ

§ 
(情
報
サ
ー
ビ
ス
課
)
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『水と緑と歴史が育む豊かな

快適交流文化都市 桑名』
7c 

桑
名
市
は
、

三
重
県
の
北
部
、
揖
斐
、
長
良
、
木
曽
の
三
大
河
川

が
注
ぐ
伊
勢
湾
最
奥
部
に
位
置
し
て
い
る
。
西
に
鈴
鹿
連
峰
、
北
に

養
老
山
系
、
東
に
濃
尾
平
野
が
広
が
る
、
水
と
緑
豊
か
な
自
然
環
境

の
も
と
、
江
戸
時
代
か
ら
東
海
道
五
十
三
次
の
宿
場
町
、
城
下
町
、

港
町
と
し
て
栄
え
、
古
く
か
ら
主
要
幹
線
が
集
中
す
る
交
通
の
要
衝

と
し
て
発
展
し
た
。
現
在
で
は
、
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

五
カ
所
を
有
し
、
国
道
四
路
線
が
縦
貫
し
て
い
る
。
ま
た
、

J
R
・

近
鉄
な
ど
の
鉄
道
網
も
整
備
さ
れ
、
東
海
地
方
有
数
の
交
通
結
節
点

と
な
っ
て
い
る
。

平
成
十
六
年
十
二
月
に
旧
桑
名
市
、
旧
桑
名
郡
多
度
町
、
同
郡
長

島
町
の
三
市
町
が
合
併
し
、
人
口
約
十
四
万
人
、
面
積
約
百
三
十
六

平
方
キ
ロ
の
「
新
生
桑
名
市
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

新
し
い
桑
名
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
旧
市
町
が
培
っ
て
き
た
歴
史
、

文
化
、
産
業
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
誰
も
が
「
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
方
針
に
沿
っ
て
、
総
合
計
画
で
は
選
択
と
集
中
に
よ
り
重
点
的
・

優
先
的
に
取
り
組
む
施
策
を
「
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
位
置
付

け
、
「
安
心

・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
「
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
「
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
四
つ
の
テ

l
マ
に
分
類
し
、

推
進
を
図
っ
て
い
る
。

「
安
心

・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
災
害
や
危

機
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
市
内
全
域
を
カ
バ
ー
で
き
る
防

災
行
政
無
線
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
小

・
中
学
校
、
幼
稚

園
施
設
な
ど
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
関
連
す
る
施
設
の
耐
震

化
を
優
先
的
・
計
画
的
に
推
進
し
、
整
備
を
図
っ
て
い
る
。

「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
子
ど
も
の
健

や
か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
し
や
す
い
職
場
づ
く
り
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業

を
、
「
子
育
て
応
援
企
業
」
と
し
て
登
録
・

P
R
す
る
と
と
も
に
、
子

育
て
家
庭
に
対
す
る
協
力
庖
(
買
い
物
特
典
)
制
度
な
ど
を
展
開
し

水谷• 桑名市長

て
い
る
。

「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、

土
地
区
画
整
理
事

業
を
は
じ
め
今
後
整
備
さ
れ
る
予
定
の
工
場
用
地
の
造
成
に
つ
い

て
、
県
・
市
で
綿
密
な
協
力
体
制
を
構
築
し
て
こ
れ
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
く
体
制
を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
九
年
に
「
桑
名
石
取
祭
の
祭
車
行
事
」
の
名
称
で
国
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
石
取
祭
の
支
援
や
、
国
指
定
重
要
文

化
財

・
名
勝
「
六
華
苑
」
の
保
存
な
ど
に
も
努
め
て
い
る
。

「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
合
併
に
よ
っ
て

東
海
道
や
城
下
町
、
多
度
大
社
、
長
島
温
泉
な
ど
豊
富
な
観
光
資
源

を
有
す
る
市
と
な
っ
た
。
年
間
七
百
万
人
以
上
の
観
光
客
が
当
市
を

訪
れ
、
県
下
で
も
一

、
二
を
争
う
観
光
都
市
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

新
た
な
観
光
の
創
造
に
向
け
て
、
今
年
度
、
国
際
会
議
や
各
種
全
国

大
会
な
ど
を
誘
致
し
、
支
援
を
行
う
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ

l
ロ
と
、

映
画
、
テ
レ
ビ
、

C
M
な
ど
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
を
誘
致
す
る
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
可
能
性
、
規
模
、
組
織
な
ど
の
調

査
と
研
究
を
実
施
す
る
。
ま
た

「
焼
き
蛤
」
に
代
表
さ
れ
る
特
産
物

の
蛤
を
、
漁
業
協
同
組
合
や
関
係
団
体
・
企
業
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、

「
桑
名
と
い
え
ば
蛤
、
蛤
と
い
え
ば
桑
名
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
、
蛤

の
全
国
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

総
合
計
画
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
ほ
ど
、

二
十
年
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
方
針
と
な
る
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
「
緑
の
基

本
計
画
」
を
策
定
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
地
域
ご
と
に
開
催
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ

ッ
プ
、
地
域
審
議
会
や
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
得

た
市
民
の
意
見
や
提
言
を
参
考
に
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
と
し

て
ま
と
め
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

今
後
も
、
「
ま
ち
づ
く
り
は
市
民
と
行
政
、
議
会
の
協
働
作
業
」

と
の
基
本
理
念
の
も
と
に
、
「
水
と
緑
と
歴
史
が
育
む
豊
か
な
快
適

交
流
文
化
都
市

1
住
み
良
さ
日
本
一
を
め
ざ
し
て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
し
て
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組

む
所
存
で
あ
る
。
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愛
知
県

半田市

愛一一一港の東にあり、知多半島の中央

部東側に位置する半田市は、昭

和 12年に誕生、この春には人

口が 12万人に達した。古くかう海運業、醸

造業芯どで栄え、知多地域の政治経済文

化の中心都市として発展してきた。

当市の象徴は、 「山車JI蔵JI南吉JI赤レ
ンガ」。 山車祭りの歴史は古く、三百年余の

歴史があり、そ?伝鉱や文化を現在にまは継

いでいる。春に曳き廻される山車は、精微を

極めた彫刻、華麗主主刺繍幕、精巧主主からくり

人形主主どが備えられ、その壮観な姿は「はん

だびとJの誇り。中でも「亀崎潮干祭の山車
行事」は国の重要無形民俗文化財に指定され

ている。また、 5年に一度、各地区の山車

31台が勢揃いする「はんだ山車まつり」は

48万人もの観客が訪れる。
半田運河沿いには、醸造業に代表される黒

板固いの製造蔵が今も残っており、当時の風

情を今へと伝えている。ほのかに酢の香りが

漂う一帯は、環境省の「かおり風景 100選」
に選ばれている。

小学校の教科書でもお芯じみの童話 「ごん

ぎつね」。作者の新美南吉は、半田に生まれ

育ち、郷土をこよなく愛した作家である。彼

の描いた物語には、ふるさとの豊かな自然、

その中で生きる人々の思いやり やさしさが

あふれている。「ごんぎつね」に出てくる矢

勝川沿いには、毎年百万本を越す彼岸花が咲

き誇る。

半田赤レンガ建物は、明治31年、丸三麦

酒紛のビール工場として誕生。当時は、大都

市の四大ビールメーカーがほとんどのシェア

を占めていた時代で、地方都市からの果敢な

挑戦に、半田の先人たちの心意気が感じられ

る。現存するレンガ造りの建物として最大級

の規模を誇り、国の登録有形文化財に登録さ

れている。

当市は、今年5月に景観行政団体となり、

半団連河や矢勝川周辺の景観を保全し、 山車

祭りの文化や半田赤レンガ建物にふさわしい

景観づくり芯ど、地域の特徴を活かした景観

形成を推進する活気にあふれたまちである。

蔵のまち夏祭。

山車・蔵・雨古・赤レンガのまち

新美南吉記念館 矢勝川沿いの彼岸花

半田運河沿いに建ち並iii蔵
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. センターホームページには、 [地域活性化]検察で 。
地践活性化フォーラムin宮崎
rrおもてなし』が地域の未来を切り拓く
~地域の魅力を高める感動のまちづくりへ-J

人口減少時代を迎えた現在、特に過疎地域をはじめとする

地方においては地域活力の低下が懸念されるなど、厳しい状

況が見込まれています。こうした中、地域が活力を維持し活

性化していくために「おもて芯しjをキーワードとした様々

芯取り組みや情報発信が各地で行われています。そこで、地

域住民一人ひとりがおもて芯しの心を持つととで、いかに地

域の魅力を高めていくかを考えることを目的に本フォーラム

を開催します。

0日時 10月9日(木)1 3:30 ~ 1 6:50 
0会場 宮崎市民プラザホール(宮崎市橘通西 1丁目 1

番2号)
O主催 (財)地域活性化センター
O定員 450人
0参加費 無料
O内容・基調講演 「素晴らしき日本のおもてなしJ

ダ二工ルカール氏(タレン卜)

-パネルディスカッション

Irおもて芯しjが地域の未来を切り拓く
~地域の魅力を高める感動のまちづくりへ~J

コーディネータ一角谷浩一氏 (ジャーナリスト)

パネリスト金子哲雄氏(流通ジャーナリスト)

黒木定誠氏(宮崎県西米良村長)

益山 代利子氏(松本大学観光ホスピタりティ学科准教授)

養父信夫氏 (1九州のムラへ行こう」編集長)

0問合せ先 (財)地域活性化センター 企画部情報サービス課
TEL: 03-5202・6135 FAXー 03-5202-0755 

詳しくは「地域づくり百科J(http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp)をご
覧下さい。

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....・・・.....・・・.................................................................・・・......・......・・.....・・..........・....・......・.................................

スポーツ拠点づくり推進事業
8月の承認スポーツ大会開催のお知Sせ

当センターは、地域再生の担い手の育成を目的に、地スポーツ拠点づくり推進事業Jは、小・中・高校生が参加する各種スポーツの拠
域の再生 活性化の手法の習得を目指すワークショッブ i点を全国各地につくるり、「スポーツの振興」と「地域の再生」を進める事業です。

「地域再生実践塾Jを全国5力所で開催しています。現在、 :当センターは、平成 17年度かう「あこがれの拠点づくり」と大会開催をきっかけに
第4回目以降の参加者を募集しています。奮ってと参加 :した「地域の活性化Jに向けて、それぞれの地域の特性を活かした取り組みを行って
ください。いる市区町村に助成支援を行っています。

お近くの方はぜひ会場へ 1小中高校生の熱戦をご観戦ください。
-開催内容(第4回~第5回)

テーマ 多機な地域資源の組み合わせによる観光振興

開催地 宮城県気仙沼市

主任講師 宮原育子氏(宮城大学教授)

開催日 9月4日(木)~6 日(土)

申込締切 8月 13日(水)

内容
講義、フィールドワーク(気仙沼大島視察、観光
交流メニュー体験)、グループワーク

テーマ まちの「風景J1食J1物語」がつくる地域ブランド

開催地 福岡県久留米市

主任講師
井手修身氏(イァアパートナーズ(櫛代表取締役社
長)

開催日 11月 19日(水)~21 日(金)

申込締切 10月29日(水)

内容
講義、フィ ルドワ ク (1久留米ほとめき歩き」
体験)、パネルディスカッション、グループワーク

-対 象 地方公共団体、商工会、商工会議所、観光 :

協会、 NPOなど、地域再生に取り組もうと
している人および取り組んでいる人 : 

.募集人員 各回 40~50 人(会場などにより変動あり)

.参加費用 無料(開催地までの往復の交通費、宿泊費、

飲食代芯どは参加者負担)

・申込方法 申込書を当センターまで送付してください。

市区町村 大会名 開催時期

北社市
JOCジュニアオリンピックカップ 日本

7.31 ~8.3 
ジュニア障害馬術大会

神戸市 全日本高校大学ダンスフ工スァイ)iル 8.1 ~ 8.4 

白馬村 全国小学生中学生マウンテンバイク大会 8.2-8.3 

浜松市 とぴうお杯全国少年少女水泳競妓大会 8.2-8.3 

阪南市 全日本ピーチパレージュニア男子選手権大会 8.2-8.5 

中央区
小中高校生ポールルームダンス全 8.2-8.3 
日本チャンピオンシツプ大会

岩沼市 全国両校生銃剣道大会 8.4 

横浜市 全日本少年軟式野球大会 8.4-8.8 

苫小牧市 全国高等学校選銭アイスホッケ一大会 8.12-8.17 

南砺市
JOCジュニアオリンピックカップスポー

8.15 -8.17 
ツクライミング銭授

八代市 全国小学生ABCバドミントン大会 8.15-8.17 

佐賀市 クラスホiCー全国ジュニアテニス In佐賀大会 8.17-8.23 

川越市 日本ジュニアゴルフ選手権競技 8.20 -8.22 

都留市 都留市ジャパンジュニアグラススキー大会 8.22 -8.24 

久留米市
紫灘旗局校弓道大会(全国高校選抜遠的

8.23-8.24 
弓道大会)

申込書の様式は当センターのホームページ i※現在、来年度かう新たに承認を希望する市区町村を募集しています。

開催会場

山梨県馬術競妓場

神戸文化ホール

白馬スノー八一ブ

江之島水泳場

箱作海水浴場

中央区立総合スポーツ
センター

岩沼市総合体育館

横浜スタジアム

苫小牧市内屋内スケ
トリンク4力所

桜ヶ池クライミンクセ
ンター

八代市総合体育館
八代市東陽スポーツセ
ンター

グフスコート佐賀ァ二
スクラブ

霞ヶ関力ンツリ 倶楽部

サンパーク都留グラス
スキ場

久留米総合スポーツセ
ンタ陸上競技場

からもタウンロードできます。 大会に関する詳しい内容、その他スポーツ拠点づくり推進事業に関するお問い合わせ先

*詳しくは、当センターのホームページをご覧ください。 : 情報サービス課 TEL 03-5202-61 35 

0業務第2課 TEL03-5202-6137 FAX 03-5202-0755 
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*日本橋プラザビルイベントスペース
・ 9 月 3 日~4 日
美波町 (徳島県)

・ 9 月 10 日~ 12日
栃木市 (栃木県)

・ 9 月 18 日~ 19日
甲州街道<八王子-相模湖 -藤
野工リア> (東京都)

・ 9 月 24 日~25 日
坂城町 (長野県)・9月26日
南会津町 (福島県)

*有楽町ふるさと情報プラザ・9月1日(月)~ 5日(金)
長野県原村
r) ¥ヶ岳高原・原村「おいしい高
原野菜と口八スな田舎暮し満喫J・9月B日(月)~ 10臼(水)
京都府
『丹後のええもん-うまいもんj・9月 11日(木)~ 12日(金)
茨城県
『とこよの園/いぱうきの秋の昧
覚・栗のお菓子展1・9月 17日(水)~ 19日(金)
石川県小松市
『歌舞伎のまちこまつが育んだ
「そうるふ一つJと「伝統JJ・9月24日(水)~ 26日(金)
岡山県鏡野町
『彩りの郷かがみの観光物産展 In
TokyoJ 

・9月 29 日(月)~ 10月3日(金)
岡山県岡山市 -倉敷市
『岡山市・倉敷市観光PR展J(仮題)

CORNER EVENT 

大日本橋プラザビルイベントスペース
・ 8 月 4 日~6 日
(社)富士の国やまなし館(山梨県)

・ B 月 21 日~22 日
掛川観光協会 (静岡県)

・ B 月 26 日~27 日
徳島県東京事務所

*有楽町ふるさと情報プラザ
・ 8 月 4 日(月)~8 日(金)
静岡県島田市
『茶処の自慢のお茶で涼をとる二
しずおか金谷・島田・川根=J・8月 19日(火)
福島県南会津町
『残暑に負けない l南会津の健康
で美昧しい物産』・8月20日(水)~ 22日(金)
鹿児島県いちき串木野町
I食の街いちき串木野
て!食べて IJ ・8月26日(火)~27 日(水)
岩手県西和賀町
『夏の和雑貨展j

中核市東京事務所長会

富士宮市 (静岡県)

北上・西和賀連絡協議会
(岩手県)

食べ

(写真)

1 6月23日-27日
2 6月 2日- 3日
3 6月24日-25日

:::
{
編
集
後
記
】

V
平
成
十
年
に
ま
ち
づ
く
り
三
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、

中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
基
づ
く
活
性
化
策
の
実
行
が

薄
く
、
ま
た
都
市
計
画
法
に
よ
る
大
型
庖
の
立
地
調
整

機
能
が
弱
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
反
省
を
踏
ま
え
、

改
正
ま
ち
づ
く
り
一一一
法
は
市
街
地
の
郊
外
へ
の
拡
散
を

抑
制
し
、
街
の
機
能
を
中
心
市
街
地
に
集
中
さ
せ
る
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
形
成
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。

V
具
体
的
に
は
、
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
る
大
型
庖

の
立
地
調
整
強
化
と
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
改
正

に
よ
る
意
欲
的
な
中
心
市
街
地
へ
の
多
様
な
支
援
策
の

集
中
を
両
輪
に
し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
中
心
市
街
地

活
性
化
の
目
的
は
、
夜
間
人
口
を
郊
外
か
ら
呼
び
戻
す

こ
と
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
見
合

っ
た
都
市
機

能
の
整
備
と
連
動
し
た
街
な
か
居
住
を
増
や
し
、
幾
世

代
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
、
住
民
と
自

治
体
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
協
働
で
実
現
し
て
い

く
こ
と
が
計
画
実
現
の
カ
ギ
を
握
る
。

V
そ
こ
で
八
月
号
は
、
全
国
各
地
の

「
改
正
ま
ち
づ
く

り
三
法
に
よ
る
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
」
の
先
進
事

例
や
取
り
組
み
を
特
集
で
紹
介
す
る
企
画
を
組
ん
だ
。

各
事
例
と
も
旧
計
画
で
十
分
な
成
果
が
上
が
ら
な
か
っ

た
経
験
を
踏
ま
え
、
公
共
交
通
の
利
便
性
強
化
を
柱
に
、

中
心
市
街
地
に
職
、
住
、
商
業
、

医
療
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
都
市
機
能
の
集
中
を
図
っ
て
い
る
。

V
高
齢
者
な
ど
が
、
不
便
な
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

。
賑

わ
い
創
造
。
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
、
加
え
て
、
地
域

に
残
る
自
然

・
文
化

・
歴
史
拠
点
を
整
備
す
る

。
個
性

あ
る
ま
ち
づ
く
り
。
で
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
済
成
長
・

拡
張
型
ま
ち
づ
く
り
と
は
逆
行
す
る
省
エ
ネ

・
集
積
型

の
エ
コ
タ
ウ
ン
づ
く
り
と
も
言
え
る
。

(
沢
)

【

9
月
号
予
告
】

特
集

H
環
境
保
置
の
ツ

i
リ
ズ
ム

地域づくり8月号
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